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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　消毒剤を医療用雄ルアーロックコネクタに塗布するための雄消毒キャップであって、該
医療用雄ルアーロックコネクタは、管腔および内側のらせん状のネジ山付きスカートを有
する支柱を備える型のものであり、該管腔を通って流体が流れ、該スカートは該支柱を囲
み、該キャップは：
　ａ．チャンバを画定する受容部分であって、該チャンバ内に、該雄ルアーロックコネク
タの該支柱が受容され得、該チャンバは、１つのみの開口部を有し、該受容部分は、該内
側のらせん状のネジ山付きスカートのらせん状のネジ山を係合するための手段を有する外
面を画定し、該受容部分は、該支柱が該受容部分に受容されるときに、該雄ルアーロック
コネクタの該スカート内に嵌合するように構成されている、受容部分と、
　ｂ．該チャンバ内に配置された消毒剤と、
　ｃ．該チャンバ内に移動可能に配置された部材であって、該部材は、該支柱が該受容部
分内に受容されているときに、該管腔の開口部の内縁に対して係合するように、該管腔に
入るような形状にされていることにより、該管腔内への該消毒剤の流れを減少させ、同時
に、該部材を通って該雄ルアーロックコネクタの該支柱への該消毒剤の流れを可能にする
、部材と
を備える、キャップ。
【請求項２】
　前記消毒剤を含むための、前記チャンバ内に配置された圧縮性パッドをさらに備える、
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請求項１に記載のキャップ。
【請求項３】
　把持部分をさらに備える、請求項１～２のいずれか１項に記載のキャップ。
【請求項４】
　前記部材が、その外周の近くに少なくとも１つのチャネルを備える、請求項１～３のい
ずれか１項に記載のキャップ。
【請求項５】
　前記部材の近位部分は、円錐またはドームのいずれかとして形成されている、請求項１
～４のいずれか１項に記載のキャップ。
【請求項６】
　前記チャンバ内に配置された付勢要素をさらに備え、該付勢要素は、前記雄ルアーロッ
クコネクタが前記受容部分に挿入される場合に、前記部材に力を加えるためのものである
、請求項１～５のいずれか１項に記載のキャップ。
【請求項７】
　前記チャンバの前記開口部を覆って配置されたカバーをさらに備える、請求項１～６の
いずれか１項に記載のキャップ。
【請求項８】
　前記カバーは、不浸透性柔軟材料を含む、請求項７に記載のキャップ。
【請求項９】
　前記不浸透性柔軟材料はフォイルを含む、請求項８に記載のキャップ。
【請求項１０】
　前記チャンバの壁の少なくとも一部分は、該チャンバの内側に向かって狭くなるテーパ
状部を有する、請求項１～９のいずれか１項に記載のキャップ。
【請求項１１】
　前記テーパ状部が前記チャンバの前記開口部の近くにある、請求項１０に記載のキャッ
プ。
【請求項１２】
　前記らせん状のネジ山を係合するための手段が、前記雄ルアーロックコネクタのネジ山
と係合するための、前記受容部分に配置されたネジ山を備える、請求項１～１１のいずれ
か１項に記載のキャップ。
【請求項１３】
　管腔を有する支柱を備える型の雄ルアーコネクタを消毒する方法であって、該管腔を通
って流体が流れ、該方法は：
　雄消毒キャップを提供することであって、該雄消毒キャップは
　　チャンバを画定する側壁を有する受容部分であって、該チャンバ内に、該雄ルアーコ
ネクタの該支柱が受容され得る、受容部分と、
　　該チャンバ内に配置された付勢要素と、
　　該チャンバ内に配置された部材と、
　　該チャンバ内に配置された消毒剤と
　を備える、ことと、
　該キャップを該雄ルアーコネクタに対して移動させることであって、これによって、（
ｉ）該支柱が該チャンバ内に受容され、（ｉｉ）該管腔を覆うように該付勢要素が該部材
を押し進め、そして（ｉｉｉ）該消毒剤が該管腔に進入することを阻止するように該部材
が該管腔を覆っている間に、該消毒剤の少なくとも一部が該支柱と接触させられる、こと
と
を含む、方法。
【請求項１４】
　前記部材は、前記部材を通って前記支柱への前記消毒剤の流れを可能にするように構成
されている、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
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　前記部材は、その外周の近くに少なくとも１つのチャネルを備える、請求項１３～１４
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記チャンバ内で前記部材に隣接して配置されたパッドを提供することをさらに含み、
該パッドは、消毒剤を含む、請求項１３～１５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記チャンバの開口部を覆って配置されるカバーを提供することをさらに含む、請求項
１３～１６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記カバーは不浸透性柔軟材料を含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記受容部分の前記側壁の一部分は、前記チャンバの内側に向かって狭くなるテーパ状
部を有する、請求項１３～１８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記テーパ状部が前記チャンバの開口部の近くにある、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記支柱を前記側壁の前記テーパ状部に押し付けて係合させることをさらに含む、請求
項２０に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（１．技術分野）
　本開示は、概して、医療用コネクタのキャップに関し、より具体的には、流体流動また
は流体送達システムに利用されてもよいコネクタ等の未接続医療用コネクタの滅菌状態を
保護するために使用することができるキャップに関する。一部の実施形態は、細長い雄部
分を含む医療用コネクタのキャップを対象とする。
【背景技術】
【０００２】
　（２．関連技術）
　血管内カテーテルを介して患者に進入する微生物によって引き起こされる場合があるよ
うな血流感染症は、疾病および過剰な医療費の重大な原因である。相当数のそのような感
染症が、米国の集中治療室で毎年発生している。加えて、これらの感染症のかなりの割合
が死亡をもたらす。
【０００３】
　アメリカ疾病管理予防センター（Ｃｅｎｔｅｒｓ　ｆｏｒ　Ｄｉｓｅａｓｅ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　ａｎｄ　Ｐｒｅｖｅｎｔｉｏｎ）によるガイドラインは、病院、外来患者、およ
び在宅介護設定における血流感染症を制限する種々の方法を説明している。ガイドライン
は、手の衛生、カテーテル部位のケア、および混合物調製等の問題に対処する。しかしな
がら、これらのガイドラインにもかかわらず、そのような感染症は、比較的不変の速度で
ヘルスケアシステムを悩まし続けている。
【０００４】
　種々の抗菌剤でカテーテルを含浸することが、これらの感染症を低減するための１つの
アプローチである。しかしながら、含浸したカテーテルは、満足のいかない結果を提供す
る。加えて、いくつかの微生物は、カテーテルで使用される種々の抗菌剤に対する抵抗を
生じている。他のシステムおよびアプローチも開発されているが、これらは同様に種々の
制限および欠点に悩まされている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、例えば、以下を提供する：
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（項目１）
　医療用コネクタを消毒するように構成されるキャップであって、
　該キャップは、
　接続界面を画定する筐体であって、該接続界面によって、該キャップは、医療用コネク
タに連結されることができ、該筐体は、チャンバをさらに画定する、筐体と、
　該チャンバ内の消毒剤と、
　該チャンバに対して移動可能である該チャンバ内の密封部材であって、該密封部材は、
該キャップが該医療用コネクタに連結されると、該医療用コネクタの雄突起部に接触する
ように構成される、密封部材と、
　該密封部材と連結される付勢部材であって、該付勢部材によって提供されるバイアスは
、該チャンバの中への該医療用コネクタの雄突起部の挿入に対抗するように方向付けられ
、それにより、該キャップが該医療用コネクタと連結されている際に、該雄突起部と該密
封部材との間の流体密密封が生成または維持されることができ、該密封部材は、医療用コ
ネクタの雄突起部が該チャンバの中に挿入される際に、該チャンバ内で移動するように構
成されて、消毒剤が該密封部材の一つの側面から該密封部材の別の側面まで移動し、およ
び該雄突起部の少なくとも一部分と接触するようにさせる、付勢部材と
　を備える、キャップ。
（項目２）
　前記付勢部材は、弾力性パッドを備え、該弾力性パッドは、前記キャップが使用前状態
にあるときに、前記消毒剤の少なくとも一部分を中に含む、項目１に記載のキャップ。
（項目３）
　前記パッドを通る横断面は、形状が円形または長方形である、項目１または２に記載の
キャップ。
（項目４）
　前記付勢部材は、弾力性支持材をさらに備え、前記パッドは、該支持材と前記密封部材
との間に載置され、該支持材と該密封部材とは、前記キャップが医療用コネクタに連結さ
れて該パッドから消毒剤を押し進める際に、協働して該パッドを圧縮するように構成され
る、項目１～３のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目５）
　前記支持材は、前記パッドほど柔軟ではないことにより、該パッドが該支持材よりも容
易に圧縮される、項目１～４のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目６）
　前記チャンバは、剛性支柱を含み、該剛性支柱は、前記弾力性支持材の移動を拘束する
ように構成される、項目１～５のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目７）
　前記筐体は、前記チャンバに対して内向きに突出する棚を画定し、前記密封部材は、前
記キャップが使用前構成にあるときに、該棚を介して該チャンバ内に保持される、項目１
～６のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目８）
　前記密封部材は、前記キャップが前記使用前構成にあるときに、前記棚との流体密密封
を形成する、項目１～７のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目９）
　医療用コネクタの雄突起部は、管腔を画定し、前記密封部材は、流体が該管腔に進入す
ることを防止できる該雄突起部との流体密密封を生成するように構成される、項目１～８
のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目１０）
　前記付勢部材は、前記キャップが前記医療用コネクタから分断される際に、前記密封部
材と前記雄突起部との間の前記流体密密封を維持するように構成される、項目１～９のう
ちのいずれかに記載のキャップ。
（項目１１）
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　前記密封部材の表面は、実質的に円錐形であり、該円錐表面の頂点は、前記雄突起部の
前記管腔の中に受容されるように構成される、項目１～１０のうちのいずれかに記載のキ
ャップ。
（項目１２）
　前記筐体は、前記チャンバの少なくとも一部分を画定する側壁を備え、該側壁の少なく
とも一部分は、テーパ状であることにより、雄ルアーとの密封を形成する、項目１～１１
のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目１３）
　前記密封部材は、前記側壁の近位端に対して十分に大きい距離だけ陥凹しており、それ
により、前記雄ルアーが該密封部材に接触する前に、該雄ルアーの少なくとも一部分が該
側壁内に受容されることを可能にする、項目１～１２のうちのいずれかに記載のキャップ
。
（項目１４）
　前記距離が十分に小さく、それにより、前記雄ルアーが前記側壁との密封を形成する前
に、該雄ルアーが該側壁内に受容されることを可能にして、前記密封部材との密封を形成
する、項目１～１３のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目１５）
　前記密封部材は、十分に小さい距離だけ前記側壁の近位端に対して陥凹しており、それ
により、雄ルアーが該側壁との密封を形成する前に、該雄ルアーの少なくとも一部分が該
側壁内に受容され、該密封部材との密封を形成することを可能にする、項目１～１４のう
ちのいずれかに記載のキャップ。
（項目１６）
　前記筐体は、近位に延在する突起を画定し、該突起は、それの外向きに方向付けられた
表面に前記接続界面を含み、該筐体は、付加的な接続界面をさらに画定し、該接続界面は
、スリーブと連結されて、それとの流体密密封を形成するように構成される、項目１～１
５のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目１７）
　前記近位に延在する突起は、前記キャップが前記スリーブと連結されるとき、該スリー
ブによって画定される管腔内にある、項目１～１６のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目１８）
　前記筐体は、１つ以上の排出口を画定し、該１つ以上の排出口は、該筐体と医療用コネ
クタの雄突起部との間の流体密密封の形成を防止するように構成される、項目１～１７の
うちのいずれかに記載のキャップ。
（項目１９）
　ポートをさらに備え、消毒剤は、該ポートを通過して前記密封部材の一つの側面からそ
れの別の側面まで移動する、項目１～１８のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目２０）
　前記ポートは、前記密封部材の中に配置されるチャネルおよび二方弁のうちの１つ以上
を備える、項目１～１９のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目２１）
　前記ポートは、前記密封部材の周囲と前記側壁との間に間隙を備える、項目１～２０の
うちのいずれかに記載のキャップ。
（項目２２）
　障壁を有する排出口をさらに備え、該障壁は、微生物が該排出口を介して該チャンバに
進入することを阻止するように構成される、項目１～２１のうちのいずれかに記載のキャ
ップ。
（項目２３）
　１つ以上の医療用コネクタを消毒するように構成されるアセンブリであって、
　該アセンブリは、
　消毒剤を含むパッドが中に載置されるチャンバを画定する雌キャップと、
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　消毒剤が中に載置されるチャンバを画定する雄キャップであって、該雄キャップは、該
チャンバ内で移動可能である密封部材をさらに備え、該密封部材は、該雄キャップが医療
用コネクタに連結されるときに、該医療用コネクタの雄突起部との密封を形成するように
構成され、およびある量の消毒剤が、該密封部材の一つの側面からそれの別の側面まで移
動することを可能にするように変位させられるように構成される、雄キャップと、
　第１の端部および第２の端部を画定するスリーブであって、該アセンブリが使用前状態
にあるとき、該スリーブの該第１の端部は、該雌キャップに連結されて、それと流体密密
封を形成し、該スリーブの該第２の端部は、該雄キャップに連結されて、それと流体密密
封を形成し、それにより、該アセンブリは、該使用前状態にあるときに、自身からの消毒
剤の蒸発損失を防止するスリーブと
　を備える、アセンブリ。
（項目２４）
　前記雌キャップの前記パッドを通る横断面は、形状が円形または長方形である、項目２
３に記載のアセンブリ。
（項目２５）
　前記雄キャップは、前記消毒剤を含む弾力性パッドを備え、該弾力性パッドは、該雄キ
ャップの開放端に向かって方向付けられる前記密封部材に付勢力を提供するように構成さ
れる、項目２３または２４に記載のアセンブリ。
（項目２６）
　前記雄キャップの前記弾力性パッドを通る横断面は、形状が円形または長方形である、
項目２３～２５のうちのいずれかに記載のアセンブリ。
（項目２７）
　弾力性支持材をさらに備え、前記弾力性パッドは、該弾力性支持材と前記密封部材との
間に載置される、項目２３～２６のうちのいずれかに記載のアセンブリ。
（項目２８）
　前記弾力性支持材は、前記弾力性パッドほど圧縮性ではない、項目２３～２７のうちの
いずれかに記載のアセンブリ。
（項目２９）
　前記雄および雌キャップの各々に対する１つ以上の分離支援をさらに備える、項目２３
～２８のうちのいずれかに記載のアセンブリ。
（項目３０）
　分離支援は、前記雄および雌キャップのうちの１つのフランジに陥凹を備え、該陥凹は
、該スリーブの突起部と協働する、項目２３～２９のうちのいずれかに記載のアセンブリ
。
（項目３１）
　前記フランジは、実質的に平面的な面を備え、該面は、前記雄および雌キャップのうち
の前記１つの長手軸を通って垂直に延在する横断面の平面に対して角度を成し、該面は、
約２０度以上である該面に対する角度を画定する、項目２３～３０のうちのいずれかに記
載のアセンブリ。
（項目３２）
　分離支援は、前記スリーブに対する前記雄および雌キャップのうちの１つの回転時に、
該スリーブから長手方向に離れるように該雄および雌キャップのうちの該１つにカム作用
するように構成される、項目２３～３１のうちのいずれかに記載のアセンブリ。
（項目３３）
　前記分離支援は、前記スリーブに対する前記回転が時計回り方向であろうと反時計回り
方向であろうと、前記雄および雌キャップのうちの前記１つにカム作用するように構成さ
れる、項目２３～３２のうちのいずれかに記載のアセンブリ。
（項目３４）
　前記スリーブの前記第１の端部と第２の端部とは、相互に同一であり、それにより、該
スリーブの該第１の端部が前記雄キャップと連結されることができ、該スリーブの該第２
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の端部が前記雌キャップと連結されることができる、項目２３～３３のうちのいずれかに
記載のアセンブリ。
（項目３５）
　前記雄および雌キャップの各々は、ハンドルを備え、該ハンドルは、該雄および雌キャ
ップの把持および回転を容易にするように構成される、項目２３～３４のうちのいずれか
に記載のアセンブリ。
（項目３６）
　前記スリーブは、長手軸を画定し、前記雄キャップは、前記アセンブリが前記使用前状
態にあるとき、該スリーブの該長手軸と垂直である面を通って延在する雄突起部分を備え
る、項目２３～３５のうちのいずれかに記載のアセンブリ。
（項目３７）
　前記スリーブは、補強リブを備える、項目２３～３６のうちのいずれかに記載のアセン
ブリ。
（項目３８）
　医療用コネクタを消毒する方法であって、
　該方法は、
　雄キャップを提供することであって、該雄キャップは、
　　接続界面、ならびに近位端および遠位端を有するチャンバを画定する筐体と、
　　該チャンバ内の消毒剤と、
　　該チャンバ内の密封部材と、
　　該密封部材と連結される付勢部材と
　を備える、ことと、
　該密封部材との密封を形成するために、医療用コネクタの雄突起部を該チャンバの中に
挿入することと、
　該雄突起部の少なくとも一部分と接触するように、該密封部材の遠位側から該密封部材
の近位側まで消毒剤を移送することと
　を含む、方法。
（項目３９）
　前記接続界面を前記医療用コネクタの補完的な接続界面に取り付けることをさらに含む
、項目３８に記載の方法。
（項目４０）
　前記付勢部材は、近位方向に前記密封部材を押し進めるように構成され、該付勢部材に
よって提供される付勢力は、前記雄突起部と該密封部材との間の前記密封を強化するため
に該雄突起部が前記チャンバにさらに挿入されるにつれて増加する、項目３８または３９
に記載の方法。
（項目４１）
　弾力性パッドは、前記雄キャップが使用前状態であるときに、前記消毒剤を含み、前記
方法は、該パッドから消毒剤を押し進めることをさらに含む、項目３８～４０のうちのい
ずれかに記載の方法。
（項目４２）
　前記雄キャップは、前記パッドの遠位端にある弾力性支持材をさらに備え、前記方法は
、該支持材と前記密封部材との間の該パッドを圧縮することをさらに含む、項目３８～４
１のうちのいずれかに記載の方法。
（項目４３）
　前記雄キャップの前記筐体と前記医療用コネクタの前記雄突起部との間の密封を形成す
ることをさらに含む、項目３８～４２のうちのいずれかに記載の方法。
（項目４４）
　前記筐体と前記雄突起部との間の前記密封は、前記密封部材が前記チャンバ内を遠位に
前進させられた後に形成される、項目３８～４３のうちのいずれかに記載の方法。
（項目４５）
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　前記雄キャップは、使用前状態にあるとき、突起部を有するスリーブを備えるアセンブ
リと連結され、該雄キャップは、該突起部に対して補完的である陥凹を画定し、前記方法
は、該スリーブから長手方向に離れるように該雄キャップにカム作用するように、該スリ
ーブに対して該雄キャップを回転させることをさらに含む、項目３８～４４のうちのいず
れかに記載の方法。
（項目４６）
　前記雄キャップは、使用前状態にあるとき、消毒剤を中に含む雌キャップを備えるアセ
ンブリと連結される、項目３８～４５のうちのいずれかに記載の方法であって、該方法は
、
　該アセンブリから該雄キャップおよび該雌キャップを分離することと、
　該雄キャップを医療用コネクタと接続すること、および該雌キャップを別個の医療用コ
ネクタと接続することのうちの１つ以上のことと
　をさらに含む、方法。
（項目４７）
　医療用コネクタを消毒するように構成されるキャップであって、
　該キャップは、
　接続界面を画定する筐体であって、該キャップは、該接続界面によって医療用コネクタ
に連結されることができ、該筐体は、チャンバをさらに画定する、筐体と、
　該チャンバ内の消毒剤と、
　密封領域を有する密封部材であって、該キャップが該接続界面を介して該医療用コネク
タに連結されると、該密封領域において流体密密封が該密封部材と該医療用コネクタの雄
ルアーとの間に存在し、該密封部材および該筐体の一方または両方は、１つ以上のポート
を備え、該チャンバの遠位端に向かう該密封部材の移動は、該雄ルアーを消毒するために
、該チャンバから該１つ以上のポートを通して該消毒剤の少なくとも一部分を放出する、
密封部材と
　を備える、キャップ。
（項目４８）
　前記筐体は、前記チャンバの少なくとも一部分を画定する側壁を備え、該側壁は、テー
パ状であることにより、雄ルアーとの密封を形成する、項目４７に記載のキャップ。
（項目４９）
　前記密封部材は、十分に大きい距離だけ前記側壁の近位端に対して陥凹しており、それ
により、前記雄ルアーが該密封部材に接触する前に、該雄ルアーの少なくとも一部分が該
側壁内に受容されることを可能にする、項目４７または４８に記載のキャップ。
（項目５０）
　前記距離は、十分に小さく、それにより、前記雄ルアーが前記側壁との密封を形成する
前に、該雄ルアーが該側壁内に受容されることを可能にし、前記密封部材との密封を形成
する、項目４７～４９のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目５１）
　前記密封部材は、十分に小さい距離だけ前記側壁の端部に対して陥凹しており、それに
より、雄ルアーが該側壁との密封を形成する前に、該雄ルアーの少なくとも一部分が該側
壁内に受容されることを可能にし、該密封部材との密封を形成する、項目４７～５０のう
ちのいずれかに記載のキャップ。
（項目５２）
　前記筐体は、１つ以上の排出口を画定し、該１つ以上の排出口は、該筐体と前記雄ルア
ーとの間の流体密密封の形成を防止するように構成される、項目４７～５１のうちのいず
れかに記載のキャップ。
（項目５３）
　前記密封部材は、１つ以上のポートを備え、該１つ以上のポートは、前記密封領域の外
側に載置され、それにより、該密封部材が医療用コネクタとの密封を形成すると、該医療
用コネクタの管腔に進入することなく、消毒剤が該ポートを通過し、該医療用コネクタの
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外面に接触することができる、項目４７～５２のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目５４）
　前記筐体は、１つ以上のポートを画定する、項目４７～５３のうちのいずれかに記載の
キャップ。
（項目５５）
　障壁を有する排出口をさらに備え、該障壁は、微生物が該排出口を介して前記チャンバ
に進入することを阻止するように構成される、項目４７～５４のうちのいずれかに記載の
キャップ。
（項目５６）
　前記密封部材と連結される付勢部材をさらに備え、該付勢部材は、弾力的に変形可能で
あることにより、該密封部材が初期配向から変位させられると、該初期配向に向かって該
密封部材を付勢する、項目４７～５５のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目５７）
　前記付勢部材は、バネを備える、項目４７～５６のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目５８）
　前記付勢部材は、弾力的な圧縮性パッドを備える、項目４７～５７のうちのいずれかに
記載のキャップ。
（項目５９）
　前記パッドは、前記チャンバ内にあり、前記消毒剤の少なくとも一部分を含む、項目４
７～５８のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目６０）
　圧縮性パッドをさらに備え、該圧縮性パッドは、前記消毒剤の少なくとも一部分を中に
有する、項目４７～５９のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目６１）
　前記密封部材と連結される付勢部材をさらに備え、該付勢部材は、弾力的に変形可能で
あることにより、該密封部材が初期配向から変位させられると、該初期配向に向かって該
密封部材を付勢する、項目４７～６０のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目６２）
　前記付勢部材は、弾力性発泡体およびバネのうちの１つ以上を備える、項目４７～６１
のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目６３）
　障壁をさらに備え、該障壁は、前記圧縮性パッドと付勢部材との間に配置される、項目
４７～６２のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目６４）
　前記接続界面は、前記筐体の外面にある、項目４７～６３のうちのいずれかに記載のキ
ャップ。
（項目６５）
　消毒剤を中に有する付加的なチャンバを備える付加的なキャップが、前記キャップと連
結され、両方のチャンバは、密封されることにより、そこからの消毒剤の蒸発損失を防止
する、項目４７～６４のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目６６）
　前記キャップと前記付加的なキャップとは、使用前状態にあるときに、密封スリーブを
介して相互に連結される、項目４７～６５のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目６７）
　前記キャップおよび前記付加的なキャップの各々の上に配置されるフランジは、補完的
な陥凹と突起部とを含み、該補完的な陥凹と突起部とは、該キャップが反対方向に回転さ
せられる際に分離支援として協働する、項目４７～６６のうちのいずれかに記載のキャッ
プ。
（項目６８）
　前記キャップ、付加的なキャップ、およびスリーブの各々の上に配置されるフランジは
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、補完的な陥凹と突起部とを含み、該補完的な陥凹と突起部とは、該キャップが反対方向
に回転させられる際に、分離支援として協働する、項目４７～６７のうちのいずれかに記
載のキャップ。
（項目６９）
　前記１つ以上のポートの各々は、チャネルおよび二方弁のうちの１つ以上を備える、項
目４７～６８のうちのいずれかに記載のキャップ。
（項目７０）
　前記筐体の開放表面は、取外し可能なカバーに連結される、項目４７～６９のうちのい
ずれかに記載のキャップ。
（項目７１）
　医療用コネクタを消毒するように構成されるキャップであって、
　該キャップは、
　接続界面を画定する筐体であって、該接続界面によって該キャップが医療用コネクタに
連結されることができ、該筐体は、チャンバをさらに画定する、筐体と、
　該チャンバ内の消毒剤と、
　密封領域を有する密封部材であって、雄ルアーの先端がそれと接触しているときに、該
密封領域において流体密密封を形成することができる、密封部材と、
　該密封部材と連結される付勢部材と
　を備え、
　該付勢部材によって提供されるバイアスは、該チャンバの中への該雄ルアーの挿入に対
抗し、それにより、該キャップが医療用コネクタと連結されている際に、該雄ルアーの先
端と該密封部材との間の流体密密封が生成または維持され、該チャンバの中への雄ルアー
の挿入は、該密封部材の一つの側面から該密封部材の別の側面まで消毒剤を移動させ、そ
れにより、該雄ルアーの一部分を消毒する、キャップ。
（項目７２）
　前記付勢部材は、弾力性パッドを備える、項目７１に記載のキャップ。
（項目７３）
　前記筐体は、前記チャンバの少なくとも一部分を画定する側壁を備え、前記密封部材は
、該側壁との流体密密封を形成する、項目７１または７２に記載のキャップ。
（項目７４）
　雄ルアーを備える医療用コネクタを消毒する方法であって、
　該方法は、
　密封部材およびチャンバを備えるキャップを提供することであって、該チャンバは、消
毒剤を含む、ことと、
　該キャップを該医療用コネクタに接続することと、
　該密封部材と該雄ルアーとの間に流体密密封を生成することと、
　該流体密密封を介して該消毒剤が該雄ルアーの内部に進入することを防止しながら、該
消毒剤の少なくとも一部分を該医療用コネクタの該雄ルアーの外面と接触するように押し
進めることと
　を含む、方法。
（項目７５）
　前記密封部材が初期位置から変位させられると、該初期位置に向かって該密封部材を付
勢することと、前記流体密密封を強化することとをさらに含む、項目７４に記載の方法。
（項目７６）
　前記消毒剤の少なくとも一部分を雄ルアーの外面と接触するように押し進める前記こと
は、該消毒剤の該少なくとも一部分を前記密封部材によって画定されるポートを通して送
ることを含む、項目７４または７５に記載の方法。
（項目７７）
　一対の分離された医療用コネクタとともに使用するために構成されるシステムであって
、該システムは、
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　雄キャップであって、該雄キャップは、該雄キャップを第１の医療用コネクタと連結す
る第１の手段を備え、および該第１の医療用コネクタの雄ルアーを消毒する第１の手段を
備える、雄キャップと、
　雌キャップであって、該雌キャップは、第２のキャップを第２の医療用コネクタと連結
する第２の手段を備え、および該第２の医療用コネクタの少なくとも一部分を消毒する第
２の手段を備える、雌キャップと
　を備え、
　該第１のキャップおよび該第２のキャップは、使用前構成にあるときに相互に取り付け
られており、該第１および第２のキャップの各々は、該使用前構成にあるときに密封され
ており、該雌キャップのいずれの部分も、該雄および雌キャップが該使用前構成にあると
きに該消毒する第１の手段を圧縮しない、システム。
（項目７８）
　前記使用前構成にある前記第１のキャップと第２のキャップとを連結する手段をさらに
備える、項目７７に記載のシステム。
（項目７９）
　医療用コネクタとの開封キャップの接続を可能にするために前記雄および雌キャップの
いずれか一方を開封することは、該雄および雌キャップの他方を開封することなく達成さ
れることができる、項目７７または７８に記載のシステム。
（項目８０）
　雄ルアーの管腔を密封する手段をさらに備える、項目７７～７９のうちのいずれかに記
載のシステム。
（項目８１）
　雄ルアーの管腔を密封する前記手段を付勢する手段をさらに備える、項目７７～８０の
うちのいずれかに記載のシステム。
（項目８２）
　一対の分離された医療用コネクタとともに使用するために構成されるシステムであって
、該システムは、
　第１の筐体を備える雄キャップであって、該第１の筐体は、第１のパッドの少なくとも
一部分を中に有する第１のチャンバを画定し、該第１のパッドは、消毒剤を含み、該第１
の筐体は、該雄キャップを第１の医療用コネクタと連結するように構成される第１の接続
界面をさらに画定し、該第１の接続界面は、該第１のチャンバの外側にあり、該第１の医
療用コネクタの少なくとも一部分は、該第１の医療用コネクタが該第１の接続界面を介し
て該雄キャップと連結されると、該第１のパッドを圧縮するように該第１のチャンバの中
に受容され、該消毒剤の少なくとも一部分によって消毒されることができる、雄キャップ
と、
　第２の筐体を備える雌キャップであって、該第２の筐体は、第２の接続界面を画定し、
、該第２の接続界面は、該雌キャップを第２の医療用コネクタと連結するように構成され
る、雌キャップと
　を備え、
　該雄キャップおよび雌キャップは、使用前構成にあるときに、相互に取り付けられ、密
封状態にあり、該雄および雌キャップが該使用前構成にあるときに、該雌キャップのいず
れの部分も、該第１のチャンバ内にある該第１のパッドの一部分を圧縮しない、システム
。
（項目８３）
　前記第１のパッドの圧縮は、前記消毒剤の少なくとも一部分を該パッドから放出させる
、項目８２に記載のシステム。
（項目８４）
　前記第１のチャンバは、雄ルアーを受容するようにサイズ決定される、項目８２または
８３に記載のシステム。
（項目８５）
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　前記第２の筐体は、第２のチャンバを画定し、該第２のチャンバは、消毒剤を中に有す
る第２のパッドを含み、前記雄および雌キャップが前記使用前構成で相互に取り付けられ
ると、該第２のパッドは、該雄キャップによって圧縮されない、項目８２～８４のうちの
いずれかに記載のシステム。
（項目８６）
　前記第２の筐体は、消毒剤を中に有する第２のチャンバを画定し、前記雄キャップの前
記第１のチャンバは、該雄キャップおよび前記雌キャップが前記使用前構成にあるとき、
該雌キャップの前記第２のチャンバから流体的に隔離される、項目８２～８５のうちのい
ずれかに記載のシステム。
（項目８７）
　前記第２の筐体は、消毒剤を中に含む第２のチャンバを画定し、前記第２の医療用コネ
クタの少なくとも一部分は、該第２の医療用コネクタが前記第２の接続界面を介して前記
雌キャップと連結されると、該第２のチャンバ内に受容されて、該消毒剤によって消毒さ
れる、項目８２～８６のうちのいずれかに記載のシステム。
（項目８８）
　前記第２の筐体は、消毒剤を中に含む第２のチャンバを画定し、前記雄キャップの前記
第１のチャンバは、該雄キャップおよび前記雌キャップが前記使用前構成にあると、該雌
キャップの該第２のチャンバから流体的に隔離される、項目８２～８７のうちのいずれか
に記載のシステム。
（項目８９）
　前記第２の筐体は、消毒剤を中に含む第２のチャンバを画定し、前記第２の接続界面は
、該第２のチャンバ内にある、項目８２～８８のうちのいずれかに記載のシステム。
（項目９０）
　前記第２の筐体は、第２のチャンバを画定し、前記雄および雌キャップは、前記使用前
構成にあるとき、前記第１のチャンバおよび該第２のチャンバのうちの１つを密封するよ
うに相互に協働する、項目８２～８９のうちのいずれかに記載のシステム。
（項目９１）
　医療用コネクタとの開封キャップの接続を可能にするために、前記雄および雌キャップ
のいずれか一方を開封することは、該雄および雌キャップの他方を開封することなく達成
されることができる、項目８２－９０のうちのいずれかに記載のシステム。
（項目９２）
　前記雄および雌キャップの一方または両方は、該雄キャップと雌キャップとを相互から
着脱することなく開封されることができる、項目８２～９１のうちのいずれかに記載のシ
ステム。
（項目９３）
　前記雄および雌キャップは、それらの使用前構成から容易に着脱可能である、項目８２
～９２のうちのいずれかに記載のシステム。
（項目９４）
　前記雄キャップは、第３の接続界面を備え、前記雌キャップは、第４の接続界面を備え
、該雄キャップと雌キャップとは、前記使用前構成にあるとき、該第３および第４の接続
界面を介して相互に連結される、項目８２～９３のうちのいずれかに記載のシステム。
（項目９５）
　前記雄キャップと雌キャップとは、それらの使用前構成から着脱された後に、前記第３
および第４の接続界面を介して相互に選択可能に再び取り付けられることができる、項目
８２～９４のうちのいずれかに記載のシステム。
（項目９６）
　前記雄キャップは、前記雄および雌キャップが前記使用前構成で相互に取り付けられる
ときに、前記第２の接続界面と連結する第３の接続界面を備える、項目８２～９５のうち
のいずれかに記載のシステム。
（項目９７）
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　前記雄キャップと雌キャップとは、スナップ嵌合、摩擦嵌合、圧入、壊れやすい溶接、
共通カバー、および補完ねじ切りのうちの１つ以上を介して、前記使用前構成で相互に接
続される、項目８２～９６のうちのいずれかに記載のシステム。
（項目９８）
　前記雄キャップと雌キャップとは、相互に一体的に成形される、項目８２～９７のうち
のいずれかに記載のシステム。
（項目９９）
　前記第２の接続界面は、複数の無針注射部位のうちのいずれかと連結するように構成さ
れる、項目８２～９８のうちのいずれかに記載のシステム。
（項目１００）
　前記第１および第２の筐体のうちの１つは、接続チャンバを画定し、前記雄キャップと
雌キャップとが前記使用前構成で相互に取り付けられると、該第１および第２の筐体のう
ちの他方の少なくとも一部分が該接続チャンバの中に受容される、項目８２～９９のうち
のいずれかに記載のシステム。
（項目１０１）
　前記雄キャップと雌キャップとは、前記使用前構成にあるとき、同軸上にある、項目８
２～１００のうちのいずれかに記載のシステム。
（項目１０２）
　前記第２の筐体は、消毒剤を中に含む第２のチャンバを画定し、前記第１および第２の
チャンバの各々は、前記雄および雌キャップが前記使用前構成にあるとき、密封され、同
じ方向を向く開放端を画定する、項目８２～１０１のうちのいずれかに記載のシステム。
（項目１０３）
　前記第２の筐体は、消毒剤を中に含む第２のチャンバを画定し、前記第１および第２の
チャンバの各々は、前記雄および雌キャップが前記使用前構成にあるとき、密封され、相
互に反対の方向を向く開放端を画定する、項目８２～１０２のうちのいずれかに記載のシ
ステム。
（項目１０４）
　前記雄キャップは、第１の長手軸を画定し、前記雌キャップは、第２の長手軸を画定し
、該第１の長手軸は、該第２の長手軸と同一線上にない、項目８２～１０３のうちのいず
れかに記載のシステム。
（項目１０５）
　一対の分離された医療用コネクタとともに使用するために構成されるシステムであって
、該システムは、
　第１の筐体を備える雄キャップであって、該第１の筐体は、該雄キャップを第１の医療
用コネクタと連結するように構成される第１の接続界面を画定し、該第１の筐体は、第１
のチャンバをさらに画定し、消毒液を含む第１のパッドは、該第１のチャンバ内にあり、
該第１のチャンバは、該第１の医療用コネクタが該第１の接続界面を介して該雄キャップ
と連結されると、該第１の医療用コネクタの少なくとも一部分を受容する、雄キャップと
、
　第２の筐体を備える雌キャップであって、該第２の筐体は、該雌キャップを第２の医療
用コネクタと連結するように構成される第２の接続界面を画定し、該第２の筐体は、第２
のチャンバをさらに画定し、消毒剤を含む第２のパッドは、該第２のチャンバ内にあり、
該第２のチャンバは、該第２の医療用コネクタが該第２の接続界面を介して該雌キャップ
と連結されると、該第２の医療用コネクタの少なくとも一部分を受容する、雌キャップと
、
　を備え、
　該雄キャップおよび雌キャップは、使用前構成で相互に取り付けられ、該雄および雌キ
ャップの各々は、該使用前構成にあるときに密封されることにより、該雄キャップの該第
１のチャンバが該雌キャップの該第２のチャンバから流体的に隔離される、システム。
（項目１０６）
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　雄ルアーを備える医療用コネクタを消毒するように構成されるキャップであって、
　該キャップは、
　接続界面を外面に画定する筐体であって、該キャップは、該接続界面によって、確実で
あるが取外し可能な取付け状態で医療用コネクタに連結されることができ、該筐体は、少
なくとも部分的にチャンバを画定する側壁を含み、該側壁は、雄ルアーが該チャンバの中
に挿入されることができる開放端を画定する、筐体と、
　パッドであって、該接続界面が該医療用コネクタと連結されると該医療用コネクタの雄
ルアーによって圧縮されるように該チャンバの中に載置されるパッドと、
　該パッド内の消毒剤と
　を備え、
　該パッドは、圧縮されると消毒剤を放出するように構成され、該パッドおよび該放出さ
れた消毒剤によって提供される摩擦は、該パッドを圧縮する雄ルアーを消毒する、キャッ
プ。
（項目１０７）
　前記側壁の前記開放端は、リップを含み、該リップは、前記雄ルアーとの流体密密封を
生成して、消毒剤が前記チャンバから退出することを防止するように構成される、項目１
０６に記載のキャップ。
（項目１０８）
　前記側壁の前記開放端は、１つ以上の排出口を含み、該１つ以上の排出口は、前記筐体
と前記雄ルアーとの間の流体密密封の形成を防止するように構成される、項目１０６また
は１０７に記載のキャップ。
（項目１０９）
　雄ルアーを備える医療用コネクタを消毒する方法であって、
　該方法は、
　消毒剤を中に有するパッドを含むチャンバを備えるキャップを提供することと、
　確実であるが解放可能な方式で、雄ルアーを、該キャップを備える医療用コネクタに接
続することと、
　該雄ルアーを介して該パッドを圧縮して、該パッドから該消毒剤の少なくとも一部分を
押し進めることであって、それにより、該雄ルアーを消毒する、ことと
　を含む、方法。
（項目１１０）
　前記消毒剤が前記チャンバから退出することを防止するために、前記雄ルアーを介して
該チャンバを密封することをさらに含む、項目１０９に記載の方法。
（項目１１１）
　前記消毒剤が前記チャンバから退出することを可能にするために、１つ以上の排出口を
介して該チャンバをベントすることをさらに含む、項目１０９または１１０に記載の方法
。
（項目１１２）
　前記雄ルアーは、流体通路を画定し、前記方法は、該流体通路に消毒剤を導入すること
をさらに含む、項目１０９～１１１のうちのいずれかに記載の方法。
（項目１１３）
　医療用コネクタを消毒する方法であって、
　該方法は、
　雄キャップおよび雌キャップを備えるシステムを提供することであって、該雄キャップ
と雌キャップとは、使用前状態において相互に接続されており、該雄キャップおよび雌キ
ャップの各々は、密封され、該システムは、消毒剤を含む少なくとも１つのパットを備え
る、ことと、
　第１の医療用コネクタと第２の医療用コネクタとを相互から断絶することと、
　該少なくとも１つのパットを減圧することなく、該雄および雌キャップのうちの１つを
開封することと、
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　該少なくとも１つのパッドを圧縮し、そこから消毒剤を放出するために、該雄および雌
キャップのうちの１つを、該第１および第２の医療用コネクタのうちの１つと連結するこ
とと
　を含む、方法。
（項目１１４）
　前記少なくとも１つのパットを減圧することなく、前記雄および雌キャップのうちの他
方を開封することと、
　該少なくとも１つのパッドを圧縮し、そこから消毒剤を放出するために、該雄および雌
キャップのうちの他方を、前記第１および第２の医療用コネクタのうちの他方と連結する
ことと
　をさらに含む、項目１１３に記載の方法。
（項目１１５）
　前記システムは、消毒剤を含む第２のパッドを備え、
　該方法は、
　該第２のパットを減圧することなく、前記雄および雌キャップのうちの他方を開封する
ことと、
　該第２のパッドを圧縮し、そこから消毒剤を放出するために、該雄および雌キャップの
うちの他方を、前記第１および第２の医療用コネクタのうちの他方と連結することと
　をさらに含む、項目１１３または１１４に記載の方法。
（項目１１６）
　医療用コネクタを消毒する方法であって、
　該方法は、
　雄キャップおよび雌キャップを備えるシステムを提供することであって、該雄キャップ
と雌キャップとは、使用前状態において相互に接続されており、該雄および雌キャップの
各々は、密封され、該システムは、消毒剤を含む少なくとも１つのパットを備える、こと
と、
　第１の医療用コネクタと第２の医療用コネクタとを相互から断絶することと、
　該雄および雌キャップのうちの他方を開封することなく、該雄および雌キャップのうち
の１つを開封することと、
　該雄および雌キャップのうちの該１つを、該第１および第２の医療用コネクタのうちの
１つと連結することと
　を含む、方法。
　例えば、雄ルアー等の細長い雄部分または雄突起部を有する、例えば、無針注射部位お
よび／または流体移送デバイス等の流体流動または流体送達システムを介して、患者の血
流に進入する微生物の脅威を低減することができる、消毒キャップ、ならびに関連システ
ムおよび方法を本明細書において開示する。一部の実施形態において、キャップは、雄突
起部を有する医療用コネクタと連結し、それを消毒するように構成される。さらなる実施
形態において、キャップは、消毒剤を含むことができ、消毒剤が雄突起部の管腔に進入す
ることを防止するために、雄突起部との密封を生成するように構成することができる。一
部の実施形態において、消毒剤は、医療用コネクタへのキャップの連結の前に、パッド内
に含有されてもよく、キャップを医療用コネクタに連結する行為は、パッドから消毒剤の
少なくとも一部分を押し進め、雄突起部と接触させることができる。種々の実施形態の他
の特徴またはさらなる特徴も以下で開示され、この概要の項で参照することにより本明細
書に組み込まれる、添付の請求項で記載されている。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】図１は、取り付けられた一対の医療用キャップを含むアセンブリの実施形態の側
面図である。図１Ａは、図１のキャップの端面斜視図である。図１Ｂは、図１Ａに示され
たものとは反対の見晴らしの利く点から示された、図１のキャップの端面斜視図である。
【図２】図２は、図１の医療用キャップの分解側面図である。
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【図３】図３は、雌ネジを示す、図１のアセンブリからの雌医療用キャップの斜視図であ
る。
【図４】図４は、図３の雌キャップ、およびそれと接続されようとしている関連医療用コ
ネクタの斜視図である。
【図５】図５は、図１のアセンブリからの雄キャップ、および雄キャップが付加されても
よいルアーロックコネクタの斜視図である。
【図６】図６は、図１のキャップと同様であるが、キャップの接続縁における密封機構の
実施形態を有する、取り付けられた一対の医療用キャップの側面図である。
【図７】図７は、図６のキャップアセンブリの分解側面図である。
【図７Ａ】図７Ａは、その上に配置された密封機構を伴う図７のキャップのうちの１つの
斜視図である。
【図７Ｂ】図７Ｂは、その上に配置された密封機構を伴う図７の他方のキャップの斜視図
である。
【図８】図８Ａは、キャップアセンブリの接続縁の周囲に部分的に配置された密封の実施
形態を伴う図６の相互接続されたキャップアセンブリの側面図である。図８Ｂは、完全に
適所にある密封を伴う図８Ａの相互接続されたキャップアセンブリの側面図である。
【図９】図９Ａは、図３のキャップ部分およびキャップ部分より上側に載置された吸収性
パッドの側面図である。図９Ｂは、キャップ部分内に配置された吸収性パッドを概略的に
示す、図９Ａのキャップ部分およびパッドの側面図である。図９Ｃは、キャップおよびパ
ッドの中へ分注されている、ある量の消毒剤を伴う、図９Ｂのキャップ部分およびパッド
の側面図である。図９Ｄは、関連補完キャップに付加された図９Ｂおよび９Ｃのパッドを
含有する、キャップ部分の斜視図である。図９Ｅは、図５のキャップ部分およびその中に
配置された吸収性パッドの側面図である。
【図１０】図１０は、ねじ山付き界面を介して相互に取り付けられる、一対のキャップを
含むアセンブリの別の実施形態の断面斜視図である。
【図１１】図１１は、相互から着脱されたキャップを示す、図１０のアセンブリの分解斜
視図である。
【図１２】図１２は、スナッピング界面を介して相互に取り付けられる、一対のキャップ
を含むアセンブリの別の実施形態の断面斜視図である。
【図１３】図１３は、摩擦嵌合界面を介して相互に取り付けられる、一対のキャップを含
むアセンブリの別の実施形態の断面斜視図である。
【図１４】図１４は、圧入界面を介して相互に取り付けられる、一対のキャップを含むア
センブリの別の実施形態の断面斜視図である。
【図１５】図１５は、相互から着脱されたキャップを示す、図１４のアセンブリの分解斜
視図である。
【図１６】図１６は、溶接界面を介して相互に取り付けられる、一対のキャップを含むア
センブリの別の実施形態の断面斜視図である。
【図１７】図１７は、相互から着脱されたキャップを示す、図１６のアセンブリの分解斜
視図である。
【図１８】図１８は、少なくとも部分的にスナッピング界面を介して相互に取り付けられ
る、一対のキャップを含むアセンブリの別の実施形態の断面斜視図である。
【図１９】図１９は、相互から着脱されたキャップを示す、図１８のアセンブリの分解斜
視図である。
【図２０】図２０は、図１８のキャップのうちの１つの異なる角度からの斜視図である。
【図２１】図２１は、図１８のキャップのうちのもう１つの異なる角度からの斜視図であ
る。
【図２２】図２２は、スナッピング界面を介して相互に取り付けられる、一対のキャップ
を含むアセンブリの別の実施形態の断面斜視図である。
【図２３】図２３は、一対のキャップおよびスリーブを含む、アセンブリの別の実施形態
の断面図であり、キャップは、スリーブに取り付けられて示されている。
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【図２４】図２４は、図２３のアセンブリの断面図であり、キャップは、スリーブから着
脱されて示されている。
【図２５】図２５は、相互に一体的に接続された２つのキャップ部分を含む、アセンブリ
の別の実施形態の斜視図である。
【図２６】図２６は、図２５のアセンブリの分解斜視図である。
【図２７】図２７は、カバーがアセンブリから除去されている、図２５のアセンブリの一
方のキャップ部分に焦点を当てた斜視図である。
【図２８】図２８は、カバーがアセンブリから除去されている、図２５のアセンブリの他
方のキャップ部分に焦点を当てた斜視図である。
【図２９】図２９は、図の線２９－２９に沿って得られた図２８のアセンブリの断面図で
ある。
【図３０】図３０は、アセンブリのキャップ部分を、雄突起部を有する医療用コネクタと
連結する初期段階を示す、図２５のアセンブリの断面図である。
【図３１】図３１は、アセンブリのキャップ部分を、雄突起部を有する医療用コネクタと
連結する後期段階を示す、図２５のアセンブリの断面図である。
【図３２】図３２は、アセンブリの他方のキャップ部分を無針注射部位の第１の実施形態
と連結する後期段階を示す、図２５のアセンブリの断面図である。
【図３３】図３３は、アセンブリの他方のキャップ部分を無針注射部位の第２の実施形態
と連結する後期段階を示す、図２５のアセンブリの断面図である。
【図３４】図３４は、アセンブリの他方のキャップ部分を無針注射部位の第３の実施形態
と連結する後期段階を示す、図２５のアセンブリの断面図である。
【図３５】図３５は、カバーがアセンブリから除去されている、相互に一体的に連結され
た２つのキャップ部分を含むアセンブリの別の実施形態の断面図である。
【図３６】図３６は、相互に一体的に連結された２つのキャップ部分を含むアセンブリの
別の実施形態の分解斜視図である。
【図３７】図３７は、図２９に示された図と同様の図３６のアセンブリの断面図である。
【図３８】図３８は、アセンブリのキャップ部分を、雄突起部を有する医療用コネクタと
連結する初期段階を示す、図３６のアセンブリの断面図である。
【図３９】図３９は、アセンブリのキャップ部分を、雄突起部を有する医療用コネクタと
連結する後期段階を示す、図３６のアセンブリの断面図である。
【図４０】図４０は、雄突起部を有する医療用コネクタと連結するために構成されるキャ
ップの別の実施形態の分解斜視図である。
【図４１】図４１は、雄突起部が前記キャップの密封部材にまだ接触していない、キャッ
プを、雄突起部を有する医療用コネクタと連結する初期段階を示す、図４０の組み立てら
れたキャップの断面図である。
【図４２】図４２は、雄突起部がキャップの密封部材との流体密密封を形成する、キャッ
プを医療用コネクタと連結する後期段階を示す、図４１のもの等の断面図である。
【図４３】図４３は、密封部材を通して、そこから消毒剤を放出するために、パッドが圧
縮され、雄突起部が、医療用コネクタの側壁との流体密密封をまだ形成していない、キャ
ップを医療用コネクタと連結するさらなる後期段階を示す、図４１のもの等の断面図であ
る。
【図４４】図４４は、密封部材を通して、そこから付加的な消毒剤を放出するために、パ
ッドがさらに圧縮され、雄突起部が、医療用コネクタの側壁との流体密密封をまだ形成し
ていない、キャップを医療用コネクタと連結するさらなる後期段階を示す、図４１のもの
等の断面図である。
【図４５】図４５は、密封部材を通して、そこから付加的な消毒剤を放出するために、パ
ッドがなおもさらに圧縮され、雄突起部が、医療用コネクタの側壁との流体密密封をまだ
形成していない、キャップを医療用コネクタと連結するさらなる後期段階を示す、図４１
のもの等の断面図である。
【図４６】図４６は、雄突起部を有する医療用コネクタと連結されたキャップの別の実施
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形態を示す、図４１のもの等の断面図である。
【図４７】図４７は、雄突起部を有する医療用コネクタと連結するために構成されるキャ
ップの別の実施形態の断面図である。
【図４８】図４８は、雄突起部を有する医療用コネクタと連結するために構成されるキャ
ップのさらに別の実施形態の断面図である。
【図４９】図４９は、雄突起部を有する医療用コネクタと連結された図４８のキャップの
断面図である。
【図５０】図５０は、スリーブを介して使用前構成で接続することができる、雌キャップ
および雄キャップを含む、アセンブリの別の実施形態の分解斜視図である。
【図５１】図５１は、図の線５１－５１に沿って得られた図５０の雌キャップの断面図で
ある。
【図５２】図５２は、図の線５２－５２に沿って得られた図４９の雄キャップの断面図で
ある。
【図５３】図５３は、図の線５３－５３に沿って得られた図４９のスリーブの断面図であ
る。
【図５４】図５４は、使用前構成で示された図５０のアセンブリの立面図である。
【図５５】図５５は、スリーブを介して使用前構成で接続することができ、分離支援を含
む、雌キャップおよび雄キャップを含む、アセンブリの別の実施形態の分解斜視図である
。
【図５６】図５６は、密封阻止物質を含むキャップの実施形態の立面図である。
【図５７】図５７は、その異なる面を示す、図５６のキャップの別の立面図である。
【図５８】図５８は、取外し可能なカバーと連結される図５６のキャップの立面図である
。
【図５９】図５９は、スリーブを介して使用前構成で接続することができる、雌キャップ
および雄キャップを含む、アセンブリの別の実施形態の斜視図である。
【図６０】図６０は、図５９のアセンブリの分解斜視図である。
【図６１】図６１は、図５９のアセンブリと適合するスリーブの実施形態の斜視図である
。
【図６２】図６２Ａは、図５９のアセンブリと適合する雌キャップの筐体部分の実施形態
の平面図である。図６２Ｂは、図６２Ａの雌キャップの筐体部分の立面図である。図６２
Ｃは、図６２Ａの雌キャップの筐体部分の正面図である。
【図６３】図６３Ａは、図５９のアセンブリと適合する雄キャップの筐体部分の実施形態
の平面図である。図６３Ｂは、図６３Ａの雄キャップの筐体部分の側面図である。図６３
Ｃは、図６３Ａの雄キャップの筐体部分の正面図である。
【図６４】図６４は、図の線６４－６４に沿って得られた図５９のアセンブリの断面図で
ある。
【図６５】図６５Ａは、図５９のアセンブリの平面図である。図６５Ｂは、アセンブリか
らの雄キャップの開放を支援するよう回転させられている、その雄キャップ部分を示す、
図５９のアセンブリの平面図である。
【図６６Ａ】図６６Ａ～６６Ｄは、医療用コネクタを図６５Ｂの雄キャップと連結するた
めの例示的方法の種々の段階を描写する。
【図６６Ｂ】図６６Ａ～６６Ｄは、医療用コネクタを図６５Ｂの雄キャップと連結するた
めの例示的方法の種々の段階を描写する。
【図６６Ｃ】図６６Ａ～６６Ｄは、医療用コネクタを図６５Ｂの雄キャップと連結するた
めの例示的方法の種々の段階を描写する。
【図６６Ｄ】図６６Ａ～６６Ｄは、医療用コネクタを図６５Ｂの雄キャップと連結するた
めの例示的方法の種々の段階を描写する。
【図６７】図６７は、無針注射部位の実施形態と連結する、図６４の雌キャップの断面図
である。
【図６８】図６８は、無針注射部位の別の実施形態と連結された図６４の雌キャップの断
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面図である。
【図６９】図６９は、無針注射部位の別の実施形態と連結された図６４の雌キャップの断
面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　医療用コネクタを保護および／または消毒するために使用することができるキャップを
本明細書において開示する。そのようなキャップに関係するシステムおよび方法も開示す
る。本明細書で開示されるキャップが使用され得る医療用コネクタの実施例は、静脈ライ
ン等の流体経路と関連付けられる血管内コネクタである。一般的に、流体経路は、患者に
薬剤を断続的に投与するために使用される。例えば、患者の血流と流体とを連通する流体
経路は、それらと関連付けられる１つ以上のコネクタを有してもよい。流体経路コネクタ
のそれぞれは、中心ラインと関連付けられるコネクタ等の他のコネクタに接続することが
できる。そのような状況で、ルアーロックコネクタ等の医療用コネクタは、種々のときに
接続および断絶され、数分または数時間にわたって断絶されたままであってもよい。医療
用コネクタキャップは、コネクタが相互から分離されている間に、種々の医療用コネクタ
を覆い、保護するために使用される。医療用コネクタが相互から分離されているとき、キ
ャップによって覆われていることによってそれぞれ利益を得ることができる、２つのコネ
クタがある。したがって、場合によっては、分離された接続の両端の保護を提供するため
に使用することができる単一のコネクタセットを有することが有利となり得る。他の実施
形態またはさらなる実施形態において、キャップは、医療用コネクタを消毒するための消
毒剤を含むことができる。場合によっては、キャップが医療用コネクタとの密封を形成し
、それにより、消毒剤が流体経路の中へとキャップから退出することを防止することが有
利となり得る。
【０００８】
　図１－１Ｂには、しっかりと、しかし解放可能に共通の界面１０６を横断して一方が他
方に付加される一対の分離可能なキャップ１０２および１０４のシステム、ユニット、ま
たはアセンブリ１００が示されている。アセンブリ１００が使用前または最初に包装され
た状態にあるとき、その内部部品および表面は滅菌状態となり得て、これらは、キャップ
１０２、１０４を連結することができるコネクタの汚染を低減、防止、または排除するこ
とができる。
【０００９】
　以下でさらに論議されるように、種々の実施形態において、キャップ１０２および１０
４は、図１－１Ｂに示されるもの等の連結状態で流通されることができ、ユーザ（例えば
、医療専門家）によって分断され、後に、別個の医療用コネクタと連結されてもよい。キ
ャップ１０２および１０４は、そのような分断動作および／またはそれぞれのコネクタと
のキャップ１０２、１０４の連結に役立つ特徴を含むことができる。例えば、図示した実
施形態において、各キャップ１０２、１０４は、把持特徴１０３を含む。
【００１０】
　把持特徴１０３は、キャップ１０２、１０４の界面１０６付近の比較的広い幅から、キ
ャップ１０２、１０４の外端またはその付近のより狭い幅までテーパ状になる、長手方向
に延在するランドまたは隆起１０５を備えることができる。把持特徴１０３はさらに、隣
接する隆起１０５の間に、長手方向に延在するくぼみまたは溝１０７を含むことができる
。例えば、図１－８Ｂから分かるように、溝１０７は、隆起１０５を備えるキャップ１０
２の外面から半径方向内向きに延在することができ、溝１０７はまた、界面１０６付近の
位置で開始することができ、キャップ１０２の外端に向かって、より広くかつ深くなるこ
とができる。把持特徴１０３はさらに、隣接する隆起１０５の間に、長手方向に延在する
段差または突起部１０８を含むことができる。図１－８Ｂから分かるように、突起部１０
８は、隆起１０５を備えるキャップ１０４の外面から半径方向内向きに延在することがで
き、突起部１０８はまた、界面１０６の付近の位置で開始することができ、キャップ１０
４の外端に向かって、より広くかつ高くなることができる。隆起１０５および溝１０７ま
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たは突起部１０８によって提供される不均一な表面は、相互からキャップ１０２、１０４
を分断すること、および／またはキャップ１０２、１０４を分離されたコネクタに固定す
ることに役立つことができる、キャップ１０２、１０４の回転移動（例えば、相互に対す
る回転移動）を促進することができる。例えば、不均一な表面は、医療施術者の指先によ
って容易に把持されてもよい。
【００１１】
　例えば、図１Ａおよび１Ｂにおいて見ることができるように、隆起１０５、溝１０７、
および／または突起部１０８のパターンは、キャップ１０２、１０４に対して異なり得る
。図示した実施形態において、キャップ１０２が隆起１０５および溝１０７のみを含む一
方で、キャップ１０４は隆起１０５および突起部１０８のみを含む。そのような違いは、
キャップ１０２、１０４を相互に区別することに役立つことができる。キャップ１０２、
１０４を相互に区別するための他の特徴および方法は、以下でさらに論議される。
【００１２】
　キャップ１０２および１０４は、図２において、相互から分離されて、または分断状態
で示されており、キャップ１０４は、挿入可能または雄セクション１０９を有するものと
して示されている。セクション１０９は、外部に配置されたネジ山付きセグメント１１２
で終端する細長い部分１１０を有する。ネジ山付きセグメント１１２は、キャップ１０２
の中へ螺合することによって挿入および接合されるようにサイズ決定および成形されるネ
ジ山１１４を備える。
【００１３】
　図３に示されるようなキャップ１０２は、ネジ山１２２を含む内部に配置されたネジ山
付きセグメント１２０を露出するように、近位端１１８で外向きに開く、消毒空洞または
チャンバとも呼ばれ得る閉じた中空内部１１６を有する。ネジ山１２２は、キャップ１０
４とのネジまたは押込緊密嵌合のために、キャップ１０４のネジ山１１４に補完的に係合
するサイズおよびピッチである。
【００１４】
　図４に図示されるように、キャップ１０２は、内面１２４、開放縁１２６、および外面
１２８を有し、開放縁１２６は、内面１２４と外面１２８との間にある共通のリンクであ
る。さらに、ネジ山１２２はまた、例えば、雌ルアーコネクタ１３２等の雌コネクタの螺
合可能セクション１３０に係合するサイズおよびピッチも有する。そのようなコネクタは
、概して、および一般的に、医療用途においてカテーテルおよび他の流体密保護コネクタ
として使用されている。図４に見られるように、キャップ１０２は、螺合可能セクション
１３０が係合し、キャップ１０２のネジ山１２２との確実であるが解放可能な接続に引き
込まれるとすぐに、コネクタ１３２（矢印１３４の方向に変位させられている）の周囲に
包まれたときのコネクタ１３２のための保護カバーを提供する。
【００１５】
　一部の実施形態において、コネクタ１３２は、無針注射ポート、ハブ、弁、またはデバ
イス、あるいは無針アクセス部位、ポート、ハブ、弁、またはデバイスと呼ばれることが
あってもよく、例えば、Ｃｌａｖｅ（登録商標）（ＩＣＵ　Ｍｅｄｉｃａｌ，Ｉｎｃ．か
ら入手可能）、ＳｍａｒｔＳｉｔｅ（登録商標）（Ｃａｒｄｉｎａｌ　Ｈｅａｌｔｈ，Ｉ
ｎｃ．から入手可能）、およびＱ－ＳｙｔｅＴＭ（Ｂｅｃｔｏｎ，Ｄｉｃｋｉｎｓｏｎ　
ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能）等のブランドを含むことができる、無針注射部位
を備える。言い換えれば、一部の実施形態において、キャップ１０２は、以前に記載され
たもの等の種々の異なる無針注射部位のうちのいずれかと好適に接続することができる。
ある実施形態において、いったんキャップ１０２がコネクタ１３２に適用されるか、また
はコネクタ１３２と連結されると、コネクタ１３２がキャップ１０２と連結されている間
に非汚染状態で保たれるので、別のコネクタとコネクタ１３２との各再接続の前に、コネ
クタ１３２を消毒する（例えば、アルコール消毒綿で処置する）必要はない。したがって
、キャップ１０２の使用は、標準のスワビングプロトコルに取って代わることができる。
【００１６】



(21) JP 5718349 B2 2015.5.13

10

20

30

40

50

　図５に見られるように、キャップ１０４のネジ山１１４は、雄ルアーロックコネクタ１
３６のネジ山１３８に係合するサイズおよびピッチである。例えば、コネクタ１３６は、
静脈内カテーテル無針注射部位から断絶される静脈内管セットの端部を備えることができ
る。キャップ１０４は、キャップ１０４がコネクタ１３６に係合するように矢印１４４の
方向に変位させられるとコネクタ１３６の雄突起部１４１が簡便にしっかりと挿入される
、消毒チャンバとも呼ばれ得る内側に配置された細長い穴１４０を有することに留意され
たい。雄突起部１４１は、任意の好適な種類であってもよい。「雄突起部」という用語は
、本明細書において広く使用され、任意の細長い構造を含む。図示した実施形態において
、雄突起部１４１は、切頭円錐形ルアー１４２を備える。
【００１７】
　キャップ１０４はまた、円形縁１４８まで続く表面１４６も有する。さらに、円形縁１
４８から遠位に変位させられると、表面１４６は、そこから外面１５２に接合される円形
のリング状縁１５０で突然終端する。キャップ１０２がアセンブリ１００を構築するため
にキャップ１０４に付加されると、開放縁１２６（図４を参照）およびリング状縁１５０
は、界面１０６（図１を参照）を形成するように組み合わさることに留意されてもよい。
また、ある実施形態において、コネクタ１３２またはコネクタ１３６等のコネクタの内面
に接触するアセンブリ１００の表面は、その内面を汚染しないように十分滅菌状態または
無菌状態であることに留意されたい。
【００１８】
　キャップ１０２および１０４の内部部分および関連縁を事前に滅菌し、そして使用する
までに維持することができる。キャップ１０２および１０４は、使用するために開かれる
前にキャップ１０２がキャップ１０４と入れ子になっている間に、ポリプロピレン、また
は滅菌することができ、汚染物質を通さない他の材料を使用して、射出成形されてもよい
。キャップ１０２および１０４は、抗菌物質によって含浸または被覆することができる。
実施例として、各キャップ１０２およびキャップ１０４は、最終組立前にエチレンオキシ
ド（ＥＴＯ）によって個別に滅菌され、無菌状態で対にされてもよく、またはアセンブリ
１００は、単一のユニットとして最終的に合併され、次いで、放射線（例えば、ガンマ）
等によって滅菌されてもよい。アセンブリ１００は、使用時まで原型を保つことができ、
入れ子部品１０２および１０４の内面は、アセンブリ１００が使用するために開かれるま
で、清浄かつ滅菌状態のままである。
【００１９】
　ここで、キャップ１０２および１０４の内面汚染に対してさらに別の障壁を提供するた
めに、Ｏリング等のシールが表面１２６および１５０の間に配置される、図６から７Ｂを
参照する。図６に見られるように、Ｏリング１５４は、それにより密封を提供するように
表面１２６と１５０との間に配置される。Ｏリング１５４は、図７に図示されるように、
キャップ１０２および１０４から変位させられることができるが、Ｏリング１５４は、キ
ャップ１０２および１０４のうちの１つに付加されたままとなるように適合できることが
予想される。例えば、図７Ａに図示されるように、Ｏリング１５４は、図７に見られるよ
うに、キャップ１０４がキャップ１０２から変位させられたときに分離されるよりもむし
ろ、キャップ１０２と１０４とが相互から断絶されたときにキャップ１０４上の表面１５
０に隣接して載置されたままとなることができる。
【００２０】
　代替として、図７Ｂに示されるように、Ｏリング１５４は、キャップ１０２と関連付け
られることができる。具体的には、キャップ１０２の開放縁１２６は、その中にＯリング
１５４を受容するための環状溝１５６を有することができる。環状溝１５６は、キャップ
１０２がそれに連結されると、Ｏリング１５４がキャップ１０４または医療用コネクタに
密封係合するように、サイズ決定および成形することができる。環状溝１５６は、図７Ｂ
に図示されるように、キャップ１０２の外部に向かう開放縁１２６の中に配置されること
ができるか、または、環状溝１２６は、キャップ１０２の内部に向かう開放縁１２６の中
に配置することができることが理解されるであろう。いくつかの例示的実施形態において
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、キャップ１０２の開放縁１２６は、その中に環状溝１２６がない。そのような実施形態
においては、Ｏリング１５４は、開放縁１２６に直接載置することができる。Ｏリング１
５４は、糊等の接着剤、機械的締結具、または摩擦固定具等の使用を含む、任意の好適な
方式で、キャップ１０２または１０４の上に、あるいはそれに載置することができる。
【００２１】
　キャップ１０２と１０４との間のシールは、キャップ１０２または１０４のうちの１つ
の上に載置されたＯリングとして説明されているが、他のシールが企図されることが理解
されるであろう。例えば、キャップ１０２および１０４のそれぞれは、その上に載置され
たＯリングを有することができる。そのような構成において、２つのＯリングは、キャッ
プ１０２および１０４が一緒に連結されるときに相互に隣接し、それにより、キャップ１
０２および１０４の内面および外面を無菌状態で区切るシールを形成する。代替的実施形
態において、Ｏリングまたは他の密封機構を表面１０９ａおよび１０９ｂの上に載置する
ことができる。代替として、キャップ１０２および１０４の一方または両方は、キャップ
１０２および１０４が相互に連結されるか、または別々に、医療用コネクタに連結される
ときに密封機能を提供する、リップ、段差、または溝を伴って形成することができる。１
つの例示的実施形態において、キャップ１０２および１０４のうちの１つは、その界面接
触面の周囲に延在する隆起を有し、他方のキャップは、密封を生成するためにその中に隆
起が受容される、その界面接触面の中に対応する溝を有する。さらに別の例示的実施形態
において、キャップ１０２および１０４の一方または両方は、任意の既知で好適なオーバ
ーモールドまたはコーモールドプロセスを用いてオーバーモールドまたはコーモールドさ
れることができる。例えば、キャップ１０２および１０４の一方または両方、ならびに関
連表面１２６および１５０をオーバーモールドまたはコーモールドすることができる。し
たがって、キャップ１０２および１０４は、ポリマーで形成することができ、表面１２６
および１５０は、残りのキャップ１０２または１０４にコーモールドまたはオーバーモー
ルドされるより軟質のポリマーによって形成されることができる。したがって、より軟質
のポリマーによって形成される表面１２６および１５０は、キャップ１０２および１０４
が一緒に連結されるか、または分離された医療用コネクタに連結されるときに、不透性密
封を生成するように十分に圧縮または変形させることができる。さらなる実施形態に関し
て以下で論議されるもの等の、他の好適な密封または密封機構も可能である。
【００２２】
　本明細書の他の場所で記述されるように、キャップ１０２および１０４が一緒に連結さ
れたときに、キャップ１０２および１０４内に配置された消毒剤の蒸発または損失を制限
または防止するために、密封機構を使用することができる。加えて、本明細書で説明され
るような密封機構はまた、キャップ１０２および１０４が分離された医療用コネクタに連
結されたときに、キャップ１０２および１０４内に配置された消毒剤の蒸発または損失を
制限または防止することもできる。さらに、密封機構は、相互に連結されたときにキャッ
プ１０２および１０４内への、またはキャップ１０２および１０４が分離された医療用コ
ネクタに別個に連結されたときに、キャップ１０２および１０４内への微生物の進入を制
限または防止することができる。また、密封機構は、キャップ１０２および１０４が所定
の時間量にわたって相互に連結、または分離された医療用コネクタに連結されたときに、
キャップ１０２および１０４内に消毒剤を維持するように構成することができる。したが
って、密封は、キャップ１０２および１０４が一緒に連結されたとき、またはキャップ１
０２および１０４が分離された医療用コネクタに連結されたときに、キャップ１０２およ
び１０４内に配置された消毒剤の蒸発を部分的または完全に防止しながらも、微生物の進
入を制限または防止するように適合され得る。同様に、密封は、キャップ１０２および１
０４内に配置された消毒剤の蒸発を防止することなく、微生物の進入を制限または防止す
るように適合されてもよい。さらに他の実施形態において、一緒に連結されたときにキャ
ップ１０２と１０４との間に、または分離された医療用コネクタに連結されたときにキャ
ップ１０２と１０４との間に、密封が提供されない。
【００２３】
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　図８Ａに見られるテープ１５８等の密封テープ、または平面あるいはフォイルシールに
よって、内面汚染に対する密封におけるさらなる安全性が提供されてもよい。テープ１５
８は、表面１２６および１５０の露出縁を完全に覆うように配置される。テープ１５８は
、例えば、金属化表面マイラー等の不浸透性柔軟材料であってもよい。図８Ｂに見られる
ように、テープ１５８は、確実な密封を提供するように表面１２６および１５０に巻き付
けられる。キャップ１０２および１０４の分離を容易にし、密封が破られたという可視的
な表示を提供するために、キャップ１０２がキャップ１０４から分離されたときに、テー
プ１５８が脆く分かれることが好ましい。したがって、テープ１５８は、使用前には、微
生物の進入を防止する密封と、キャップ１０２と１０４との間の確実な接続を維持するた
めの機構との両方を提供する。しかしながら、使用前にキャップ１０２と１０４との間の
確実な接続を維持するために、任意の好適な密封機構を使用できることが理解されるであ
ろう。例えば、しっかりと選択的にキャップ１０２と１０４とを一緒に連結し、密封を破
るためには慎重な動作を必要とし、密封が破られたかどうかという視覚的表示を提供する
任意の密封機構を使用することができる。限定ではなく一例として、好適な密封機構は、
ヒートステーク、摩擦密封、鉤付き密封、歯止め密封、および同等物を含んでもよい。
【００２４】
　断絶された医療用コネクタを冠着するときに、単にコネクタを覆う以上のことをするこ
とが望ましくなり得る。例えば、矢印１６２によって示されるように、パッド１６０をキ
ャップ１０２の中へと変位させること等によって、図９Ａに見られるパッド１６０等の吸
着性パッドが、キャップ１０２内（例えば、消毒チャンバ１１６内）に含まれ得る。パッ
ド１６０は、図９Ｂにおいてキャップ１０２の中に配置された状態で見えている。消毒剤
１６４も、図９Ｃに図示されるように、キャップ１０２内に配置することができる。消毒
剤１６４は、液体または固体の形態であり得る。例えば、アルコールまたは別の安定した
液体消毒剤が、所定の濃度レベルまでパッド１６０の中に受容されるか、パッド１６０を
湿潤させるか、浸すか、または飽和させるように、容器１６６から添加されてもよい。い
ったんアセンブリ１００が完全に組み立てられると、パッド１６０は、本明細書において
説明されるように、アセンブリ１００に提供される外部密封によって、所定の濃度レベル
で実質的にとどまることに留意されたい。代替として、または加えて、パッド１６０は、
例えば、グルコン酸クロルヘキシジン等の乾燥消毒剤を受容するか、またはそれが含浸さ
れてもよい。
【００２５】
　さらに、図９Ｄに示されるように、いったんキャップ１０４がキャップ１０２にしっか
りと付加されると、パッド１６０は、少なくとも円形縁１４８に接触するように配置され
ることに留意されたい（図５も参照）。（図９Ｄにおいて、アセンブリ１００の内部にあ
るキャップ１０４の部品は、隠線または破線で見られる。）そのような接触は、接触が関
連コネクタと行われる前に表面と接触することが好まれる拭き取り動作を提供する。また
、清掃および／または消毒目的で、キャップ１０４の関連内面上の残留消毒剤が、関連コ
ネクタの関連部品に移送され得ることにも留意されたい。
【００２６】
　パッド１６０は、キャップ１０４がキャップ１０２に連結されると、図９Ｄに図示され
るように、細長い部分１１０がキャップ１０２内のパッド１６０を圧縮することができる
ように、変形可能な弾力性材料で形成することができる。さらに、パッド１６０は、キャ
ップ１０４がキャップ１０２から除去されたときに、その元の形状に拡張することができ
る。同様に、パッド１６０は、キャップ１０２が医療用コネクタ１３２等の医療用コネク
タに連結されたときに、キャップ１０２内で圧縮することができる。より具体的には、医
療用コネクタへのキャップ１０２の接続中に、キャップ１０２およびパッド１６０は、医
療用コネクタの開放縁に対して回転し、それにより、医療用コネクタをキャップ１０２の
中へ引き込む。キャップ１０２の回転は、パッド１６０に、医療用コネクタの開放縁を拭
き取らせるか、または磨きあげさせる。したがって、キャップ１０２内に配置されたパッ
ド１６０および任意の消毒剤は、医療用コネクタの開放縁を浄化および消毒することがで
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きる。パッド１６０はまた、パッド１６０が医療用コネクタの開放縁および／またはネジ
山の周囲に延在するように、医療用コネクタがキャップ１０２に連結されるとパッド１６
０が変形されるように形成することもできる。例えば、パッド１６０は、キャップ１０２
が医療用コネクタ１３２の上にねじられると、パッド１６０が医療用コネクタ１３２のネ
ジ山１３０および／または開放縁の周囲で変形し、それにより、医療用コネクタ１３２の
ネジ山１３０および／または開放縁を磨きあげるように形成することができる。
【００２７】
　パッド１６０はまた、液体消毒剤がキャップ１０２内に配置されたときに付加的な機能
性を提供することもできる。具体的には、パッド１６０は、キャップ１０４内の液体消毒
剤を吸収または放出するスポンジの役割を果たす。より具体的には、パッド１６０がキャ
ップ１０４の細長い部分１１０（図９Ｄ、図１４のパッド１６０を圧縮する細長い部分２
６８も参照）またはキャップ１０２に連結された医療用コネクタの開放縁によって圧縮さ
れると、パッド１６０は、消毒剤を医療用コネクタの細長い部分１１０または開放縁に移
送することができるように、消毒剤の少なくとも一部分を放出する。逆に、キャップ１０
２または医療用コネクタがキャップ１０２から断絶されると、パッド１６０は、拡張し、
消毒剤がキャップ１０２から滴り出ないように、または溢れ出ないように過剰な消毒剤を
吸収する。
【００２８】
　キャップ１０２内に配置されたパッド１６０および消毒剤１６４と同様に、キャップ１
０４も、その中にパッドおよび／または消毒剤が配置されてもよい。例えば、図９Ｅに図
示されるように、パッド１７０は、キャップ１０４の細長い穴１４０の内側に配置されて
もよい。消毒剤はまた、キャップ１０２の中の消毒剤１６４と同様に、キャップ１０４内
に配置されることもできる。消毒剤は、液体または固体の形態であり得る。例えば、アル
コールまたは別の安定した液体消毒剤が、所定のレベルまでパッド１７０を飽和させるよ
うに容器から添加されてもよい。代替として、または加えて、パッド１７０は、グルコン
酸クロルヘキシジン等の乾燥消毒剤で含浸されてもよい。いったんアセンブリ１００が完
全に組み立てられると、キャップ１０４内に配置された消毒剤で飽和したパッド１７０は
、上記で説明されたように、アセンブリ１００のための外部密封によって、所定の飽和レ
ベルで実質的にとどまることに留意されたい。いったんキャップ１０２と１０４とが相互
から断絶され、別個の医療用コネクタに接続されると、キャップ１０４内に配置されたパ
ッド１７０は、清掃および／または消毒目的で、関連コネクタの関連部品を磨きあげ得る
。しかしながら、一部の実施形態において、パッド１７０は、キャップ１０４に連結され
た医療用コネクタに接触しなくてもよいことが理解されるであろう。加えて、キャップ１
０４内に配置された消毒剤は、清掃および／または消毒目的で、関連医療用コネクタの関
連部品に移送されてもよい。
【００２９】
　キャップ１０２、１０４等のキャップの付加的な実施形態が、参照することにより本明
細書に組み込まれる２００８年７月１１日に出願され、２００９年３月５日に米国特許出
願公開第２００９／００６２７６６号として公開された「ＳＴＥＲＩＬＩＴＹ－ＰＲＯＴ
ＥＣＴＩＮＧ　ＣＡＰＳ　ＷＩＴＨ　ＦＬＵＩＤ　ＲＥＳＥＲＶＯＩＲ　ＦＯＲ　ＳＥＰ
ＡＲＡＴＥＤ　ＣＯＮＮＥＣＴＯＲＳ」と題された米国特許出願第１２／１７１，９９７
号の図１０－２９および関連明細書とで提供されている。公報で示されるように、キャッ
プ１０２と同様の雌型キャップに関して説明される、公報の図１６－２９の例示的実施形
態の任意の好適な特徴が、キャップ１０４と同様の雄型キャップに適用されるか、または
組み込まれてもよい。同様に、公報の図１６－２９を参照して説明される雌型キャップは
、キャップ１０２、１０４が相互に入れ子になるキャップ１０２および１０４を参照して
説明されるものと同様に、雄型キャップに連結することができる。他の実施形態において
、雄のタイプであろうと雌のタイプであろうと、公報の図１－２９に関して説明されるキ
ャップの任意の好適な特徴を補完キャップと入れ子になるか、または別様に関連付けられ
ることなく、形成および／または採用することができる。
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【００３０】
　以降において、上記で説明されたキャップ１０２、１０４および公報において説明され
る他のキャップのものとは、ある点で異なる連結配設および／または他の特徴を有するこ
とができるキャップの付加的な実施形態を論議する。そのようなキャップの任意の好適な
特徴は、以降で説明されるキャップに組み込むことができ、逆もまた同様である。
【００３１】
　図１０および１１は、第１の保護医療用コネクタ、遮蔽体、またはキャップ１００２、
第２の保護医療用コネクタ、遮蔽体、またはキャップ１００４を含む、システムまたはア
センブリ１０００を示している。図１０に示されるように、キャップ１００２、１００４
は、アセンブリ１０００が出荷または使用前状態であるときに相互に接続される。図１１
に示されるように、キャップ１００２、１００４は、それぞれが対応または補完医療用コ
ネクタと連結されてもよいように、相互から分離することができる。例えば、キャップ１
０２と同様に、キャップ１００２は、雌ルアーロックまたは無針注射部位等の雌コネクタ
と連結されるように構成することができる（例えば、図４参照）。したがって、キャップ
１００２は、雌キャップと呼ばれてもよい。キャップ１０４と同様に、キャップ１００４
は、雄ルアーロック等の雄コネクタと連結されるように構成することができる（例えば、
図５参照）。したがって、キャップ１００４は、雄キャップと呼ばれてもよい。
【００３２】
　図１０および１１を引き続き参照すると、キャップ１００２は、筐体１０１０を備える
ことができる。筐体１０１０は、細長くあり得て、円筒または任意の他の好適な形状を画
定してもよい。例えば、図示した実施形態において、筐体１０１０は、実質的に円筒形の
外面１０１４を画定する側壁１０１２を含む。外面は、示されるように平滑となり得て、
キャップ１００２が医療用コネクタと連結された場合に患者に接触すると、患者にとって
の快適性を増進することができる。他の実施形態において、外面は、キャップ１００２、
１００４の分離を可能にするために、キャップ１００４に対してキャップ１００２を回転
させること、および／または医療用コネクタに対してキャップ１００２を回転させること
に役立つことができる把持特徴を含むことができる。そのような把持特徴は、例えば、上
記で説明された隆起１０５、溝１０７、および突起部１０８と同様の隆起、溝、および／
または突起部、および／または比較的高い摩擦係数を有する弾力性あるいは他の被覆ある
いは層を含むことができる。側壁１０１２は、その一端において密封表面１０１６を画定
することができ、その反対端において末端縁１０１８を画定することができる。
【００３３】
　筐体１０１０はさらに、横断壁または隔壁１０２０を含むことができる。図示した実施
形態において、隔壁１０２０は、側壁１０１２の長手軸と実質的に垂直である面を画定す
る。側壁１０１２の第１の部分は、隔壁１０２０によって一端が閉鎖され、その反対側が
開いている（例えば、密封表面１０１６が消毒チャンバ１０２２の開放端を画定すること
ができる）消毒チャンバ１０２２を画定するように、隔壁１０２０の片側と協働すること
ができる。同様に、側壁１０１２の第２の部分は、同様に隔壁１０２０によって一端が閉
鎖され、その反対側が開いている（例えば、末端縁１０１８が連結チャンバ１０２４の開
放端を画定することができる）連結チャンバ１０２４を画定するように、隔壁１０２０の
反対側と協働することができる。
【００３４】
　側壁１０１２の内面は、消毒チャンバ１０２２の領域中の接続幾何学形状または接続界
面１０３０を含むことができる。接続界面１０３０は、上記で説明されたネジ山１２２と
同様の内向きに突出するネジ山１０３１を備えることができ、例えば、無針注射部位の外
向きに突出するネジ山等の医療用コネクタの接続界面に補完的に係合するように構成され
ることができる。したがって、ネジ山付き接続界面１０３０は、確実であるが選択的に取
外し可能な様式で、医療用コネクタへのキャップ１００２の選択的な連結を可能にするこ
とができる。接続界面１０３０の他の構成は、摩擦嵌合、スナップ嵌合、または他の好適
な界面接触配設等の確実であるが選択的に取外し可能な様式でキャップ１００２が医療用
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コネクタと連結されることを可能にしてもよい。
【００３５】
　消毒チャンバ１０２２は、その中にパッド１０３２を含むことができる。パッド１０３
２は、上記で説明されたパッド１６０、１７０に類似することができる。種々の実施形態
において、パッド１０３２は、変形可能となり得て、また、例えば、上記で説明された消
毒剤１６４等の消毒剤１０３３を保持するように構成することもできる。さらなる実施形
態において、パッド１０３２は、弾力的に変形可能であり得る。例えば、パッド１０３２
は、弾力性発泡体、任意の開放気泡発泡体、フェルト、または不織繊維マトリクス等の任
意の好適なスポンジ状材料を含むことができ、消毒チャンバ１０２２に導入される医療用
コネクタの一部分の外形に一致するように構成することができる（例えば、無針注射部位
の端部の不均一な表面、本明細書の図３２－３４および関連明細書も参照）。パッド１０
３２はまた、任意の独立気泡発泡体、ならびにシリコーンまたは同等物等の固体弾力性発
泡体を含むこともできる。
【００３６】
　パッド１０３２は、パッド１０３２が拡張状態であるときに消毒剤１０３３を保持する
ことができる一連の開口部または空間、あるいは開口部または空間網を有することができ
る。例えば、消毒剤１０３３は、パッド１０３２の少なくともわずかな部分の内部に受容
する、それを占有する、充填する（または部分的に充填する）、湿潤させる、浸す、また
は飽和させることができ、または言い換えれば、所与の濃度レベルまでパッド１０３２を
充填することができる。パッド１０３２の圧縮は、消毒剤１０３３をパッド１０３２から
退出させて、医療用コネクタに接触させることができる。圧縮力の除去時の発泡体の弾力
性拡張は、パッド１０３２が、パッド１０３２から以前に押し出されていた消毒剤１０３
３の少なくともいくらかを吸い上げるか、または吸収することを可能にすることができる
。一部の実施形態において、消毒剤１０３３は、５０～９０％に及ぶ種々の濃度でのアル
コール（例えば、イソプロピルアルコール）、５０～９５％に及ぶ種々の濃度でのエタノ
ール、およびあらゆる消毒剤とのあらゆるアルコールの組み合わせ等の任意の液体消毒剤
、あるいはクロルヘキシジン、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ヨードフォル、ま
たはそれらの任意の好適な組み合わせ等の乾燥材料を含むことができる。したがって、消
毒剤１０３３は、一連の液滴として図１０に概略的に示されているが、消毒剤１０３３は
、必ずしも液体とは限らず、示されているものよりも大きいかまたは小さい程度でパッド
１０３２を充填してもよい。図示した実施形態において、消毒チャンバ１０２２が密封状
態である（例えば、その使用前状態である）ときに、パッド１０３２は、長手方向に弛緩
、拡張、または非圧縮状態である。パッド１０３２は、アセンブリ１０００が使用前状態
であるときに、１つ以上の寸法が圧縮されていなくてもよいが、１つ以上の他の寸法が圧
縮されてもよいことに留意されたい。例えば、パッド１０３２は、アセンブリ１０００が
使用前状態であるときに、長手方向に拡張するか、または弛緩状態になることができるが
、側壁１０１２を介して半径方向内向きに圧縮されることができる。長手方向へのパッド
１０３２のそのような圧縮の不足は、キャップ１００２、１００４が使用前構成であると
きに、キャップ１００４がキャップ１００２を密封するようにキャップ１００２の接続界
面１０３０と相互作用せず、したがって、キャップ１００４のいずれの部分もパッド１０
３２と接触しないという事実に起因し得る。
【００３７】
　図示した実施形態において、パッド１０３２は、実質的に円筒形であり、ネジ山１０３
１の内径とほぼ同じサイズである外径を画定する。他の実施形態において、パッド１０３
２の外径は、消毒チャンバ１０２２内で半径方向に圧縮され、よりタイトに保たれるので
、ネジ山１０３１の内径よりも大きくなり得る。さらなる実施形態において、パッド１０
３２は、半径方向内向きに突出し、ネジ山１０３１に対して補完的であり、それにより、
パッド１０３２をチャンバ１０２２内に固定するネジ切りを含むことができる。
【００３８】
　消毒チャンバ１０２２は、消毒チャンバ１０２２の開放端に跨ることができるカバー１
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０３４を介して密封表面１０１６で密封することができる。カバー１０３４は、例えば、
接着剤を介する等の任意の好適な方式で、筐体１０１０に固定することができる。好まし
くは、カバー１０３４は、施術者によって容易に除去することができる。例えば、一部の
実施形態において、カバー１０３４は、タブ１０３５を含むことができ、施術者は、一方
の手で筐体１０１０を支え、他方の手で筐体１０１０からタブ１０３５を引き離すことに
よってカバー１０３４を容易に除去することができる。取外し可能なカバー１０３４は、
例えば、不浸透性の柔軟材料等の任意の好適な材料（例えば、フォイル、プラスチック、
金属化表面マイラー、および同等物）で形成することができる。カバー１０３４は、キャ
ップ１００２の使用前に消毒チャンバ１０２２の滅菌状態を維持することに役立つことが
でき、および／または消毒チャンバ１０２２からの消毒剤１０３３の蒸発損失を防止する
ことができる気密密封を提供することができる。
【００３９】
　キャップ１００２が医療用コネクタと連結されるとき、連結動作は、医療用コネクタの
一部分をパッド１０３２と接触させることができ、上記で説明されたように、パッド１０
３２が医療用コネクタを拭き取るか、または磨きあげることを可能にすることができる。
同様に、消毒剤１０３３は、連結段階中に医療用コネクタと接触するように強制されるこ
とができ、キャップ１００２が医療用コネクタと連結されている間、医療用コネクタと接
触した状態のままでいることができる。接続界面１０３０は、コネクタに対する取付け構
成でキャップ１００２を維持するように、医療用コネクタの接続界面と協働することがで
きる。また、接続界面１０３０は、消毒剤が消毒チャンバ１０２２から漏出することを防
止するために、補完ネジ切り等を介して医療用コネクタと連結することができる。
【００４０】
　パッド１０３２が、完全には弾力的ではないか、あるいは（例えば、長手方向への）圧
縮状態から弛緩または非圧縮状態まで遷移するために比較的長い弛緩時間を必要とする材
料で形成される場合等の一部の実施形態において、少なくとも１つの寸法での弛緩または
非圧縮状態における使用前保管が、パッド１０３２の清掃、洗浄、または消毒特性を維持
または増進することができる。例えば、キャップ１００２が医療用コネクタ（例えば、図
４の医療用コネクタ１３２）と連結されると、医療用コネクタの端部は、パッド１０３２
の近位表面（例えば、隔壁１０２０から最も遠い表面）と接触することができる。医療用
コネクタ上へのキャップ１００２のさらなる前進は、パッド１０３２が圧縮されるにつれ
て、医療用コネクタの端部の外形を補完するようにパッド１０３２を変形させることがで
き、このことは、パッド１０３２と医療用コネクタとの間の比較的タイトなまたは連続的
な接触を可能にすることができる。図示した実施形態において、キャップ１００２は、医
療用コネクタ上に前進させられるにつれて、医療用コネクタに対して回転させられる。こ
の回転運動は、パッド１０３２の外形表面に医療用コネクタを摩擦させる。ある実施形態
において、より大量の消毒剤１０３３がパッド１０３２から放出されることとともに、パ
ッド１０３２のますます大きな圧縮が、医療用コネクタのますます強い摩擦を生じさせる
。したがって、パッド１０３２が使用前状態における少なくとも１つの寸法で（例えば、
長手方向に）圧縮されておらず、したがって、塑性的に変形されないか、または圧縮前か
らの時間のかかる弾力性回復を受けないときに、パッド１０３２は、連結手順の比較的大
部分にわたって医療用コネクタと消毒接触することができる。一部の実施形態において、
医療用コネクタのより良好な消毒を達成するために、最初にパッド１０３２が非圧縮また
は拡張状態に弛緩することを待つ必要がないので、施術者は、キャップ１００２を医療用
コネクタにより迅速に連結することができる。
【００４１】
　キャップ１００２が医療用コネクタと連結されるときに、パッド１０３２から放出され
る消毒剤１０３３の量を判定するように、種々のパラメータを調整することができる。例
えば、医療用コネクタが消毒チャンバ１０２２内に受容される深さ、パッド１０３２内の
消毒剤１０３３の濃度、および／またはパラメータを改変することができる。種々の実施
形態において、キャップ１００２が医療用コネクタと連結されるときに、消毒剤１０３３
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の約１／４以上、約１／３以上、約１／２以上、約２／３以上、または約３／４以上がパ
ッド１０３２から放出される。一部の実施形態において、消毒剤１０３３の全て、または
実質的に全てが、パッド１０３２から放出される。
【００４２】
　図１０を参照すると、側壁１０１２の内面は、連結チャンバ１０２４の領域中の別の接
続幾何学形状または接続界面１０４０を含むことができる。接続界面１０４０は、キャッ
プ１００４の接続界面１０４２に相補的に係合するように構成することができる。例えば
、図示した実施形態において、キャップ１００２の接続界面１０４０は、内向きに突出す
るネジ山１０４１を備え、コネクタ１００４の接続界面１０４２は、キャップ１００４の
外面においてそれを補完する、外向きに突出するネジ山１０４３備える。したがって、接
続界面１０４０、１０４２は、確実であるが選択的に取外し可能な様式で、キャップ１０
０２、１００４が相互に連結されることを可能にすることができる。接続界面１０４０、
１０４２の他の構成は、同様に、以下でさらに論議されるように、摩擦嵌合、スナップ嵌
合、または他の好適な界面接触配設等の確実であるが選択的に取外し可能な様式で、キャ
ップ１００２、１００４が相互と連結されることを可能にしてもよい。連結チャンバ１０
２４はさらに、以下でさらに説明される弾力性ガスケット等の密封部材１０４４を含むこ
とができる。
【００４３】
　図１０および１１を参照すると、雄キャップ１００４は、筐体１０５０を備えることが
できる。筐体１０５０は、細長くなり得て、階段状の実質的に円筒形を画定してもよく、
または任意の他の好適な形状を画定してもよい。例えば、図示した実施形態において、筐
体１０５０は、実質的に円筒形である側壁１０５２と、側壁１０５２の一端における基礎
壁１０５４とを含む。側壁１０５２の密封端１０５６は、基礎壁１０５４の反対側に位置
することができ、消毒チャンバ１０５８の中への開口部を画定することができる。したが
って、側壁１０５２および基礎壁１０５４は、消毒チャンバ１０５８を画定するように協
働することができる。
【００４４】
　一部の実施形態において、筐体１０５０は、側壁１０５２から半径方向外向きに延在す
ることができるスカート１０６０を含む。一部の実施形態において、スカート１０６０は
、キャップ１００４の操作のための便利な表面を提供する。例えば、一部の実施形態にお
いて、外径間の相違が、相互に対するキャップ１００２、１００４の把持および回転を困
難にすることができるように、側壁１０５２の外径は、キャップ１００２の側壁１０１２
の外径よりも小さい。また、一部の実施形態において、側壁１０５２は、キャップ１００
４を把持することを困難にし得る比較的小さい外側表面積を画定する。スカートのより大
きい外径および対応するより大きい表面積は、キャップ１００４の把持を促進することが
できる。スカート１０６０の外面は、示されるように、平滑となり得るか、または、キャ
ップ１００２、１００４の分離を許可するように、キャップ１００２に対してキャップ１
００４を回転させること、および／または医療用コネクタに対してキャップ１００４を回
転させることに役立つことができる、把持特徴を含んでもよい。そのような把持特徴は、
例えば、上記で説明された隆起１０５、溝１０７、および突起部１０８と同様の隆起、溝
、および／または突起部、および／または比較的高い摩擦係数を有する弾力性あるいは他
の被覆を含むことができる。
【００４５】
　一部の実施形態において、スカート１０６０の末端縁１０６２は、基礎壁１０５４の外
面と実質的に同一平面上にあり得る。そのような実施形態のうちの特定のものにおいて、
スカート１０６０は、アセンブリ１０００の安定性を増加させることができる。例えば、
アセンブリ１０００は、基礎壁１０５４の上で直立することができ、スカート１０６０は
、アセンブリ１０００の転倒を阻止することができる。
【００４６】
　図１０を参照すると、消毒チャンバ１０５８は、パッド１０３２等のパッド１０７０を
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含むことができる。パッド１０７０は、消毒チャンバ１０５８の中に導入される医療用コ
ネクタの一部分（例えば、雄ルアーの外面）の外形に一致するように変形可能となり得る
。パッド１０７０の圧縮および／または減圧は、それぞれ、パッド１０３２に関して上記
で説明されたような方式で、消毒剤１０３３をパッド１０７０から退出させること、およ
び／またはパッド１０７０によって吸収させることができる（パッド１０７０とともに使
用される消毒剤１０３３は、必ずしもパッド１０３２とともに使用されるものと同じ消毒
剤である必要はないが、そのようなものが可能であることに留意されたい）。同様に、パ
ッド１０７０を介した医療用コネクタの洗浄または衛生化は、パッド１０３２に関して上
記で説明されたような方式で進行することができる。図示した実施形態において、パッド
１０７０は、消毒チャンバ１０５８が密封または使用前構成であるときに、少なくとも長
手方向に弛緩または非圧縮状態である。
【００４７】
　以前に論議されたように、キャップ１００４は、キャップ１００２の接続界面１０４０
と相互作用することができる接続界面１０４２を含むことができる。接続界面１０４０、
１０４２は、密封部材１０４４に対して緊密にキャップ１００４を保持するように協働す
ることができる。例えば、接続界面１０４０、１０４２がネジ切りを備える場合、キャッ
プ１００２に対するキャップ１００４の適切な回転が、側壁１０５２の密封端１０５６を
密封部材１０４４に隣接させることができ、同じ方向の付加的な回転が、密封部材１０４
４を形成してもよい。密封端１０５６および密封部材１０４４は、キャップ１００４の使
用前に消毒チャンバ１０５８の滅菌状態を維持することに役立つことができ、かつ消毒チ
ャンバ１０５８からの消毒剤の蒸発損失を防止することができる気密密封を形成すること
ができる。さらなる実施形態において、筐体１０１０の下縁（例えば、連結チャンバ１０
５８を画定する側壁１０１２の一部分の外面）および筐体１０５０のスカート１０６０の
外面に接触するために、密封テープ１５８（図８Ａおよび８Ｂ参照）等の密封テープ（図
示せず）をキャップ１００２、１００４の周囲に載置することができる。テープは、消毒
剤の蒸発損失を防止することに役立つことができ、および／またはキャップ１００２、１
００４がそれらの初期または使用前構成から分離されているか、または別様に移動させら
れているかを示すことができる。例えば、一部の実施形態において、テープは、破れやす
くあり得る。
【００４８】
　図示した実施形態において、接続界面１０４２は、上記で説明されたネジ山１１４と同
様の外向きに突出するネジ山を備え、例えば、雄ルアーを包囲するスカートの内向きに突
出するネジ山等の医療用コネクタの接続界面に相補的に係合するように構成されることが
できる。したがって、ネジ山付き接続界面１０４２は、確実であるが選択的に取外し可能
な様式で、医療用コネクタへのキャップ１００４の選択的連結を可能にすることができる
。接続界面１０４２の他の構成は、摩擦嵌合、スナップ嵌合、または他の好適な界面接触
配設等の確実であるが選択的に取外し可能な様式で、キャップ１００４が医療用コネクタ
と連結されることを可能にしてもよい。
【００４９】
　図１０を引き続き参照すると、使用前状態にあるアセンブリ１０００の図示される実施
形態の付加的な説明が提供される。以前に論議されたように各消毒チャンバ１０２２、１
０５８は、別個の筐体１０１２、１０５０によって画定することができる。チャンバ１０
２２、１０５８は、使用前状態において相互から隔離されることが可能にされ、または言
い換えれば、チャンバ１０２２、１０５８の間に流体連通が全く存在し得ない。
【００５０】
　キャップ１００２、１００４は、チャンバのうちの１つ（例えば、図示した実施形態の
チャンバ１０５８）を密封するように協働することにより、それらの使用前構成から離れ
る方向のキャップ１００２、１００４の操作が、チャンバ１０５８を開封にすることがで
きる一方、他方のチャンバ（例えば、図示した実施形態のチャンバ１０２２）は、キャッ
プ１００２、１００４の相対的な配向と独立に密封配向にとどまることができる。キャッ
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プ１００４の筐体１０５０の少なくとも一部分は、キャップ１００２の筐体１０１０の一
部分の中に受容することができるか、または入れ子になることができる。図示した実施形
態において、パッド１０３２、１０７０が収納される消毒チャンバ１０２２、１０５８が
使用前の密封状態であるときに、パッド１０３２は、キャップ１００４からの圧縮がなく
、パッド１０７０は、キャップ１００２からの圧縮がない。
【００５１】
　図示した実施形態において、キャップ１００２、１００４は、相互に実質的に同軸上に
ある。以前に論議されたように、キャップ１００２、１００４によって画定される消毒チ
ャンバ１０２２、１０５８はそれぞれ、開放端および閉鎖端を有することができ、使用前
構成において、チャンバ１０２２、１０５８は、それらの密封された開放端がキャップ１
００２、１００４の共通軸に沿って同じ方向を向くように配向されることができる。
【００５２】
　図１１を参照すると、医療用コネクタ（例えば、図５のコネクタ１３６）との使用にキ
ャップ１００４を準備するために、キャップ１００２、１００４は、相互から分離される
。例えば、図示した実施形態において、キャップ１００２、１００４は、接続界面１０４
０、１０４２が相互から離れるようにキャップ１００２、１００４を押し進め、最終的に
相互から解放されるように、長手軸の周りを反対方向に回転させられる。次いで、キャッ
プ１００４は、確実であるが選択的に取外し可能な様式で、接続界面１０４２を介して医
療用コネクタと連結することができる。
【００５３】
　キャップ１００２は、医療用コネクタ（例えば、図４のコネクタ１３２）との使用に準
備し、相互に対するキャップ１００２、１００４の連結状態と独立して医療用コネクタに
接続することができる。カバー１０３４は、キャップ１００２から除去することができ、
それにより、確実であるが選択的に取外し可能な様式で、キャップ１００２が接続界面１
０４０を介して医療用コネクタと連結されることを可能にする。
【００５４】
　キャップ１００２、１００４が相互と連結される、システム１０００の使用前構成は、
システム１０００の臨床医による取扱を容易にすることができる。キャップ１００２、１
００４は、それぞれ、雌および雄コネクタを覆うために使用されてもよいため、相互から
雌および雄コネクタを分断した直後に、連結されているが、容易に分離可能な構成でキャ
ップ１００２、１００４を利用可能にすることは、便利で時間を節約することができる。
また、システム１０００は、比較的少ない部品を含むことができ、製造費用を削減するこ
とができる。一部の実施形態において、キャップ１００２、１００４の使用前の連結構成
は、同様に、システム１０００の包装費用を削減することができる。
【００５５】
　図１２は、ある側面において上記で説明されたアセンブリ１０００に類似することがで
きる、アセンブリ１１００の別の実施形態を図示する。したがって、類似特徴は、「１１
」に増分された先頭の数字を用いて、類似参照数字で指定される。したがって、同様に識
別された特徴に関して上記で説明された関連開示は、以降で反復されない場合がある。ま
た、アセンブリ１１００の具体的特徴は、図中の参照数字によって識別されない場合があ
り、または以下の明細書で具体的に論議されない場合がある。しかしながら、そのような
特徴は、他の実施形態で描写され、かつそのような実施形態に関して説明される特徴と明
確に同じ、または実質的に同じであってもよい。したがって、そのような特徴の関連説明
は、アセンブリ１１００の特徴に平しく該当する。アセンブリ１０００およびその構成要
素に関して説明される、特徴および特徴の変化例の任意の好適な組み合わせは、アセンブ
リ１１００およびその構成要素とともに採用することができ、逆もまた同様である。この
開示のパターンは、後続の図で描写され、以降で説明される、さらなる実施形態に等しく
該当する。
【００５６】
　アセンブリ１０００と同様に、アセンブリ１１００は、使用状態にあるときに相互と連
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結され、かつ相互から除去することができる、雌キャップ１１０２および雄キャップ１１
０４を含むことができる。キャップ雌１１０２は、雌コネクタと連結するように構成する
ことができ、雄キャップ１１０４は、雄コネクタと連結するように構成することができる
。雌キャップ１１０２は、側壁１１１２および区分１１２０を含むことができる、筐体１
１１０を含むことができる。側壁１１１２の一部分は、消毒チャンバ１０２２等の消毒チ
ャンバ１１２２を画定するように区分１１２０と協働することができる。図示した実施形
態において、消毒チャンバ１１２２は、消毒チャンバ１０２２よりもいくぶん短い（図１
０参照）。消毒チャンバ１１２２は、図示した実施形態ではネジ切り１１３１を含む、接
続界面１１３０を含むことができる。消毒チャンバ１１２２は、パッド１０３２等のパッ
ド１１３２を含むことができ、取外し可能なカバー１１３４を介して密封することができ
る。
【００５７】
　側壁１１１２の別の部分は、消毒チャンバ１１２２とは反対の方向に延在する連結チャ
ンバ１１２４を画定するように区分１１２０と協働することができる。側壁１１１２の末
端縁１１１８は、消毒チャンバ１１２２の開口部を画定することができる。側壁１１１２
は、以下でさらに説明されるように、キャップ１１０２、１１０４を相互と連結すること
に役立つように構成される、接続界面１１４０を画定することができる。
【００５８】
　図１２を引き続き参照すると、キャップ１１０４は、側壁１１５２および基礎壁１１５
４を含む、筐体１１５０を含むことができる。側壁１１５２および基礎壁１１５４は、そ
の中にパッド１１７０を含むことができる、消毒チャンバ１１５８を画定するように協働
することができる。消毒チャンバ１１５８は、カバー１１３４に類似することができる、
取外し可能なカバー１１３６を介して、側壁１１５２の密封端１１５６において密封する
ことができる。側壁１１５２の一部分は、図示した実施形態では１つ以上のネジ山１１４
３を含む、接続界面１１４２を画定することができる。
【００５９】
　筐体１１５０は、側壁１１５２から半径方向外向きに突出するスカート１１６０を画定
することができる。スカート１１６０は、末端縁１１６２で終端することができる。図示
した実施形態において、スカート１１６０は、筐体１０５０のスカート１０６０よりも短
く（図１０参照）、基礎壁１１５４の外面によって画定される面より上側で離間される。
一部の実施形態において、末端縁１１６２は、キャップ１１０２、１１０４が使用前構成
で相互と連結されるときに、筐体１１１０の末端縁１１１８に接触または近接し、それは
、使用前構成であるときにアセンブリ１１００の外面に連続性を提供することができる。
スカート１１６０は、末端縁１１６２において丸みを帯びるか、または勾配付きになるこ
とができ、側壁１１１２の端部は、末端縁１１１８において丸みを帯びるか、または勾配
付きになることができ、これは、スカート１１６０から側壁１１１２への遷移に視覚およ
び／または触覚指示を提供することができる環状陥凹１１６３を、システム１１００に提
供することができる。丸みを帯びた端はまた、キャップ１１０２、１１０４の使用中に施
術者および／または患者の快適性を増進することもできる。
【００６０】
　図示した実施形態において、筐体１１５０の側壁１１５２は、筐体１１１０の接続界面
１１４０と連結するように構成される、接続界面１１８０を画定する。具体的には、接続
界面１１８０は、外向きの突起１１８１を含み、接続界面１１４０は、接続チャンバ１１
２４に対して半径方向外向きに延在し、かつスナップ式係合でその中に環状突起１１８１
を受容するようにサイズ決定される、陥凹１１４４を含む。図示した実施形態において、
突起１１８１および陥凹１１４４のそれぞれは、環状であり、その全体で、それぞれキャ
ップ１１０４およびキャップ１１０２の周囲に延在する。他の実施形態において、突起１
１８１および／または陥凹１１４４は、キャップ１１０２、１１０４の一部分のみの周囲
に延在する。なおも他の、またはさらなる実施形態において、接続界面１１８０は、側壁
１１５２に陥凹を含むことができ、接続界面１１４０は、スナップ式係合で陥凹内に嵌合
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するようにサイズ決定される内向きの突起を含むことができる。なおも他の、またはさら
なる実施形態において、接続界面１１４０、１１８０は、上記で説明された接続界面１０
４０、１０４２等の補完的なネジ切りを含むことができる。他の連結配設も可能である。
【００６１】
　アセンブリ１１００の特徴、使用、および操作は、上記で説明されたアセンブリ１００
０のものに類似することができる。例えば、アセンブリ１１００が使用前状態であるとき
に、各消毒チャンバ１１２２、１１５８は、別個の筐体１１１２、１１５０によって画定
することができ、消毒チャンバ１１２２、１１５８は、相互から流体的に隔離することが
できる（例えば、消毒チャンバ１１２２、１１５８の間に流体連通が存在しなくてもよい
）。同様に、キャップ１１０４の筐体１１５０の少なくとも一部分は、キャップ１１０２
の筐体１１１０の一部分内に受容することができるか、または入れ子になることができる
。図示した実施形態において、パッド１１３２、１１７０のそれぞれは、それが収納され
る消毒チャンバ１１２２、１１５８のそれぞれが使用前の密封状態であるときに、非圧縮
または拡張状態にある。
【００６２】
　しかしながら、ある差異が、アセンブリ１１００とアセンブリ１０００との間に存在し
得る。例えば、消毒チャンバ１１２２、１１５８のそれぞれは、キャップ１１０２、１１
０４の連結状態とは独立して密封されたままとなることができる。言い換えれば、キャッ
プ１１０２、１１０４は、チャンバ１１２２、１１５８のいずれか一方を密封するように
協働しない。したがって、キャップ１１０２、１１０４の一方または両方は、相互からキ
ャップ１１０２、１１０４を着脱することなく、開封し（例えば、カバー１１３４、１１
３６を除去することができる）、（例えば、接続界面１１３０、１１４２を介して）別個
の医療用コネクタと連結することができる。さらに別の言い方をすると、キャップ１１０
２、１１０４のいずれか一方は、他方のキャップ１１０２、１１０４から着脱されること
なく、および／または他方のキャップ１１０２、１１０４を開封することなく、医療用コ
ネクタ上に設置することができる。代替として、キャップ１１０２、１１０４は、相互か
ら着脱することができ、キャップ１１０２、１１０４の一方または両方はそれぞれ、（例
えば、接続界面１１３０、１１４２を介して）別個の医療用コネクタと接続することがで
き、キャップ１１０２、１１０４は、１つ以上の医療用コネクタに連結されたままである
間に、（すなわち、接続界面１１４０、１１８０を介して）相互に再び取り付けることが
できる。
【００６３】
　また、図示した実施形態において、キャップ１１０２、１１０４は、相互と実質的に同
軸上にあり、したがって、キャップ１００２、１００４に類似している。しかしながら、
消毒チャンバ１１２２、１１５８は、アセンブリ１１００が使用前構成であるときに、そ
れらの密封された開放端がキャップ１１０２、１１０４の共通軸に沿って相互から（例え
ば、反対方向へ外向きに）背くように、配向される。
【００６４】
　図１３は、ある側面において上記で説明されたアセンブリのうちの１つ以上に類似する
ことができる、アセンブリ１２００の別の実施形態を図示する。したがって、類似特徴は
、「１２」に増分された先頭の数字を用いて、類似参照数字で指定される。アセンブリ１
１００と同様に、アセンブリ１２００は、使用前状態にあるときに相互と連結され、かつ
相互から除去することができる、キャップ１２０２およびキャップ１２０４を含むことが
できる。
【００６５】
　キャップ１２０２、１２０４は、それらが相互と連結される方式において、キャップ１
１０２、１１０４とは異なり得る。具体的には、キャップ１２０２は、キャップ１２０４
の筐体１２５０の一部分を受容するように構成される接続チャンバ１２２４を画定する、
筐体１２１０を含む。筐体１２１０は、接続界面１２４０を画定し、筐体１２５０は、接
続界面１２８０を画定する。しかしながら、スナップ式係合で協働するよりもむしろ、接
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続界面１２４０、１２８０は、キャップ１２０２、１２０４の間で確実な取付けを提供す
るように、なおかつ、キャップ１２０２、１２０４が相互から選択的に取外し可能なとな
ることを可能にするように、および相互へのキャップ１２０２、１２０４の選択的再取付
けを可能にするように、摩擦嵌合式係合で相互と協働することができる。アセンブリ１２
００の特徴、使用、および操作は、そうでなければ、上記で説明されたセンブリ１１００
のものと類似することができる。
【００６６】
　図１４および１５は、ある側面において上記で説明されたアセンブリのうちの１つ以上
に類似することができる、アセンブリ１３００の別の実施形態を図示する。したがって、
類似特徴は、「１３」に増分された先頭の数字を用いて、類似参照数字で指定される。ア
センブリ１３００は、使用前状態にあるときに相互と連結され、かつ相互から除去するこ
とができる、キャップ１３０２およびキャップ１３０４を含むことができる。しかしなが
ら、以下でさらに論議されるように、キャップ１３０２、１３０４は、使用前構成で相互
にキャップ１３０２、１３０４を取り付け、かつ相互からのキャップ１３０２、１３０４
の素早い着脱を可能にするが、それら自体はキャップ１３０２、１３０４の再取付けを可
能にしない、接続界面１３４０、１３８０をそれぞれ含むことができる。
【００６７】
　キャップ１３０２は、側壁１３１２および基礎壁１３１３を含むことができる、筐体１
３１０を含むことができる。側壁１３１２および基礎壁１３１３は、その中にパッド１３
３２を含むことができ、かつ可撤去性カバー１３３４を介して密封することができる、消
毒チャンバ１３２２を画定するように協働することができる。基礎壁１３１３は、末端表
面１３１８を含むことができ、かつ接続界面１３４０を画定することができる。図示した
実施形態において、接続界面１３４０は、内向きに、または消毒チャンバ１３２２に向か
って末端表面１３１８を曲げる、くぼみまたは陥凹１３４５を含む。接続界面１３４０は
さらに、外向きに、または消毒チャンバ１３２２から離れて延在する、ピン１３４６を含
む。
【００６８】
　図１４および１５を引き続き参照すると、キャップ１３０４は、側壁１３５２および基
礎壁１３５４を含む、筐体１３５０を含むことができる。側壁１３５２および基礎壁１３
５４は、その中にパッド１３７０を含むことができる、消毒チャンバ１３５８を画定する
ように協働することができる。消毒チャンバ１３５８は、撤去性カバー１３３６を介して
密封することができる。側壁１３５２の一部分は、図示した実施形態では１つ以上のネジ
山１３４３を含む、接続界面１３４２を画定することができる。
【００６９】
　筐体１３５０は、側壁１３５２から半径方向外向きに突出するスカート１３６０を画定
することができる。スカート１３６０は、末端縁１３６２で終端することができる。図示
した実施形態において、スカート１３６０は、基礎壁１３５４の外面によって画定される
平面を通り過ぎて延在し、キャップ１３０２、１３０４が使用前構成であるときに、その
末端縁１３６２が筐体１３１０の末端表面１３１８に接触することを可能にするように十
分長い。スカート１１６０および側壁１１１２と同様に、スカート１３６０は、その末端
縁１３６２において丸みを帯びるか、または勾配付きになることができ、側壁１１１２は
、末端縁１１１８において丸みを帯びるか、または勾配付きになることができ、これは、
環状陥凹１３６３をシステム１３００に提供することができる。
【００７０】
　筐体１３５０は、筐体１３１０の接続界面１３４０と連結するように構成される、接続
界面１３８０を画定する。接続界面１３８０は、消毒チャンバ１３５８とは反対の方向に
基礎壁１３５４から延在する、突起部１３８２を含む。突起部１３８２は、ピン１３４６
の少なくとも一部分をその中に受容するようにサイズ決定および成形され、実質的に環状
であってもよい。種々の実施形態において、突起部１３８２は、例えば、圧入または摩擦
嵌合式係合、および／または任意の好適な接着剤等の任意の好適な方式で、ピンに接合さ
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れる。
【００７１】
　図示した実施形態において、付加的な突起部１３８４は、突起部１３８２と同軸上にあ
り、かつそれを取り囲み、また、実質的に環状であってもよい。突起部１３８４は、キャ
ップ１３０２、１３０４が使用前構成であるときに筐体１３１０の末端表面１３１８に接
触することができ、かつ安定性を接続界面１３４０、１３８０に提供し、キャップ１３０
２、１３０４の時期尚早な分離を防止することに役立つことができる。突起部１３８４は
、接続界面１３８０が位置する接続チャンバ１３２４を画定すると言える。
【００７２】
　図１５に示されるように、キャップ１３０２、１３０４は、相互に対するキャップ１３
０２、１３０４の可動域への制約を除去することによって、相互から分離することができ
、それは、別個の医療用コネクタへのキャップ１３０２、１３０４の連結を促進すること
ができる。図示した実施形態において、ピン１３４６は、筐体１３１０から離脱するよう
に、十分細く、十分弱く、または別様に構成することができ、かつ筐体１３５０の突起部
１３８２に取り付けられたままとなることができる。種々の実施形態において、ピン１３
４６を壊すために、施術者は、それらの共通軸の周りを相互に対してキャップ１３０２、
１３０４を回転させることができ、および／またはキャップ１３０２、１３０４の長手軸
を相互の整列から外れるように移動させるために、その長手軸と垂直な軸の周りをキャッ
プ１３０２、１３０４のうちの１つ以上を回転させることができる。
【００７３】
　ピン１３４６を壊すことにより、筐体１３１０の上に小塊１３４７を残すことができる
。ある実施形態において、小塊１３４７は、患者または施術者等による小塊１３４７との
接触を防止または低減することができる、陥凹１３４５により、筐体１３１０の末端表面
１３１８の十分下側にあり得る。
【００７４】
　ある実施形態において、接続界面１３４０、１３８０は、いったんキャップ１３０２、
１３０４が使用前構成から分離されると、相互と再接合しないよう構成される。例えば、
いったんピン１３４６が壊されると、キャップ１３０２、１３０４は、ピン１３４６を介
して相互に容易に再接合することができない。したがって、キャップ１３０２、１３０４
は、使用前構成で相互と取り付けられ、所望に応じて相互から容易に分離されるが、いっ
たん分離されると相互と容易に再接合されないように構成することができる。
【００７５】
　アセンブリ１３００の特徴、使用、および操作は、他の点において上記で説明されたア
センブリのうちの１つ以上のものに類似することができる。例えば、アセンブリ１３００
が使用前状態であるときに、各消毒チャンバ１３２２、１３５８は、別個の筐体１３１２
、１３５０によって画定することができ、消毒チャンバ１３２２、１３５８は、相互から
流体的に隔離することができる。同様に、筐体１３１０、１３５０のうちの１つの少なく
とも一部分は、他方の筐体１３１０、１３５０の一部分内に受容することができるか、ま
たは入れ子になることができる。この目的を達成するために、アセンブリ１３００の他の
実施形態において、キャップ１３０４の筐体１３５０は、ピン１３４６（またはより一般
的には接続界面１３４０）を画定してもよく、キャップ１３０２の筐体１３１０は、環状
延長部１３８２（またはより一般的には接続界面１３８０）を画定してもよいことに留意
されたい。図示した実施形態において、パッド１３３２、１３７０のそれぞれは、それが
収納される消毒チャンバ１３２２、１３５８のそれぞれが使用前の密封状態であるときに
、非圧縮または拡張状態にある。アセンブリ１１００、１２００のように、消毒チャンバ
１３２２、１３５８のそれぞれは、キャップ１３０２、１３０４の連結状態とは独立して
密封されたままとなることができる。消毒チャンバ１３２２、１３５８の一方または両方
は、キャップ１３０２、１３０４が相互と接続されている間に開放し、使用することがで
き、またはキャップ１３０２、１３０４は、相互から分離することができ、次いで、消毒
チャンバ１３２２、１３５８の一方または両方を開き、それぞれ別個の医療用コネクタと
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ともに使用することができる。
【００７６】
　図１６および１７は、ある点において上記で説明されたアセンブリ１３００に類似する
ことができる、アセンブリ１４００の別の実施形態を図示する。したがって、類似特徴は
、「１４」に増分された先頭の数字を用いて、類似参照数字で指定される。アセンブリ１
４００は、使用前状態にあるときに相互と連結され、かつキャップ１３０２、１３０４と
同様に相互から除去することができる、キャップ１４０２およびキャップ１４０４を含む
ことができる。しかしながら、キャップの接続界面１４４０、１４８０は、キャップ１３
０２、１３０４の接続界面１３４０、１３８０とは異なる。
【００７７】
　接続界面１４４０は、キャップ１４０２の筐体１４１０の末端表面１４１８によって画
定することができる。接続界面１４４０は、内向きに、または消毒チャンバ１４２２に向
かって末端表面１４１８を曲げる、くぼみまたは陥凹１４４８を含むことができる。陥凹
１４４８は、環状となり得るが、他の形状および構成も可能である。
【００７８】
　キャップ１４０４の側壁１４５２は、キャップ１３０４の側壁１３５２よりもいくぶん
長くなることができ、キャップ１４０４の基礎壁１４５４は、キャップ１４０２の末端表
面１４１８に近接または隣接することができる。突起部１４８５は、基礎壁１４５４から
外向きに、または消毒チャンバ１４５８から離れた方向に延在することができる。突起部
１４８５は、環状陥凹１４４８内に受容されるよう環状となり得るが、他の形状および構
成も可能である。突起部１４８５は、接着剤を介する、または溶接を介する等の任意の好
適な方式で（例えば、スピン、超音波、レーザ、無線周波数、熱等）陥凹１４４８に接合
することができる。
【００７９】
　図示した実施形態において、突起部１４８５は、陥凹１４４８に溶接され、溶接は、キ
ャップ１４０２、１４０４の分離を可能にするよう壊されるように構成される。図１７に
示されるように、溶接縁１４８６は、キャップ１４０２、１４０４が分離されたときに陥
凹１４４８内にとどまることができる。ある実施形態において、溶接縁１４８６は、筐体
１４１０の末端表面１４１８の十分下側にあり得て、それは、患者または施術者等による
溶接縁１４８６との接触を防止または低減することができる。溶接を壊すために、施術者
は、それらの共通軸の周りを相互に対してキャップ１４０２、１４０４を回転させること
ができ、および／またはキャップ１４０２、１４０４の長手軸を相互の整列から外れるよ
うに移動させるために、その長手軸と垂直な軸の周りをキャップ１４０２、１４０４のう
ちの１つ以上を回転させることができる。他の実施形態において、接続界面１４４０、１
４８０は、キャップ１４０２が突起部１４８５を含み、キャップ１４０４が陥凹１４４８
を含むことができるように、逆転させることができる。
【００８０】
　図１８－２１は、ある点において上記で説明されたアセンブリのうちの１つ以上に類似
することができる、アセンブリ１５００の別の実施形態を図示する。したがって、類似特
徴は、「１５」に増分された先頭の数字を用いて、類似参照数字で指定される。図１８お
よび１９から分かるように、以降で論議されるように、アセンブリ１５００は、使用前状
態にあるときに相互と連結され、相互から除去することができる、キャップ１５０２およ
びキャップ１５０４を含むことができる。キャップ１５０２は、雌コネクタと連結するよ
うに構成することができ、キャップ１５０４は、雄コネクタと連結するように構成するこ
とができる。キャップ１５０２、１５０４は、使用前構成で相互に連結されたときに並列
配設になることができる。図示した実施形態において、キャップ１５０２、１５０４の両
方は、共通カバー１５３７を介して使用前構成で密封することができる。
【００８１】
　キャップ１５０２は、側壁１５１２および基礎壁１５１３を含むことができる、筐体１
５１０を含むことができる。側壁１５１２は、消毒チャンバ１５２２を画定するように基
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礎壁１５１３と協働することができる。消毒チャンバ１５２２は、図示した実施形態にお
いて、筐体１５１２の内面上に配置されるネジ切り１５３１を含む、接続界面１５３０を
含むことができる。接続界面１５３０は、確実であるが選択的に取外し可能な方式で、キ
ャップ１５０２を医療用コネクタに取り付けるように構成することができる。消毒チャン
バ１５２２は、パッド１５３２を含むことができる。
【００８２】
　筐体１５１０はさらに、側壁１５１２から半径方向外向きに突出し、また、側壁１５１
２と実質的に平行に延在することもできる、スカート１５６１を含むことができる。スカ
ート１５６１は、構造的剛性をスカート１５６１に提供することができる、１つ以上のス
ペーサまたは支持材１５６４を含むことができる。図１９および２１に示されるように、
筐体１５１０は、以下でさらに論議されるように、使用前構成でキャップ１５０２、１５
０４を相互と連結することに役立つように構成される、接続界面１５４０を画定すること
ができる。接続界面１５４０は、消毒チャンバ１５２２の長手軸と実質的に平行な方向に
延在することができる、スカート１５６１によって画定されるスロット１５４８を含むこ
とができる。側壁１５１２およびスカート１５６１は、以下でも論議される、開放接続チ
ャンバ１５２４を画定するように協働することができる。スロット１５４８は、接続チャ
ンバ１５２４の側面開口部を画定することができる。
【００８３】
　図１９および２０を参照すると、キャップ１５０４は、側壁１５５２および基礎壁１５
５４を含む、筐体１５５０を含むことができる。側壁１５５２および基礎壁１５５４は、
その中にパッド１５７０を含むことができる、消毒チャンバ１５５８を画定するように協
働することができる。側壁１５５２の一部分は、図示した実施形態では１つ以上のネジ山
１５４３を含むことができる、接続界面１５４２を画定することができる。接続界面１５
４２は、確実であるが選択的に取外し可能な方式で、キャップ１５０４を医療用コネクタ
に取り付けるように構成することができる。筐体１５５０は、側壁１５５２から半径方向
外向きに突出し、また、側壁１５５２と実質的に平行に延在することもできる、スカート
１５６０を画定することができる。図示した実施形態において、スカート１５６０は、キ
ャップ１５０４の一部分のみの周囲に延在する。スカート１５６０は、構造的剛性をスカ
ート１５６０に提供することができる、１つ以上のスペーサまたは支持材１５６５を含む
ことができる。
【００８４】
　筐体１５５０はさらに、筐体１５１０の接続界面１５４０と相互作用してキャップ１５
０２、１５０４を連結するように構成される、接続界面１５８０を画定することができる
。接続界面１５４０は、キャップ１５０２、１５０４を使用前構成で維持することができ
、キャップ１５０２、１５０４がこの構成から選択的に除去されることを可能にすること
ができる。図示した実施形態において、接続界面１５４０、１５８０はさらに、相互への
キャップ１５０２、１５０４の選択的再取付けを可能にするように、相互と相互作用する
ことができる。
【００８５】
　図示した実施形態において、接続界面１５８０は、係止部材、スナッピング部材、また
は半径方向延長部１５８５を含む。延長部１５８５は、側壁１５５２から半径方向に突出
し、その最外端に拡大領域を含む。延長部１５８５は、キャップ１５０２のスロット１５
４８および接続チャンバ１５２４内に受容されるように構成される。延長部１５８５の拡
大部分は、延長部１５８５が横方向にスロット１５４８の外へ移動することを防止するこ
とができる。示されていないが、一部の実施形態において、スロット１５４８および延長
部１５８５は、施術者による十分な力の引加がない場合に、延長部１５８５が長手方向に
スロット１５４８の外へ移動することを選択的に防止することができる、スナッピング様
式で協働する突起部および陥凹等のキーイングを含むことができる。他の実施形態におい
て、接続界面１５４０、１５８０は、キャップ１４０２が延長部１５８５を含み、キャッ
プ１５０４がスロット１５４８を含むように、逆転させることができる。
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【００８６】
　図示した実施形態において、キャップ１５０２の末端表面１５１８、およびキャップ１
５０４の末端表面１５６２は、システム１５００が使用前構成であるときに、実質的に同
一平面上にある。これは、転倒しやすい傾向なしで接続されたシステム１５００を設定す
ることができるため、使用前のシステム１５００の安定性に貢献することができる。同様
に、図示した実施形態において、キャップ１５０２の密封端１５１６およびキャップ１５
０４の密封端１５５６は、システム１５００が使用前構成であるときに、実質的に同一平
面上にある。各密封端１５１６、１５５６は、単一または共通の取外し可能なカバー１５
３７を介して密封することができる。図示した実施形態において、カバー１５３７は、キ
ャップ１５０２、１５０４のうちの１つのカバー１５３７の一部分を除去し、次いで、残
りのキャップ１５０２、１５０４からカバー１５３７を除去し続けることにより、そのキ
ャップ１５０２、１５０４を開くことから始めることによって、キャップ１５０２、１５
０４のうちの１つだけの選択的開放、またはキャップ１５０２、１５０４の両方の開放を
可能にすることができる、２つのタブ１５３８を含む。他の配設も可能である。
【００８７】
　カバー１５３７は、相互に対するキャップ１５０２、１５０４の長手方向移動に抵抗す
るように十分緊密となり得るため、使用前構成で相互と連結されたキャップ１５０２、１
５０４を維持するのを支援することができる。種々の実施形態において、カバー１５３７
は、図１９に示されるように、相互からキャップ１５０２、１５０４を除去する前に、キ
ャップ１５０２、１５０４の一方または両方から除去される。他の実施形態において、キ
ャップ１５０２、１５０４の接続界面１５４０、１５８０は、カバー１５３７を除去する
前に相互から断絶することができる。
【００８８】
　アセンブリ１５００の特徴、使用、および操作は、上記で説明されたアセンブリのうち
の１つ以上のものに類似することができる。例えば、アセンブリ１５００が使用前状態で
あるときに、各消毒チャンバ１５２２、１５５８は、別個の筐体１５１２、１５５０によ
って画定することができ、消毒チャンバ１５２２、１５５８は、相互から流体的に隔離す
ることができる。同様に、キャップ１５０４の筐体１５５０の少なくとも一部分は、キャ
ップ１５０２の筐体１５１０の一部分内に受容することができるか、または入れ子になる
ことができる。図示した実施形態において、パッド１５３２、１５７０のそれぞれは、そ
れが収納される消毒チャンバ１５２２、１５５８のそれぞれが使用前の密封状態であると
きに、非圧縮または拡張状態にある。
【００８９】
　しかしながら、ある違いが存在し得る。例えば、図示した実施形態において、キャップ
１５０２、１５０４は、使用前構成にあるときに、同軸上にあるよりもむしろ並んでいる
。言い換えれば、各キャップ１５０２、１５０４は、長手軸を画定することができ、長手
軸は、キャップ１５０２、１５０４が使用前構成であるときに、相互と実質的に平行また
は相互に対して非同一線上にあり得る。図示した実施形態において、消毒チャンバ１５２
２、１５５８は、アセンブリ１５００が使用前構成であるときに、それらの密封された開
放端が実質的に同じ方向に対面するように配向される。
【００９０】
　図２２は、ある点において、上記で説明されたアセンブリのうちの１つ以上、特にアセ
ンブリ１５００に類似することができる、アセンブリ１６００の別の実施形態を図示する
。したがって、類似特徴は、「１６」に増分された先頭の数字を用いて、類似参照数字で
指定される。アセンブリ１６００は、キャップ１５０２、１５０４等のキャップ１６０２
、１６０４を含むことができる。しかしながら、単一のカバー１５３７を含むよりもむし
ろ、個別のカバー１６３４、１６３６がキャップ１６０２、１６０４のそれぞれに提供さ
れる。そのような配設は、場合によっては、キャップ１６０２、１６０４が密封構成で維
持されている間に、相互からのキャップ１６０２、１６０４の除去を促進することができ
る。
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【００９１】
　図２３および２４は、ある点において、上記で説明されたアセンブリのうちの１つ以上
に類似することができる、アセンブリ１８００の別の実施形態を図示する。したがって、
類似特徴は、「１８」に増分された先頭の数字を用いて、類似参照数字で指定される。ア
センブリ１８００は、使用前状態（図２３）にあるときに相互と連結され、かつ相互から
除去することができる（図２４）、キャップ１８０２およびキャップ１８０４を含むこと
ができる。具体的には、キャップ１８０２、１８０４は、密封機構を介して相互と連結す
ることができる。図示した実施形態において、キャップ１８０２、１８０４は、密封スリ
ーブ１８９０を介して相互と連結される。キャップ１８０２、１８０４は、相互に対面す
る開放端を有することができ、キャップ１８０２、１８０４の消毒チャンバ１８２２、１
８５８は、使用前構成にあるときに相互と流体連通することができる。
【００９２】
　キャップ１８０２は、側壁１８１２および基礎壁１８１３を含むことができる、筐体１
８１０を含むことができる。側壁１８１２は、消毒チャンバ１８２２を画定するように基
礎壁１８１３と協働することができる。消毒チャンバ１８２２は、図示した実施形態にお
いて、筐体１８１２の内面上に配置されるネジ切り１８３１を含む、接続界面１８３０を
含むことができる。接続界面１８３０は、確実であるが選択的に取外し可能な方式で、キ
ャップ１８０２を医療用コネクタに取り付けるように構成することができる。消毒チャン
バ１８２２は、パッド１８３２を含むことができる。
【００９３】
　側壁１８１２の外面は、キャップ１８０２をスリーブ１８９０の接続界面１８９１と連
結するように構成される接続界面１８４０を画定することができる。図示した実施形態に
おいて、接続界面１８４０、１８９１は、摩擦嵌合式係合を介して相互と連結する。摩擦
嵌合は、キャップ１８０２とスリーブ１８９０との間に流体密密封を提供するように十分
強力となり得るが、（例えば、補助ツールを使用することなく）医療施術者による操作の
みを介して、キャップ１８０２がスリーブ１８９０から除去されることを可能にすること
ができる。流体密密封は、パッド１８３２からの消毒剤の蒸発損失を防止することができ
、および／または消毒チャンバ１８２２の滅菌状態を維持することができる。他の、また
はさらなる実施形態において、接続界面１８４０、１８９１は、ネジ切りまたは他の好適
な取付け特徴を含むことができる。
【００９４】
　図示した実施形態において、基礎壁１８１３は、スリーブ１８９０の端部をわずかに越
えて突出し、スリーブ１８９０から離してキャップ１８０２を操作することに役立つこと
ができる。他の実施形態において、基礎壁１８１３は、さらにもっと突出することができ
、またはスリーブ１８９０からキャップ１８０２を除去することに役立つことができる、
１つ以上の突起部または把持特徴を含むことができる。
【００９５】
　キャップ１８０２は、キャップ１８０２と接続するスリーブ１８９０の端の内径よりも
大きい外径を有する、フランジ１８１５を含むことができる。フランジ１８１５は、キャ
ップ１８０２が過剰に深くスリーブ１８９０に挿入されることを防止することができる。
他の、またはさらなる実施形態において、フランジ１８１５は、流体密密封を生成するよ
うにスリーブ１８９０の端面と協働することができる。例えば、一部の実施形態において
、流体密密封を提供するように、Ｏリング等の密封部材が、フランジ１８１５とスリーブ
１８９０の端部との間に含まれる。
【００９６】
　キャップ１８０４は、側壁１８５２および基礎壁１８５４を含む筐体１８５０を含むこ
とができる。側壁１８５２および基礎壁１８５４は、その中にパッド１８７０を含むこと
ができる消毒チャンバ１８５８を画定するように協働することができる。側壁１８５２の
一部分は、図示した実施形態では１つ以上のネジ山１８４３を含む、接続界面１８４２を
画定することができる。接続界面１８４２は、確実であるが選択的に取外し可能な方式で
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、キャップ１８０４を医療用コネクタに取り付けるように構成することができる。加えて
、接続界面１８４２は、キャップ１８０４をキャップ１８０２と連結するように、スリー
ブ１８９０によって画定される接続界面１８９２と協働することができる。接続界面１８
９２は、ネジ切り１８４３を補完するネジ切り１８９３を含むことができる。界面１８４
２、１８９２は、相互と連結されると、キャップ１８０４とスリーブ１８９０との間に流
体密密封を提供することができる。他の実施形態において、接続界面１８４２、１８９０
は、代わりに、上記で説明された接続界面１８４０、１８９１の図示した実施形態によっ
て提供されるもの等の摩擦嵌合式密封を画定することができる。なおも他の、またはさら
なる実施形態において、筐体１８５０によって画定されるフランジ１８５９は、パッド１
８７０からの消毒剤の蒸発損失を防止する、および／または消毒チャンバ１８５８の滅菌
状態を維持することができる、流体密密封を生成するように、スリーブ１８９０の端面と
協働することができる。例えば、一部の実施形態において、流体密密封を提供するように
、Ｏリング等の密封部材が、フランジ１８５９とスリーブ１８９０の端部との間に含まれ
る。
【００９７】
　アセンブリ１８００の特徴、使用、および操作は、上記で説明されたアセンブリのうち
の１つ以上のものに類似することができる。例えば、アセンブリ１８００が使用前状態で
あるときに、各消毒チャンバ１８２２、１８５８は、別個の筐体１８１２、１８５０によ
って画定することができる。同様に、キャップ１８０２、１８０４は、相互と同軸上にあ
り得て、キャップ１８０２、１８０４の開放端は、反対方向に（例えば、相互に向かって
）対面することができる。図示した実施形態において、パッド１８３２、１８７０のそれ
ぞれは、それが収納される消毒チャンバ１８２２、１８５８のそれぞれが使用前の密封状
態であるときに、非圧縮または拡張状態にある。
【００９８】
　しかしながら、ある違いが存在し得る。例えば、図示した実施形態において、消毒チャ
ンバ１８２２、１８５８は、キャップ１８０２、１８０４が使用前構成にあるときに、流
体連通している。また、図示した実施形態において、キャップ１８０４の筐体１８５０の
いずれの部分も、キャップ１８０２の筐体１８１０の任意の部分の中に受容されず、また
は入れ子にならない。
【００９９】
　図２５－２９は、ある点において、上記で説明されたアセンブリのうちの１つ以上に類
似し得るアセンブリ１９００の別の実施形態を図示する。したがって、類似特徴は、「１
９」に増分された先頭の数字を用いて、類似した参照数字で指定される。例えば、図２５
および２６に示されるように、アセンブリ１９００は、一体的に形成されるか、または別
様に相互と永久的に取り付けられる雌キャップ部分または雌キャップ１９０２、および雄
キャップ部分または雄キャップ１９０４を含むことができる。例えば、キャップ１９０２
、１９０４は、単一の一体的に成形された筐体１９１０を含むことができる。雌キャップ
１９０２は、雌コネクタと連結するように構成することができ、雄キャップ１９０４は、
雄コネクタと連結するように構成することができる。図示した実施形態において、キャッ
プ１９０２、１９０４は、同軸配設にある。例えば、図２６および２８に示されるように
、アセンブリ１９００は、キャップ１９０２、１９０４のうちの１つ以上の内側に受容さ
れるパッド１９７０を含むことができる。例えば、図２５および２６に示されるように、
各キャップ１９０２、１９０４は、それぞれ、別個のカバー１９３４、１９３８を介して
使用前構成において密封することができる。各カバー１９３４、１９３８は、カバーの除
去に役立つことができるタブ１９３５、１９３９をそれぞれ含むことができる。
【０１００】
　図２５－２９を引き続き参照すると、筐体１９１０は、キャップ１９０２、１９０４の
それぞれの少なくとも一部分を画定することができる。筐体１９１０は、第１の消毒チャ
ンバ１９２２を画定する第１の側壁１９１２を含み、および第２の消毒チャンバ１９５８
を画定する第２の側壁１９５２を含む。図２９に示されるように、第１の側壁１９１２は
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、第２の側壁１９５２によって画定されるものよりも大きい内径および外径を画定するこ
とができる。筐体１９１０は、収縮または隣接部１９２０において、第１の側壁１９１２
および第１の消毒チャンバ１９２２から第２の側壁１９５２および第２の消毒チャンバ１
９５８まで遷移することができる。筐体１９１０は、第１と第２の消毒チャンバ１９２２
、１９５８とが相互に流体連通しているように、実質的に中空となり得る。筐体１９１０
は、以下でさらに論議される別の隣接部１９２１を画定することができる。
【０１０１】
　図２６、２８、および２９に示されるように、雌キャップ１９０２は、無針注射部位等
の医療用コネクタの接続界面と連結するように構成される接続界面１９３０を含むことが
できる。接続界面１９３０は、側壁１９１２の内部に配置することができるネジ切り１９
３１を含むことができる。一部の実施形態において、雄キャップ１９０２は、側壁１９１
２の外面に１つ以上の把持特徴１９０３を含む。図示した実施形態において、把持特徴１
９０３は、隆起した領域である。他の実施形態において、把持特徴１９０３は、くぼんだ
領域を含むことができる。把持特徴１９０３は、会社ロゴの形状または任意の他の好適な
形状で形成することができる。
【０１０２】
　図２６、２７、および２９に示されるように、雄キャップ１９０４は、雄ルアーを有す
る医療用取付け部等の医療用コネクタの接続界面と連結するように構成される接続界面１
９４２を含むことができる。接続界面１９４２は、側壁１９５２の外面に配置することが
できるネジ切り１９４３を含むことができる。キャップ１９０４は、側壁１９５２の端部
に位置することができる１つ以上の排出口１９５９を含むことができる。１つ以上の排出
口はまた、側壁１９５２の長さに沿って延在することもできる。図示した実施形態におい
て、収縮部、周縁、またはリップ１９５３は、側壁１９５２の端部で半径方向内向きに突
出し、それは、キャップ１９０４内でパッド１９７０を維持することに役立つことができ
る。具体的には、リップ１９５３は、パッド１９７０の外径よりも小さい内径を画定する
ことができる（図２９参照）。排出口１９５９は、リップ１９５３に切り込みを備えるこ
とができる。図示した実施形態は、４つの排出口１９５９を含むが、より多いまたは少な
い排出口が可能である。
【０１０３】
　図２６を参照すると、パッド１９７０は、概して一連の階層状の円筒に類似する形状を
画定することができる。周縁１９７１は、最小直径を有する円筒から横方向に、または半
径方向外向きに延在することができる。別の周縁１９７２が、中間直径を有する円筒から
横方向に延在することができる。最大円筒は、その中に配置された陥凹１９７３を有する
ことができる。図示した実施形態等のある実施形態において、１つ以上の延長部１９７４
は、長手方向にパッド１９７０の端部から突出する。各延長部１９７４は、以下でさらに
論議されるように、その中に溝１９７５を含むことができる。他の実施形態において、１
つ以上の延長部１９７４は省略される。
【０１０４】
　図２９を参照すると、パッド１９７０は、任意の好適な方式で、筐体１９１０内に固定
することができ、したがって、パッド１９７０を筐体のいずれか一方の開放端から筐体１
９１０を退出させるようないずれか一方の方向への並進移動に抵抗することができる。例
えば、図示した実施形態において、医療用コネクタ（例えば、雄ルアーコネクタ）の一部
分が、右から筐体１９１０に挿入されるにつれて、パッド１９７０の左端とのネジ山１９
３１の相互作用は、パッド１９７０が左方向に筐体１９１０の外へ移動することを防止す
ることができる。図２９に示されるように、パッド１９７０のいくつかの部分は、ネジ山
１９３１によって圧縮することができる一方で、延長部１９７４の溝１９７５は、ネジ山
１９３１を収容することができる。パッド１９７０の拡大した階層状部、および隣接部１
９２０、１９２１それぞれとの周縁１９７１、１９７２の結果として生じる相互作用は、
医療用コネクタの一部分（例えば、無針注射部位）が左から筐体１９２０の中へ前進させ
られるにつれて、パッド１９７０が右方向に筐体１９１０の外へ移動することを防止する
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ことができる。他の、またはさらなる実施形態において、パッド１９７０は、筐体１９１
０に接着することができる。
【０１０５】
　図２６および２７を参照すると、カバー１９３８は、任意の好適な方式で筐体１９１０
に固定することができる。例えば、一部の実施形態において、カバー１９３８の端部は、
気密密封を提供するために、側壁１９５２の端部において密封表面１９５６に接着される
か、または別様に密封される。したがって、カバー１９３８の側面部分が、キャップ１９
０４の接続界面１９４２を覆うことができる。他の、またはさらなる実施形態において、
気密密封を提供するために、カバー１９３８の下円周縁を、側壁１９５２の端部において
密封表面１９５７に接着するか、または別様に密封することができる。図２６および２８
を参照すると、カバー１９３４は、筐体１９１０の側壁１９１２の端部において密封表面
１９１６に接着するか、または別様に密封することができる。
【０１０６】
　図３０は、キャップ１９０４との医療用コネクタ２０００の連結の初期段階を図示する
。医療用コネクタ２０００は、任意の好適な種類となり得て、雄医療用コネクタと呼ばれ
てもよい。医療用コネクタ２０００は、ＩＳＯ標準（例えば、ＩＳＯ　５９４－１：１９
８６およびＩＳＯ　５９４－２：１９９８）に準拠する筐体２００５を含むことができる
。筐体２００５は、それ自体がネジ切り２０１４を含むことができる接続界面２０１２を
画定するスカート２０１０を含むことができる。筐体２００５はまた、流体通路２０２２
を画定することができる細長い部分、雄突起、または雄突起部２０１９を含むこともでき
る。図示した実施形態において、雄突起部２０１９は、雄ルアー２０２０である。
【０１０７】
　医療用コネクタ２０００の図示した実施形態は、雄ルアーロックコネクタを備えるが、
キャップ１９０４の他の実施形態は、医療用コネクタ２０００の他の種類と適合できるこ
とを理解されたい。例えば、一部の実施形態において、接続界面２０１２は、ネジ切り２
０１４の代わりに（またはそれに加えて）、ラッチ、突起物、または何らかの他の好適な
取付け機構を備えてもよい。他の、またはさらなる実施形態において、雄突起部２０１９
は、雄ルアー以外のものであってもよい。例えば、雄突起部２０１９は、実質的に円筒形
の延長部であってもよく、または何らかの他の好適な形状を画定してもよい。
【０１０８】
　図示した実施形態において、雄ルアー２０２０の先端は、相互との接続界面１９４２、
２０１２（例えば、ネジ切り１９４３、２０１４）の係合の前に、パッド１９７０の端面
に接触することができる。したがって、接続界面１９４２、２０１２からの支援なしで、
パッド１９７０のいくらかの圧縮が発生してもよい。他の実施形態において、接続界面１
９４２、２０１２は、パッド１９７０が筐体１９１０内でより陥凹している、および／ま
たはスカート２０１０およびその接続界面２０１２がより長いときに発生し得るように、
雄ルアー２０２０の先端とパッド１９７０の端面との間で接触が行われる前に、相互に係
合してもよい。いずれの場合も、一部の実施形態において、接続界面１９４２、２０１２
は、パッド１９７０の圧縮を支援することができる。パッド１９７０の所望の消毒剤濃度
レベルは、キャップ１９０４の補完期間中に発生する場合がある蒸発損失を考慮しながら
、医療用コネクタ２０００を完全に被覆し、消毒するために必要とされる量によって決定
される。
【０１０９】
　図３１は、キャップ１９０４との医療用コネクタ２０００の連結の後期段階を図示する
。雄ルアー２０２０は、キャップ１９０４の消毒チャンバ１９５８の中へ前進させられる
につれて、パッド１９７０を圧縮し、消毒剤１９３３をそこから退出させる。パッド１９
７０は、雄ルアー２０２０が回転させられ、チャンバ１９５８の中へさらに前進させられ
ている間に、回転的に相対的に固定されたままとなることができ、これは、特にパッド１
９７０の増加した圧縮が先端に対してパッド１９７０の増加した力を提供すると、ルアー
２０２０の先端を擦ること、または磨きあげることを達成することができる。放出された
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消毒剤は、筐体１９１０の側壁１９５２と雄ルアー２０２０の外面との間の開口部または
空間体積を充填することができ、それにより、雄ルアー２０２０の外面を消毒することが
できる。加えて、図示した実施形態において、雄ルアー２０２０の流体通路２０２２は、
消毒液１９３３がその中に進入し得るように開いている。場合によっては、医療用コネク
タ２０００が流体ライン１９９（図５参照）に接続された時等に、雄ルアー２０２０およ
び消毒液１９３３が進入した流体ライン１９９の任意の部分をきれいにするために、キャ
ップ１９０４が医療用コネクタ２０００から断絶された後に、流体ラインの一部分を洗浄
することが望ましくてもよい。
【０１１０】
　ある実施形態において、ルアー２０２０がチャンバ１９５８の中に十分遠くまで前進さ
せられたときに、密封がリップ１９５３と雄ルアー２０２０との間に形成することができ
る。したがって、密封は、ルアー２０２０およびリップ１９５３が相互に接触している領
域のみで密封が形成されるように、中断した密封となり得る。消毒剤１９３３は、排出口
１９５９を通ってチャンバ１９５８から退出することを可能にされることができる。一部
の実施形態において、排出口１９５９は、いったん消毒剤１９３３がパッド１９７０から
放出されると、消毒剤１９３３がチャンバ１９５８から自由に退出することを可能にする
ように十分に大きい。排出口１９５９を通ってチャンバ１９５８から退出する消毒剤１９
３３は、リップ１９５３の近位にある雄ルアー２０２０の複数部分を消毒することができ
る。
【０１１１】
　他の実施形態において、排出口１９５９は、チャンバ１９５８内の圧力がチャンバ１９
５８の外側の圧力（例えば、大気圧）と同じ、またはほぼ同じであるときに、消毒剤１９
５３がチャンバ１９５８から退出することを防止するように十分小さく、なおかつ、ルア
ー２０２０がチャンバ１９５８内でより深く前進させられているときに生じ得るように、
チャンバ１９５８内の圧力がチャンバ１９５８の外側の圧力よりも有意に大きいときに、
消毒剤１９３３がチャンバ１９５８から退出することを可能にするように十分大きい。し
たがって、排出口１９５９は、雄ルアー２０２０の所望の載置を達成することに役立つよ
うに、消毒剤１９３３の選択的退出を可能にすることができ、いったん雄ルアー２０２０
が所望に応じて載置されると、雄ルアー２０２０の一部分を浸すために、消毒剤１９３３
をチャンバ１９５８内で維持することができる。なおも他の実施形態において、流体密密
封がリップ１９５３と雄ルアー２０２０との間に形成される。
【０１１２】
　ある実施形態において、パッド１９７０は、非圧縮状態にあるときに（例えば、図３０
に示された状態にあるときに）、より大きい程度にチャンバ１９５８内で陥凹していても
よい。また、接続界面２０１２のネジ山２０１４および接続界面１９４２のネジ山１９４
３は、チャンバ１９５８の付加的なベントを可能にするために、消毒剤１９３３がそれら
を通過することを可能にすることができる。例えば、ネジ山付き接続界面２０１２、１９
４２は、チャンバ１９５８から退出した消毒剤１９３３が、遠位方向に第２の側壁１９５
２の外面の周囲でらせん状になることを可能にすることができる。
【０１１３】
　図３２－３４のそれぞれは、別個の無針注射部位２０４０、２０６０、２０８０と連結
されたキャップ１９０２を図示する。本明細書で開示される他のキャップと同様に、キャ
ップ１９０２は、各種類の医療用コネクタを消毒する確実な様式で、種々の異なる種類の
医療用コネクタと連結するために、汎用的となり得る。図３２－３４のそれぞれから分か
るように、キャップ１９０２との無針注射部位２０４０、２０６０、２０８０の連結は、
パッド１９７０の他方の端の圧縮に関して上記で説明されたことと同様に、パッド１９７
０の一方の端の圧縮を達成することができる。パッド１９７０の圧縮および無針注射部位
２０４０、２０６０、２０８０の回転は、無針注射部位を擦ること、拭くこと、または磨
き上げること、および消毒剤１９３３を介したその消毒を達成することができる。
【０１１４】
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　図３２を参照すると、無針注射部位２０４０は、ＩＣＵ　Ｍｅｄｉｃａｌ，Ｉｎｃ．か
ら入手可能なＣｌａｖｅ（登録商標）ポートを備えることができる。無針注射部位２０４
０は、接続界面２０４４を画定する筐体２０４２を含むことができる。無針注射部位２０
４０は、流体通路２０４８の中への流体アクセスが可能にされないような閉鎖構成で示さ
れている弾力性密封２０４６をさらに含むことができる。消毒チャンバ１９２２に挿入さ
れる無針注射部位２０４０の端部において、小さい隙間が、筐体２０４２と弾力性密封２
０４６との間に存在することができる。接続界面２０４４が、無針注射部位２０４０の先
端を消毒チャンバ１９２２に引き込むように、側壁１９１２によって画定される接続界面
１９３０と協働するとき、概して隙間に一致するようにパッド１９７０を圧縮することが
できる。同様に、パッド１９７０の圧縮は、消毒剤１９３３を放出することができ、それ
により、場合によっては、パッド１９７０が直接接触できない場合がある隙間の複数部分
を充填することができる。パッド１９７０が圧縮されると、密封２０４６は、消毒剤１９
３３が流体通路２０４８に進入することを防止するために、閉鎖されたままとなることが
できる。再び図２９を参照すると、存在する場合、１つ以上の延長部１９７４は、さらに
、ネジ山１０３１を覆う載置によって、無針注射部位２０４０の側面を擦ること、または
磨きあげることができる。したがって、無針注射部位２０４０の徹底した研磨および消毒
は、キャップ１９０２を介して達成することができ、この点に関するキャップ１９０２の
性能は、標準スワビングプロトコルを介して達成されるものを超えることができ、かつ人
為的エラーを受けにくくなり得る。
【０１１５】
　図３３を参照すると、無針注射部位２０６０は、Ｂｅｃｔｏｎ，Ｄｉｃｋｉｎｓｏｎ　
ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能なＱ－Ｓｙｔｅ（登録商標）ポートを備えることが
できる。無針注射部位２０６０は、筐体２０６２と、流体アクセスが流体通路２０６８の
中へ許可されない、閉鎖構成で示されている、弾力性密封２０６６と含むことができる。
無針注射部位２０４０と同様に、小さい隙間が、筐体２０６２と弾力性密封２０６６との
間に存在することができる。しかしながら、隙間は、その先端よりもむしろ、無針注射部
位２０６０の側面部分に依存することができる。それにもかかわらず、無針注射部位２０
６０がキャップ１９０２の中へ前進させられるにつれて、概してこれらの異なる形状の隙
間に一致するように、パッド１９７０を圧縮することができる。同様に、パッド１９７０
の圧縮は、場合によっては、パッド１９７０が直接接触できない場合がある、隙間の複数
部分を充填することができる、消毒剤１９３３を放出することができる。密封２０６６は
、消毒剤１９３３のうちのいくらかも流体通路２０６８に進入することを防止するために
、連結手順中に閉鎖位置に維持することができる。
【０１１６】
　図３４を参照すると、無針注射部位２０８０は、Ｃａｒｄｉｎａｌ　Ｈｅａｌｔｈ，Ｉ
ｎｃ．から入手可能なＳｍａｒｔＳｉｔｅ（登録商標）ポートを備えることができる。無
針注射部位２０８０は、筐体２０８２と、流体通路２０８８の中への流体アクセスが可能
にされない閉鎖構成で示されている弾力性密封２０８６と含むことができる。無針注射部
位２０４０、２０６０と同様に、小さい隙間が、筐体２０８２と弾力性密封２０８６との
間に存在することができる。しかしながら、これらの隙間は、無針注射部位２０４０、２
０６０とは異なる位置にあり得る。それにもかかわらず、無針注射部位２０８０がキャッ
プ１９０２の中へ前進させられると、概して、これらの異なる形状の隙間に一致するよう
に、パッド１９７０を圧縮することができる。同様に、パッド１９７０の圧縮は、消毒剤
１９３３を放出することができ、それにより、場合によってはパッド１９７０が直接接触
できない場合がある隙間の複数部分を充填することができる。密封２０８６は、消毒剤１
９３３のうちのいくらかでもが流体通路２０８８に進入することを防止するために、連結
手順中に閉鎖位置で維持することができる。加えて、無針注射部位２０４０、２０６０、
２０８０のそれぞれは、異なる量だけキャップ１９０２の中へ前進してもよい。したがっ
て、キャップ１９０２は、適応的かつ汎用的となり得る。キャップ１９０２を選択的に連
結することができる、無針注射部位の付加的な非限定的実施例は、Ｂａｘｔｅｒから入手
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可能なＣｌｅａｒｌｉｎｋ（登録商標）　ＳｉｔｅおよびＲｙｍｅｄから入手可能なＩｎ
Ｖｉｓｉｏｎ－Ｐｌｕｓ（登録商標）を含む。
【０１１７】
　アセンブリ１９００の特徴、使用、および操作は、上記で説明されたアセンブリのうち
の１つ以上のものに類似することができる。例えば、図示した実施形態において、パッド
１９７０は、それが収納される消毒チャンバ１９２２、１９５８のそれぞれが使用前の密
封状態であるときに、非圧縮または拡張状態にある。加えて、キャップ１９０２、１９０
４は、反対方向に対抗する開放端を伴って相互と同軸上にある。同様に、キャップ１９０
２、１９０４は、アセンブリ１９００が使用前状態であるときに相互に接続される。
【０１１８】
　しかしながら、ある違いが存在し得る。例えば、図示した実施形態において、キャップ
１９０２、１９０４は、相互から除去することができない。また、アセンブリ１９００は
、両方のキャップ１９０２、１９０４で使用される単一のパッド１９７０を含む。図面に
示されていないが、キャップ１９０２、１９０４が連結状態であるときに、パッド１９７
０が両端から圧縮されるように、各キャップ１９０２、１９０４を別個の医療用コネクタ
と連結できることを理解されたい。
【０１１９】
　図３５は、ある点において、上記で説明されたアセンブリのうちの１つ以上、特にアセ
ンブリ１９００に類似することができる、アセンブリ２１００の別の実施形態を図示する
。したがって、類似特徴は、「２１」に増分された先頭の数字を用いて、類似参照数字で
指定される。アセンブリ２１００は、固定して、永久的に、または一体的に相互と接続さ
れる、キャップ１９０２、１９０４等のキャップ２１０２、２１０４を含むことができる
。図３５に示されていない、カバー１９３４、１９３８等のカバーを、キャップ２１０２
、２１０４とともに使用することができる。アセンブリ２１００は、２つの消毒チャンバ
２１２２、２１５８を画定する、単一の筐体２１１０を含むことができる。筐体２１１０
は、消毒チャンバ２１２２、２１５８が相互から流体的に分離されるように、相互から消
毒チャンバ２１２２、２１５８を分離する区分２１２０を含むことができる。各チャンバ
２１２２、２１５８は、その中にパッド２１３２、２１７０を含むことができる。
【０１２０】
　図３６および３７は、ある点において、上記で説明されたアセンブリのうちの１つ以上
、特にアセンブリ１９００および２１００に類似することができる、アセンブリ２２００
の別の実施形態を図示する。したがって、類似特徴は、「２２」に増分された先頭の数字
を用いて、類似参照数字で指定される。アセンブリ２２００は、固定して、永久的に、ま
たは一体的に相互と接続される、雌キャップ２２０２および雄キャップ２２０４を含むこ
とができる。アセンブリは、消毒チャンバ２２５８および接続界面２２４２を画定する側
壁２２５２を含むことができる、筐体２２１０を含むことができる。カバー１９３４、１
９３８等のカバー２２３４、２２３８を、キャップ２２０２、２２０４とともに使用する
ことができる。
【０１２１】
　雌キャップ２２０２は、雌キャップ１９０２と実質的に同じとなり得る。しかしながら
、雄キャップ２２０４は、ある点で雄キャップ１９０４とは異なり得る。例えば、キャッ
プ２２０４は、密封部材２２９０を含むことができる。図示した実施形態において、密封
部材２２９０は、実質的に円錐円盤として成形される。密封部材２２９０は、図示した実
施形態において、丸みを帯びており、その中に載置されたときに消毒チャンバ２２５８の
開放端に向かって突出する、密封領域２２９２を含むことができる。他の実施形態におい
て、密封部材２２９０は、例えば、正方形、長円形、ひし形、または他の非円形の形状等
の他の形状を画定することができる。さらに、密封部材２２９０および密封領域２２９２
は、一体的に接続される別個の構成要素であってもよい。密封部材２２９０は、密封部材
２２９０の対向側面または面の間に延在する、開口部またはチャネル２２９３を画定する
ことができる、１つ以上のポート２２９４を含む。例えば、自己密封式スリット等のポー
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ト２２９４の他の構成も検討される。密封部材２２９０が非円形の形状である、いくつか
の場合等の他の構成では、消毒剤が密封部材２２９０の側面の周囲で流れることができる
ため、ポートを排除することができる。一部の実施形態において、密封部材２２９０は、
事前形成された形状を維持するよう比較的剛性となり得るが、医療用コネクタの雄ルアー
との流体密密封を容易に形成するように構成されてもよい。密封部材２２９０は、エラス
トマー、またはポリプロピレン、ポリカーボネート、アクリロニトリルブタジエンスチレ
ン（ＡＢＳ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、または剛性あるいは半剛性熱硬化プラスチッ
ク等の任意の熱可塑性物質等の、任意の好適な材料で形成することができる。密封部材２
２９０は、鋳造または打抜を介する等の任意の好適な様式で形成することができる。
【０１２２】
　密封部材２２９０は、密封部材２２９０の移動に抵抗または対抗するように構成するこ
とができる、付勢要素２２７６と連結することができる。言い換えれば、いったん密封部
材２２９０が、図３７に示されるもの等の密封部材２２９０の最初の位置から変位させら
れると、付勢要素２２７６は、その最初の位置の方向へバイアスを密封部材２２９０に提
供することができる。したがって、図３７に描写された実施形態において、付勢要素２２
７６は、密封部材２２９０が遠位に変位させられたときに、近位方向に密封部材２２９０
を付勢する。「近位」および「遠位」という用語は、キャップに関して使用されるとき、
医療デバイスがキャップの近位端に挿入され、キャップの遠位端に向かって前進させられ
るようなものである。したがって、図示した実施形態において、キャップ２２０２、２２
０４の近位端は、アセンブリ２２００の反対端にあり、キャップ２２０２、２２０４の遠
位端は、相互と固定して接合される。
【０１２３】
　雄キャップ２２０４は、１つ以上の排出口２２５９を含むことができる、リップ１９５
３と同様の周縁２２５３を含むことができる。しかしながら、図示した実施形態において
、周縁２２５３は、キャップ２２０４の近位端からより陥凹している（例えば、空洞２２
５８内でより深い）。消毒チャンバ２２５８内に載置されるパッド２２７０の一部分は、
より陥凹した周縁２２５３より下側で、より容易に嵌合するために、パッド１９７０の対
応する部分よりも短くなり得る。図３７に示されるように、パッド２２７０は、密封部材
２２９０の下に着座させることができ、密封部材２２９０は、雄キャップが使用前構成で
あるときに周縁２２５３の下に着座させることができる。一部の実施形態において、パッ
ド２２７０は、図３７に示されるように載置されたときに非圧縮状態（例えば、長手方向
に圧縮されていない状態）である。パッド２２７０は、その中に消毒剤２２３３を含むこ
とができる。
【０１２４】
　図示した実施形態において、パッド２２７０は、付勢要素２２７６がパッド２２７０を
備えるように、弾力的に圧縮性である。言い換えれば、パッド２２７０の圧縮は、パッド
２２７０をその圧縮状態に回復させる傾向がある付勢を生じる。付勢力は、パッド２２７
０のより多大な圧縮とともに増加してもよい。一部の実施形態において、パッド２２７０
は、接着剤または任意の好適な積層技法等によって、密封部材２２９０にしっかりと固定
される。他の実施形態において、密封部材２２９０は、パッド２２７０に固定されないが
、消毒チャンバ２２５８内の密封部材２２９０の移動は、それでもなお、パッド２２７０
の近位端および周縁２２５３の遠位縁によって拘束することができる。
【０１２５】
　密封部材２２９０は、キャップ２２０４が使用前の状態であるときに、消毒剤２２３３
をパッド２２７０内で維持することに役立つことができる。例えば、一部の実施形態にお
いて、キャップ２２０４の近位端が覆われていないときに、密封部材２２９０のポート２
２９４の直下にある、パッド２２７０の近位端のわずかな表面積のみが、空気に直接暴露
される。したがって、消毒剤２２３３の蒸発損失を減速させることができる。また、他の
、またはさらなる実施形態において、ポート２２９４は、密封部材２２９０の両側の圧力
の平衡が保たれたときに、液体消毒剤２２３３がそれらを通過することを防止するように
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十分小さいチャネルによって画定されてもよい。しかしながら、ポート２２９４は、以下
でさらに論議されるように、密封部材２２９０の片側の圧力が密封部材２２９０の反対側
の圧力よりも大きいときに、液体消毒剤２２３３がそれらを通過することを可能にしても
よい。パッド２２７０自体はまた、圧縮されるまで消毒剤２２３３を保持するように構成
することもできる。
【０１２６】
　一部の実施形態において、密封部材２２９０の外縁は、キャップ２２０４が使用前状態
であるときに、側壁２２５２の内面との流体密密封を形成することができる。さらなる実
施形態において、液体消毒剤２２３３がポート２２９４を通って密封部材２２９０を迂回
することのみを許可されるように、密封部材２２９０が消毒チャンバ２２５８内で遠位に
移動させられる際に密封を維持することができる。他の実施形態において、消毒剤２２３
３がその外縁の周囲で密封部材２２９０を迂回することができるように、密封部材２２９
０の外縁は、最初であろうと使用前の状態から移動させられた後であろうと、側壁２２５
２との流体密密封を形成しなくてもよい。
【０１２７】
　図３８は、キャップ２２０４との医療用コネクタ２０００の連結の初期段階を図示する
。雄ルアー２０２０の先端２０２１は、密封部材２２９０の密封領域２２９２に接触する
。図示した実施形態において、接触が最初に先端２０２１の内縁と薄い帯状の密封部材２
２９０との間にあるように、密封部材２２９０の一部分は、コネクタ２０００の管腔２０
２２の中へ延在する。そのような配設は、力（例えば、先端２０２１への挿入力および密
封部材２２９０への反対に方向付けられた付勢力）が比較的小さい面積にわたって分布す
るときに、先端２０２１と密封部材２２９０との間に生じる比較的高い圧力により、流体
密密封を形成することに役立つことができる。同様に、そのような配設は、消毒剤が、先
端２０２１の遠位表面を含む、ルアー２０２０の外面の大部分または全体に接触すること
を可能にすることができる。
【０１２８】
　図示した実施形態において、先端２０２１と密封部材２２９０との間の接触は、接続界
面２２４２とのコネクタ２０００の接続２０１２の係合の直前に発生する。他の実施形態
において、接続界面２０１２、２２４２は、先端２０２１と密封部材２２９０との間の接
触の間に相互に係合することができる。いずれの場合も、接続界面２０１２、２２４２が
キャップ２２０４を医療用コネクタ２０００に接続するように相互と協働するにつれて（
例えば、キャップ２２０４がコネクタ２０００の上に螺合されるにつれて）、流体密密封
が密封部材２２９０の密封領域２２９２と雄ルアー２０２０の先端２０２１との間で形成
または維持される。
【０１２９】
　図３９は、キャップ２２０４との医療用コネクタ２０００の連結の後期または最終段階
を図示する。この段階に到達するために、キャップ２２０４は、より大きい程度に雄ルア
ー２０２０上で前進させられる。結果として、ルアー２０２０は、消毒チャンバ２２５８
の中へさらに前進させられ、それにより、密封部材２２９０を遠位に移動させ、パッド２
２７０を圧縮する。パッド２２７０の圧縮は、消毒剤２２３３をパッド２２７０から押し
出す。また、パッド２２７０が圧縮されるにつれて、密封部材２２９０の遠位側にある消
毒チャンバ２２５８の部分の容積が低減され、それにより、消毒チャンバ２２５８のその
部分の中の圧力を増加させる。結果として、消毒剤２２３３は、ポート２２９４を通して
、密封部材２２９０の近位側の消毒チャンバ２２５８の部分の中へ押し進められる。密封
部材２２９０とルアー２０２０との間の密封により、消毒剤２２３３は、ルアー２０２０
の管腔２０２２に進入することを妨げられ、したがって、キャップ２２０４が医療用コネ
クタ２０００と連結されたときに管腔２０２２内にあってもよい、および／またはキャッ
プ２２０４がコネクタ２０００から除去された後に管腔２０２２を通って流れてもよい、
医療用流体と接触または混合することを妨げられる。消毒剤２２３３は、密封部材２２９
０の近位側の消毒チャンバ２２５８の開放領域を充填することができる。
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【０１３０】
　ルアー２０２０が消毒チャンバ２２５８の中で遠位に前進させられるにつれて、別の密
封または部分的密封を、ルアー２０２０の外面と周縁２２５３の内面との間に形成するこ
とができる。存在する場合、密封は、実質的に流体密となり得る。しかしながら、排出口
２２５９は、消毒剤２２３３がチャンバ２２５８から退出することを可能にするために、
密封を中断することができる。さらなる実施形態において、周縁２２５３の近位または遠
位端は、排出口２２５９を介して消毒チャンバ２２５８に進入する空気から微生物を濾過
することができ、その上、消毒チャンバ２２５８から退出するために、消毒剤２２３３が
それを通過することを可能にすることができる、例えば、Ｔｙｖｅｋ（登録商標）または
他の不織布材料等の被覆で覆うことができる。他の実施形態において、周縁２２５３は、
周縁２２５３と雄ルアー２０２０との間に途切れない密封を形成することができるように
、途切れていない（例えば、排出口２２５９がない）。
【０１３１】
　図３９を引き続き参照すると、キャップ２２０４が医療デバイス２０００に接続される
ときに、消毒剤２２３３は、ルアー２０２０と密封部材２２９０との間およびルアー２０
２０と周縁２２５３との間の接触によって形成される密封の間で、消毒チャンバ２２５８
を充填することができる。したがって、ルアー２０２０のこれら２つの密封領域の間のル
アー２０２０の外面を、消毒剤２２３３の中に浸し、それにより、消毒することができる
。アセンブリ１９００に関して記述されるように、周縁２２５３は、筐体２２５２に対し
てより深いまたは浅い位置に載置することができ、それぞれ、ルアー２０２０のより大き
いまたは小さい表面積の消毒をもたらすことができる。周縁２２５３と雄ルアー２０２０
との間の近位密封が中断される（例えば、周縁２２５３が排出口２２５９を含む）、ある
実施形態において、消毒剤２２３３がチャンバ２２５８から退出することを許可すること
ができる。一部の実施形態において、排出口２２５９は、いったん消毒剤２２３３がパッ
ド２２７０から放出されると、消毒剤２２３３がチャンバ２２５８から自由に退出するこ
とを可能にするように十分大きい。排出口２２５９を通ってチャンバ２２５８から退出す
る消毒剤２２３３は、周縁２２５３の近位にある雄ルアー２０２０の複数部分を消毒する
ことができる。
【０１３２】
　キャップ２２０４が医療デバイス２０００から除去されると、図３７に示された配向に
自然または自動的に戻ることができる。具体的には、弾力的に圧縮性のパッド２２７０は
、その使用前の位置に密封部材２２９０を遠位に移動させることができる。その際に、密
封部材２２９０の遠位にある消毒チャンバ２２５８の拡張部分は、消毒剤２２３３が遠位
方向に密封部材２２９０のポート２２９４を通して押し戻されるように、減少した圧力を
有することができる。拡張パッド２２７０は、戻ってきた消毒剤２２３３を吸い上げるか
、または吸収することができる。拡張パッド２２７０は、キャップ２２０４が医療デバイ
ス２０００から分断される際に、消毒剤２２３３が管腔２０２２の中へ進入することを妨
げられるように、十分な力を密封部材２２９０に提供して、密封領域２２９２との密封を
維持することができる。
【０１３３】
　他の実施形態において、キャップ２２０２、２２０４は、上記で説明されたキャップ２
１０２、２１０４により密接に類似することができる。例えば、キャップ２２０２は、区
分によってパッド２２７０から離間または分離される、別個のパッドを有することができ
る。なおもさらなる実施形態において、キャップ２２０２、２２０４は、相互から容易に
断絶することができ、さらなる実施形態において、本明細書の他のキャップに関して説明
されるような方式で、相互との選択的再接続のために構成されてもよい。
【０１３４】
　図４０－４５は、ある点において、上記で説明されたキャップのうちの１つ以上に類似
することができる、キャップ２３０４の別の実施形態を図示する。例えば、キャップ２３
０４は、上記で説明されたシステム１０００、１１００、１２００、１３００、１４００
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、１５００、１６００、１８００、１９００、２１００、２２００の中のキャップ１００
４、１１０４、１２０４、１３０４、１４０４、１５０４、１６０４、１８０４、１９０
４、２１０４、２２０４のうちのいずれかに取って代わるか、または取って代わるように
改変することができる。したがって、類似特徴は、「２３」に増分された先頭の数字を用
いて、類似参照数字で指定される。
【０１３５】
　キャップ２３０４は、消毒チャンバ２３５８を画定する側壁２３５２および基礎壁２３
５４を有する、筐体２３５０を含むことができる。筐体２３５０はさらに、連結界面２３
４２を含むことができる。キャップ２３０４は、その中に消毒剤２３３３を含むことがで
きる、弾力的に圧縮性のパッド２３７０を備えることができる、付勢部材２３７６を含む
ことができる。キャップ２３０４はさらに、密封部材２３９０を通って延在するチャネル
２３９３を含む、密封領域２３９２および１つ以上のポート２３９４を含む、密封部材２
３９０を含むことができる。
【０１３６】
　筐体２３５０の側壁２３５２は、キャップ２２０４の図示した実施形態のものとは異な
り得る。具体的には、側壁２３５２の内面の少なくとも一部分（例えば、その近位領域）
は、雄ルアーとの流体密密封を形成するために、テーパ状となり得る。例えば、側壁２３
５２の内面の少なくとも一部分は、雄ルアーとの密封を形成するためにＩＳＯ標準（例え
ば、ＩＳＯ　５９４－１：１９８６およびＩＳＯ　５９４－２：１９９８）に準拠するこ
とができる。図示した実施形態において、側壁２３５２は、側壁２３５２と雄ルアーとの
間のそう補正を中断することができる、内向きに突出する周縁が欠けている。
【０１３７】
　図４１－４５は、医療デバイス２０００と連結されているキャップ２３０４の連続段階
を図示する。図４１に示されるように、雄ルアー２０２０の先端２０２１は、密封部材２
３９０に接触する前に消毒チャンバ２３５８内に受容することができる。言い換えれば、
密封部材２３９０は、雄ルアーが密封部材２３９０に接触する前に、雄ルアー２０２０の
少なくとも一部分が側壁２３５２内に受容されることを可能にするように十分大きい距離
だけ、側壁２３５２の近位端に対して陥凹することができる。
【０１３８】
　図４２では、ルアー２０２０は、密封部材２３９０の密封領域２３９２に接触するため
に、消毒チャンバ２３５８内でさらに前進させられている。図示した実施形態において、
キャップ２３０４の接続界面２３４２は、ルアー２０２０の先端２０２１と密封領域２３
９２との間で接触が行われる直前に、医療用コネクタ２０００の接続界面２０１２に係合
する。したがって、接続界面２３４２、２０１２は、ルアー２０２０と密封部材２３９０
との間の流体密密封の生成に役立つことができる。
【０１３９】
　密封部材２３９０は、密封がルアー２０２０と密封部材２３９０との間で形成されるま
で、図４１および４２の両方で示されている最初または使用前の位置にとどまることがで
きる。消毒チャンバ２３５８の中へのルアー２０２０のさらなる前進は、パッド２３７０
が圧縮されるにつれて生じるバネ力により、密封を強化することができる。密封部材２３
９０が最初の配向にあるとき、ポート２３９４は、消毒剤２３３３がそれらを通過するこ
とを防止することができる。また、パッド２３７０の組成および消毒剤２３３３を吸収す
るパッド２３７０の親和性が、パッド２３７０の中の消毒剤２３３３の保持を決定する。
【０１４０】
　図４３では、ルアー２０２０は、消毒チャンバ２３５８の中へわずかにさらに遠く前進
させられており、それにより、パッド２３７０をいくぶん圧縮し、ポート２３９４を通し
て消毒剤２３３３を押し進める。波線によって概略的に示されるように、消毒剤２３３３
は、密封部材２３９０とルアー２０２０の先端２０２１との間の空間を充填し始める。し
かしながら、消毒剤２３３３は、ルアー２０２０と密封部材２３９０との間の密封により
、ルアー２０２０の管腔に進入しない。
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【０１４１】
　図４４では、ルアー２０２０は、消毒チャンバ２３５８の中へさらにもっと前進させら
れており、それにより、より大きい程度にパッド２３７０を圧縮し、ポート２３９４を通
して付加的な消毒剤２３３３を押し進める。ルアー２０２０の外面は、側壁２３５２のテ
ーパ状部分の内面とほぼ平行かつ接触して見えるが、この領域ではまだ密封が形成されて
いない。したがって、消毒剤２３３３は、密封部材２３９０とルアー２０２０の先端２０
２１との間の空間だけでなく、ルアー２０２０と側壁２３５２との間の少量の空間も充填
することができる。したがって、ルアー２０２０を消毒剤２３３３で覆い、それにより、
消毒することができる。一部の実施形態において、ルアー２０２０の付加的な前進が、ル
アー２０２０と側壁２３５２との間の空間を閉じて密封を形成するため、消毒剤２３３３
は、この空間の複数部分内に一時的にしかとどまらない。
【０１４２】
　図４５は、ルアー２０２０が側壁２３５２との密封を形成するように、ルアー２０２０
が消毒チャンバ２３５８の中へさらにもっと前進させられている、最終または完全連結段
階、あるいはストローク終了配向を図示する。消毒剤２３３３は、ルアー２０２０および
密封部材２３９０によって形成された密封と、ルアー２０２０および側壁２３５２によっ
て形成された密封との間にある、消毒チャンバ２３５８の全ての開放部分の中で保持する
ことができる。図示した実施形態において、先端２０２１を含む、ルアー２０２０のわず
かな部分のみが、消毒剤２３３３の一部分と継続的に接触し、したがって、保持される。
ルアー２０２０のこの部分は、消毒剤２３３３によって浸し、それにより、消毒すること
ができる。他の実施形態において、ルアー２０２０のさらに大部分を浸すことができる。
【０１４３】
　一部の実施形態において、ルアー２０２０および密封部材２３９０によって形成される
密封、および／またはルアー２０２０および側壁２３５２によって形成される密封は、個
々の構成要素の適切なサイズ決定によって達成することができる。ある実施形態において
、サイズ決定は、本明細書の他の場所で論議されるような、標準化ＩＳＯルアーテーパ状
仕様の対象となり、かつそれに基づく。
【０１４４】
　ある場合においては、ルアー２０２０がチャンバ２３５８に挿入される距離は、側壁２
３５２と密封する前に、異なるルアー２０２０が挿入されてもよい距離とは異なり得る。
同様に、ある製造過程では、所与のルアー２０２０が、別のキャップ２３０４のチャンバ
２３５８の中へ延在してもよい程度よりも大きいまたは小さい程度まで、１つのキャップ
２３０４のチャンバ２３５８の中へ延在してもよいように、側壁２３５２の寸法は、許容
差範囲内で、キャップ２３０４によってわずかに異なり得る。
【０１４５】
　例えば、ルアー２０２０およびキャップ２０３４の側壁２３５２等の全ての製造された
構成要素は、最大材料状態と最小材料状態との間に及ぶ許容限度内で変化することができ
る。最大および最小材料状態は、それぞれ、大型および小型構成要素に対応することがで
きる。相互動作可能な構成要素の最大および最小材料状態の全ての組み合わせは、それぞ
れの許容差範囲内にある、構成要素の最大噛合深さおよび最小噛合深さを判定すると見な
すことができる。そのような最大および最小噛合深さは、係合の軸方向範囲の上位および
下位値を表すことができる。
【０１４６】
　例えば、両方の相互動作可能な構成要素（例えば、ルアー２０２０および側壁２３５２
）が、それぞれの最小材料状態を示す場合、最大噛合深さが達成されてもよい。この最大
噛合深さはまた、最大ストロークと呼ばれてもよい。言い換えれば、最小材料状態は、最
も緩い嵌合に対応する。逆に、最大材料状態は、テーパ状部の最も緊密な嵌合に対応する
。
【０１４７】
　一部の実施形態において、標準許容差内である、ルアー２０２０とのキャップ２３０４
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の側壁２３５２の係合の軸方向範囲は、約２ミリメートルである。そのような実施形態の
うちの特定のものでは、約１ミリメートルの最小分注ストロークは、最緊密嵌合ルアー２
０２０（すなわち、最大材料状態）について、最小約１ミリメートルの分注ストロークが
存在するように、構成要素が寸法決定されていることを示す。よって、この実施例では、
容認可能な許容差範囲内の任意のルアー２０２０について、ルアー２０２０と側壁２３５
２との間の係合の前に、密封部材２３９０の最小約１ミリメートルの移動が存在すること
ができる。他の係合の軸方向範囲、ならびに他の最大および最小分注ストロークも可能で
ある。例えば、種々の実施形態において、キャップ２３０４の係合の軸方向範囲は、約１
、２、３、または４ミリメートル以下、あるいは約１、２、３、または４ミリメートル以
上であり得る。他の、またはさらなる実施形態において、最小分注ストロークは、約０．
５、１．０、１．５、または２．０ミリメートル以下の大きさである。
【０１４８】
　図４６は、ストローク終了配向でのキャップ２３０４’の別の実施形態を図示する。キ
ャップ２３０４’は、論議されたキャップ２３０４と実質的に同じである。例えば、側壁
２３５２の内面の大部分は、雄ルアー２０２０を補完するようテーパ状である。しかしな
がら、側壁２３５２は、側壁２３５２が雄ルアー２０２０を完全に密封することを防止す
る、１つ以上の排出チャネルまたは排出口２３５３をその中に含む。図示した排出口２３
５３は、長手方向に側壁２３５２の近位端から、雄ルアー２０２０の先端２０２１のスト
ローク終了位置を越えた（またはその遠位にある）位置まで延在する。したがって、雄ル
アー２０２０と、雄ルアー２０２０を補完するテーパ状部を有する側壁２３５２の部分と
の間に、液体不浸透接触が確立された後に、消毒剤２３３３は依然として、通気口２３５
３を介してチャンバ２３５８から退出することができる。ある実施形態において、連結さ
れた接続界面２０１２、２３４２は、チャンバ２３５８の付加的な排出を提供するために
、消毒剤２３３３がそれらを通過することを可能にすることができる。例えば、ネジ山付
き接続界面２０１２、２３４２は、チャンバ２３５８から退出した消毒剤２３３３が、遠
位方向に側壁２３５２の外面の周囲でらせん状になる、および／または別様に浸透するこ
とを可能にすることができる。
【０１４９】
　種々の実施形態において、キャップ２３０４’は、１つ以上、２つ以上、３つ以上、ま
たは４つ以上の排出口２３５３を備える。排出口２３５３のうちの１つ以上は、長手方向
に実質的に線形となり得て（図示せず）、および／または代替的配向を画定することがで
きる。例えば、一部の実施形態において、１つ以上の排出口２３５３は、キャップ２３０
４’の長手軸に対して角度を成すことができ（例えば、らせん形になり得る）、またはそ
のように角度を成す部分を含むことができる。排出口２３５３のうちの１つ以上は、側壁
２３５２の近位端と基礎壁２３５４との間の任意の好適な距離に延在することができる。
例えば、種々の実施形態において、排出口２３５３は、側壁２３５２の近位端と基礎壁２
３５４との間の距離の約１／４以上、約１／３以上、約１／２以上、約２／３以上、また
は約３／４以上に延在する。好適である場合、１つ以上の排出口２３５３は、上記で説明
されたキャップの実施形態、ならびに以降で説明されるものに組み込むことができる。
【０１５０】
　図４７は、ある点において、上記で説明されたキャップのうちの１つ以上、特にキャッ
プ２３０４、２３０４’に類似することができる、キャップ２４０４の別の実施形態を図
示する。したがって、類似特徴は、「２４」に増分された先頭の数字を用いて、類似参照
数字で指定される。キャップは、筐体２４５０、付勢部材２４７６、および密封部材２４
９０を含むことができる。筐体２４５０は、消毒チャンバ２４５８を画定する、側壁２４
５２および基礎壁２４５４を有することができる。筐体２４５０はさらに、１つ以上のポ
ート２４９４を画定することができる。図示した実施形態において、ポート２４９４は、
側壁２４５２に沿った距離に延在する、縦チャネルまたは溝２４５９を備える。溝２４５
９が延在する長手方向距離は、所望に応じて変化させることができる。一部の実施形態に
おいて、長手方向距離は、以降で論議される理由で、キャップ２４０４が医療用コネクタ
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に接続されるときに、それを通して密封部材２４９０が変位させられるストローク長さ以
上であるが、そのようなものは必要とはされない。
【０１５１】
　密封部材２４９０は、チャネルを欠くことができ、プランジャのように作用してもよい
。密封部材２４９０は、図４７に示された使用前構成にあるときに、側壁２４５２と液体
不浸透密封を形成することができる。しかしながら、密封部材２４９０の遠位変位は、ポ
ート２４９４の近位端を通り過ぎて密封部材２４９０の近位端を移動させ、それにより、
ポート２４９４を開くことができる。これは、消毒剤２４３３が、変位した密封部材２４
９０によってパッド２４７０から押し進められ、ポート２４９４を通して移動させられ、
それにより、密封部材２４９０の近位にある消毒チャンバ２４５８の部分に進入すること
を可能にすることができる。溝２４５９の長手方向長さが、それを通して密封部材２４９
０が変位させられるストローク長以上である、実施形態において、消毒剤２４３３が、変
位の前段階中に溝２４５９を通過することを許可することができる。先述の内容から理解
することができるように、ポート２４９４は、密封部材２４９０と側壁２４５２との間の
開口部、間隔、または間隙を備えることができる。したがって、溝２４５９は、間隙とし
て表すこともできる。
【０１５２】
　図示した実施形態において、付勢部材２４７６は、弾力的に圧縮性のパッド２４７７を
含むが、付加的または他の構成要素が可能である（例えば、圧縮性バネ）。パッド２４７
７は、消毒剤２４３３の通過を防止することが可能である任意の好適な材料を含むことが
できる、障壁２４７８によってパッド２４７０から分離される。例えば、一部の実施形態
において、障壁２４７８は、プラスチックフィルムまたはディスクを備える。したがって
、障壁２４７８は、消毒剤２４３３を、密封部材２４９０に最も近い消毒チャンバ２４５
８の所定の部分に保持することができる。そのような配設は、消毒剤２４３３のさらに大
部分をパッド２４７０から放出することができるため、より少ない消毒剤２４３３の使用
を可能にすることができる。
【０１５３】
　一部の実施形態において、パッド２４７０、２４７７の両方が同じ材料を備える一方で
、他の実施形態において、異なる材料が所望の性質のために選択されてもよい。例えば、
パッド２４７０が、より吸収性の発泡体を備えてもよい一方で、パッド２４７７は、より
弾力のある発泡体を備えてもよい。一部の実施形態において、両方のパッド２４７０、２
４７７は、付勢部材２４７６が両方のパッド２４７０、２４７７を含むと言えるように圧
縮されたときに、バイアスを密封部材２４９０に提供することができる。なおも他の、ま
たは他の実施形態において、付勢部材２４７６は、パッド２４７７の代わりに、バネ、ま
たは他の少なくともいくぶん弾力的に変形可能な要素を備えることができる。
【０１５４】
　図示した実施形態において、密封部材２４９０はポートを欠くが、他の実施形態は、側
壁２４５２のチャネル２４９４に加えて、またはその代わりに、ポートを含むことができ
る。同様に、密封部材を通るポートに加えて、またはその代わりに、本明細書で説明され
るキャップの他の実施形態において、チャネル２４９４を含むことができると理解された
い。二部品付勢部材２４７６および障壁２４７８等のキャップ２４０４の他の特徴に対し
て、同様の置換および再配設が可能である。
【０１５５】
　図４８および４９は、ある点において、上記で説明されたキャップのうちの１つ以上、
特にキャップ２３０４、２３０４’、２４０４に類似することができる、キャップ２５０
４の別の実施形態を図示する。したがって、類似特徴は、「２５」に増分された先頭の数
字を用いて、類似参照数字で指定される。キャップは、筐体２５５０、付勢部材２５７６
、および密封部材２５９０を含むことができる。筐体２５５０は、消毒チャンバ２５５８
を画定する側壁２５５２を有することができる。筐体２５５０はさらに、側壁２５５２の
近位端におけるテーパ状領域に含むことができる、消毒チャンバ２５５８内の浴陥凹２５
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５５を画定することができる。図４９に示されるように、消毒剤２５３３は、浴陥凹２５
５５内で保持し、雄ルアー２０２０の外面と接触して維持することができる。したがって
、ルアー２０２０がストローク終了位置にあるときに、その先端２０２１のみよりもルア
ー２０２０の大部分を消毒剤２５３３と接触して維持することができる。
【０１５６】
　筐体２５５０はさらに、カバー２５９９を有する排出口２５９８を画定することができ
る。排出口２５９８は、側壁２５５２の内部からその外部に延在するチャネルによって画
定することができる。排出口２５９８の遠位端は、浴陥凹２５５５に開口することができ
、排出口２５９８の近位端は、側壁２５５２の近位端にあり得る。排出口２５９８は、他
の排出口に関して上記で説明されたような方式で機能することができる。
【０１５７】
　一部の実施形態において、カバー２５９９は、排出口２５９８を介して消毒チャンバ２
５５８に進入する空気から微生物を濾過することができ、かつ消毒剤２５３３が消毒チャ
ンバ２５５８から退出することを可能にすることができる、例えば、Ｔｙｖｅｋ（登録商
標）または他の不織布材料等の材料を含むことができる。
【０１５８】
　図４８および４９を引き続き参照すると、パットを伴わずに消毒剤２５３３を消毒チャ
ンバ２５３３内で保持することができる。付勢部材２５７６は、圧縮バネ２５７９を含む
ことができる。密封部材２５９０が、側壁２５５２との流体密密封を形成して、チャンバ
２５３３の貯留部分内で消毒剤２５３３を保持することができる。一方で、密封部材２５
９０は、上記で論議される密封部材のうちのいずれかに類似することができ、図示した実
施形態は、その中に二方弁２５９７を有するポート２５９４を含む。種々の実施形態にお
いて、二方弁２５９７は、自己密封式スリットで形成され、および／または二方弁２５９
７は、密封部材２５９０を通るチャネル内に配置することができる。
【０１５９】
　図５０は、ある点において、上記で説明されたアセンブリのうちの１つ以上、特にアセ
ンブリ１８００に類似することができる、アセンブリ２６００の別の実施形態を図示する
。したがって、類似特徴は、「２６」に増分された先頭の数字を用いて、類似参照数字で
指定される。アセンブリ２６００は、使用前状態にあるときに相互と連結され、かつ相互
から除去することができる、キャップ２６０２およびキャップ２６０４を含むことができ
る。特に、キャップ２６０２、２６０４は、密封機構２６８９を介して相互と連結するこ
とができる。図示した実施形態において、キャップ２６０２、２６０４は、密封スリーブ
２６９１を介して相互と連結される。
【０１６０】
　図５１を参照すると、キャップ２６０２は、側壁２６１２および基礎壁２６１３を含む
ことができる、筐体２６１０を含むことができる。筐体２６１０は、より狭い基礎壁２６
１３に向かって平坦かつテーパ状になり得る、その近位端に向かった実質的に円筒形の領
域を含むことができる。そのような形状は、キャップ２６０２の遠位端に便利なハンドル
を提供することができる。空洞２６２３を、側壁２６１２および基礎壁２６１３の内部に
形成することができ、それはキャップ２６０２の材料費を削減することができる。
【０１６１】
　側壁２６１２は、ネジ山２６３１を含む接続界面２６３０を含むことができる、消毒チ
ャンバ２６２２を画定することができる。接続界面２６３０は、確実であるが選択的に取
外し可能な様式で、キャップ２６０２を医療用コネクタに取り付けるように構成すること
ができる。消毒チャンバ２６２２はさらに、パッド２６３２を含むことができる。
【０１６２】
　側壁２６１２の近位表面２６２４は、それと連結されたときに、キャップ２６０２が無
針注射部位等の医療用コネクタとの流体密密封を形成することを防止するように構成され
る、密封阻止物質２６２５を画定することができる。例えば、図示した実施形態において
、側壁２６１２の近位表面２６２４は、一式のオフセット接触領域２６２６および排出領
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域２６２７を画定するように、実質的に城郭状である。図示した実施形態において、接触
領域２６２６および排出領域２６２７のそれぞれは、キャップ２６０２の長手軸と実質的
に垂直である平面を含む。接触領域２６２６は、排出領域２６２７よりも近位の位置にあ
る。したがって、キャップ２６０２が無針注射部位のある実施形態と連結されると、接触
領域２６２６は、半径方向外向きに突出する無針注射部位の表面と接触することができる
一方で、排出領域２６２７は、そのような接触を行うことを回避することができる。
【０１６３】
　例えば、図３２および３３に描写されたもの等の配設では、キャップ２６０２は、接触
領域２６２６の平面を無針注射部位２０４０、２０６０の半径方向外向きに突出する平面
と接触させるように、無針注射部位２０４０、２０６０の上へ十分に前進させることがで
きる。しかしながら、そのような構成では、排出領域２６２７は、それとの密封を形成す
るために、無針注射部位２０４０、２０６０の外向きに突出する平面から離間される。し
たがって、キャップ２６０２は、排出領域２６２７を介して排出することが許可される。
以下でさらに論議されるように、密封阻害物質２６２５の他の構成も可能である。また、
一部の実施形態において、キャップ２６２５は、密封阻害物質２６２５が欠けている。
【０１６４】
　図５１および５３を参照すると、側壁２６１２の外面は、キャップ２６０２をスリーブ
２６９１の接続界面２６９５と連結するように構成される、別の接続界面２６４０を画定
することができる。図示した実施形態において、接続界面２６４０、２６９５は、摩擦嵌
合式係合を介して相互と連結する。摩擦嵌合は、キャップ２６０２とスリーブ２６９１と
の間に流体密密封を提供するように十分強力となり得るが、（例えば、補助ツールを使用
することなく）医療施術者による操作のみを介して、キャップ２６０２がスリーブ２６９
１から除去されることを可能にすることができる。流体密密封は、パッド２６３２からの
消毒剤の蒸発損失を防止することができ、および／または消毒チャンバ２６２２の滅菌状
態を維持することができる。他の、またはさらなる実施形態において、接続界面２６４０
、２６９５は、ネジ切りまたは他の好適な取付け特徴を含むことができる。
【０１６５】
　キャップ２６０２は、キャップ２６０２と接続するスリーブ２６９１の端部の内径より
も大きい外径を有する、フランジ２６１５を含むことができる。フランジ２６１５は、キ
ャップ２６０２がスリーブ２６９１に過剰に深く挿入されることを防止することができる
。他の、またはさらなる実施形態において、フランジ２６１５は、流体密密封（図５４参
照）を生成するようにスリーブ２６９１の端面と協働することができる。例えば、一部の
実施形態において、流体密密封を提供するように、Ｏリング等の密封部材が、フランジ２
６１５とスリーブ２６９１の端部との間に含まれる。
【０１６６】
　図５２を参照すると、キャップ２６０４は、上記で説明された空洞２６２３と同様の空
洞２６５９を画定するように協働することができる、側壁２６５２および基礎壁２６５４
を含む、筐体２６５０を含むことができる。同様に、筐体２６５０は、平坦になり、かつ
基礎壁２６５４に向かってテーパ状になる、キャップ２６０４の近位端における実質的に
円筒形の形状を画定することができる。
【０１６７】
　側壁２６５２は、密封部材２６９０および付勢部材２６７６を含むことができる、消毒
チャンバ２６５８を画定することができる。密封部材２６９０および付勢部材２６７６は
、上記で説明された、これらの構成要素およびそれらの特徴の任意の好適な組み合わせに
類似することができる。図示した実施形態において、付勢部材２６７６は、パッド２６７
０を備える。
【０１６８】
　側壁２６５２の一部分は、図示した実施形態では１つ以上のネジ山２６４３を含む、接
続界面２６４２を画定することができる。接続界面２６４２は、確実であるが選択的に取
外し可能な方式で、キャップ２６０４を医療用コネクタに取り付けるように構成すること
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ができる。
【０１６９】
　図５２および５３を参照すると、側壁２６５２は、キャップ２６０４をキャップ２６０
２と連結するように、スリーブ２６９１によって画定される接続界面２６９２と協働する
ことができる、付加的な接続界面２６８０を画定することができる。キャップ２６０４の
接続界面２６８０は、実質的に環状であり、キャップ２６０４の周囲に延在してもよい、
溝２６８３を含むことができる。スリーブ２６９１の接続界面２６９２は、同様に実質的
に環状となり得る、補完的な内向きの突起２６９３を含むことができる。界面２６８０、
２６９２は、相互と連結されると、キャップ２６０４とスリーブ２６９１との間に流体密
密封を提供することができる。他の実施形態において、接続界面２６８０、２６９２は、
代わりに、上記で説明された接続界面２６４０、２６９５の図示した実施形態によって提
供されるもの等の摩擦嵌合式密封を画定することができる。なおも他の、またはさらなる
実施形態において、筐体２６５０によって画定されるフランジ２６６１は、パッド２６７
０からの消毒剤の蒸発損失を防止し、および／または消毒チャンバ２６５８の滅菌状態を
維持することができる、流体密密封（図５４参照）を生成するようにスリーブ２６９１の
端面と協働することができる。例えば、一部の実施形態において、流体密密封を提供する
ように、Ｏリング等の密封部材が、フランジ２６５９とスリーブ２６９１の端部との間に
含まれる。
【０１７０】
　図５４を参照すると、アセンブリ２６００が完全連結または使用前状態であるときに、
キャップ２６０４の側壁２６５２の近位端は、キャップ２６０２の側壁２６１２によって
画定される空洞２６２２内に受容される。一部の実施形態において、キャップ２６０４の
側壁２６５２は、この使用前構成ではキャップ２６０２の側壁２６１２のいずれの部分に
も接触せず、または側壁２６５２は、キャップ２６０２内にあるパッド２６３２に接触し
ない。そのような構成は、各キャップ２６０２、２６０４を使用のために迅速に準備する
ことができる、比較的コンパクトなアセンブリ２６００をもたらすことができる。他の実
施形態において、側壁２６５２、２６１２は、（例えば、接続界面２６４２、２６３０を
介して）相互と接触または連結してもよく、および／または側壁２６５２は、使用前構成
でパッド２６３２に接触してもよい。なおも他の実施形態において、側壁２６５２、２６
１２は、側壁２６５２が空洞２６２２内に受容されるように、相互から離間されてもよい
。
【０１７１】
　図５５は、ある点において、上記で説明されたアセンブリのうちの１つ以上、特にアセ
ンブリ１８００、２６００に類似することができる、アセンブリ２７００の別の実施形態
を図示する。したがって、類似特徴は、「２７」に増分された先頭の数字を用いて、類似
参照数字で指定される。アセンブリ２７００は、密封スリーブ２７９１を介した使用前状
態にあるときに相互と連結される、キャップ２７０２およびキャップ２７０４を含むこと
ができる。
【０１７２】
　アセンブリ２７００は、スリーブ２７９１からのキャップ２７０２および／またはキャ
ップ２７０４の除去に役立つことができる、１つ以上の分離支援２７０７、２７０８を含
むことができる。図示した実施形態において、分離支援２７０７、２７０８はそれぞれ、
補完的な陥凹／突起部のペアを含む。具体的には、キャップ２７０２のフランジ２７１５
は、スリーブ２７９１の縁２７９８によって画定される突起部２７９９をその中に受容す
るようにサイズ決定および寸法決定される、陥凹２７１６を画定する。陥凹２７１６およ
び突起部２７９９は、分離支援２７０７として相互と協働する。同様に、キャップ２７０
４のフランジ２７６１は、スリーブ２７９１の縁２７９６によって画定される突起部２７
９７をその中に受容するようにサイズ決定および寸法決定される、陥凹２７６２を画定す
る。陥凹２７６２および突起部２７９７は、分離支援２７０８として相互と協働する。
【０１７３】
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　ここで分離支援２７０７に焦点を当てると、陥凹２７１６は、丸みを帯びた基礎で交わ
る、２つの実質的に平面的な表面を含むことができる。平面的な表面は、キャップ２７０
２の長手軸（または中心軸）と垂直である面（例えば、図示した実施形態において、陥凹
２７１６を含まないフランジ２７１５の部分によって画定される面）に対して角度を成す
ことができる。例えば、図示した実施形態において、陥凹２７１６の平面のそれぞれは、
垂直面に対して約２０度の角度を画定する。同様に、突起部２７９９は、丸みを帯びた頂
点で交わる、２つの実質的に平面的な表面を含むことができる。平面は、垂直面に対して
陥凹２７１６の平面と同じ角度を成すことができる。例えば、図示した実施形態において
、突起部２７９９の平面のそれぞれは、突起部２７９９を含まないスリーブ２７９１の縁
２７９８の部分によって画定される面に対して、約２０度の角度を画定する。
【０１７４】
　キャップ２７０２が（図５４に示されたものと同様に）使用前構成でスリーブ２７９１
と接合されると、陥凹２７１６および突起部２７９９の平面部分は、相互と近接すること
ができ、または相互に接触することができる。スリーブ２７９１からキャップ２７０２を
分離するためには、キャップ２７０２をスリーブ２７９１に対して回転させることができ
、それは、陥凹２７１６および突起部２７９９の対向表面を相互に接触させ、相互を通り
過ぎて摺動させることができる。この相互作用は、キャップ２７０２およびスリーブ２７
９１の共通軸の周りのキャップ２７０２の回転移動を、共通軸に沿ってスリーブ２７９１
から離れる方向のキャップ２７０２の並進移動に変換することができる。図示した実施形
態の陥凹２７１６および突起部２７９９の相互の平面の対称性により、スリーブ２７９１
から離れるようにキャップ２７０２を移動させることに役立つ分離支援２７０７を介した
同じ持ち上げ動作を達成するために、キャップ２７０２をいずれか一方の方向に回転させ
ることができる。
【０１７５】
　他の実施形態において、分離支援２７０７は、キャップ２７０２が１つの所定の方向（
例えば、時計回りまたは反時計回り）に回転させられたときにのみ、スリーブ２７９１か
らキャップ２７０２を分離することに役立つように構成することができる。例えば、一方
の平面が、垂直面に対して約２０度であってもよい一方で、他方の平面は、垂直面に対し
て約９０度であってもよい（すなわち、キャップ２７０２の中心軸とほぼ平行であるか、
または中心軸を通って延在する）。他の実施形態において、陥凹２７１６および／または
突起部２７９９の平面のうちの１つ以上は、垂直面に対してより大きい、または小さい角
度であってもよい。例えば、種々の実施形態において、一式の補完的な面は、約１５度以
下、約２０度以下、約３０度以下、約４５度以下、約６０度以下、または約７５度以下の
角度であってもよい。分離支援２７０７の他の構成も可能である。例えば、一部の実施形
態において、陥凹２７１６および突起部２７９９の補完的な表面は、前述のような角度を
画定することができるが、表面は、丸みを帯びるか、または別様に非平面的であってもよ
い。
【０１７６】
　分離支援２７０７に関する先述の論議は、分離支援２７０８に等しく該当する。図示し
た実施形態において、陥凹２７６２および突起部２７９７が同様に、キャップ２７０４お
よびスリーブ２７９１の中心軸を通って垂直に配向された面に対して約２０度の角度であ
る、補完的な平面を含むように、分離支援２７０７および分離支援２７０８は、実質的に
同一である。他の実施形態において、分離支援２７０７、２７０８の配設は、相互と異な
ってもよい。例えば、分離支援２７０７の平面は、異なる量の分離力を提供するために、
分離支援２７０８の平面よりも大きい、または小さい角度であってもよい。また、一部の
実施形態において、アセンブリ２７００は、分離支援２７０８の数に等しい、いくつかの
分離支援２７０７を含むが、他の実施形態において、アセンブリ２７００は、分離支援２
７０８の数と比較して、より多い、または少ない分離支援２７０７を含んでもよい。例え
ば、図示した実施形態において、アセンブリ２７００は、１つの分離支援２７０７および
２つの分離支援２７０８を含む。
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【０１７７】
　図示した実施形態において、２つの分離支援２７０８は、正反対の位置にある。そのよ
うな配向は、キャップ２７０４が除去されている際に、キャップ２７０４およびスリーブ
２７９１を実質的に同軸上の配向で維持することに役立つことができ、それは、細長い側
壁２７５２が、スリーブ２７９１の内面に接触することを妨げ、それにより、キャップ２
７０４の除去を潜在的に複雑にし得る。他の配設では、付加的な分離支援２７０８が使用
されてもよく、分離支援２７０８は、スリーブ２７９１の周囲で相互から等しく離間され
てもよい。
【０１７８】
　分離支援２７０７、２７０８の他の配設が検討される。例えば、一部の実施形態におい
て、キャップ２７０２、２７０４は、それぞれ、突起部２７９９、２７９７のうちの１つ
以上を含む一方で、スリーブ２７９１は、陥凹２７１６、２７６２のうちの１つ以上を含
む。
【０１７９】
　図５６および５７は、一部の実施形態において、アセンブリ２６００の中のキャップ２
６０２の代わりに使用することができる、キャップ２８０２の別の実施形態を図示する。
他の実施形態において、キャップ２８０２は、陥凹を含むようにキャップ２８０２のフラ
ンジ２８１５を改変すること等によって、アセンブリ２７００の中のキャップ２７０２の
代わりに使用されるように修正することができる。
【０１８０】
　キャップ２８０２は、キャップ２６０２、２７０２に関して示されたものとは異なる配
設を有する、密封阻止物質２８２５を含むことができる。図示した実施形態において、密
封阻止物質２８２５は、丸みを帯びた正弦外形を画定する、キャップ２８０２の側壁２８
１２の近位表面２８２４によって画定される。具体的には、近位表面２８２４は、２つの
接触領域２８２６および２つの排出領域２８２７を画定することができる。図示した実施
形態において、接触領域２８２６は、正反対の位置にあり、排出領域２８２７は同様に、
正反対の位置にある。接触領域２６２６は、排出領域２６２７よりも近位の位置にある。
キャップ２６０２に関して上記で論議されるように、排出領域２８２７は、キャップ２８
０２が医療用コネクタとの密封を形成することを防止することができ、かつ医療用コネク
タと連結されたときにキャップ２８０２のベントを可能にすることができる。
【０１８１】
　図５８に示されるように、キャップ２８０２の近位表面２８２４は、上記で論議される
取外し可能なカバー等の取外し可能なカバー２８３４と連結するためによく適し得る。し
たがって、キャップ２８０２の種々の実施形態は、カバー２８３４を容易に装着し、個別
使用のために分配することができ、または、上記で説明されたアセンブリ２６００、２７
００等のアセンブリに組み込み、二重キャップシステムで使用するために分配することが
できる。そのような多用途性は、工具費を排除すること等によって、製造費を削減するこ
とができる。
【０１８２】
　図５９－６３は、ある点において、上記で説明されたアセンブリのうちの１つ以上、特
にアセンブリ２６００および２７００に類似し得るアセンブリ３０００の別の実施形態を
図示する。したがって、類似の特徴は、「３０」に増分された先頭の数字を用いて、およ
び／または同一あるいは同様の名前を用いて、類似の参照数字で指定される。
【０１８３】
　図５９に示されるように、アセンブリ３０００は、使用前状態にあるときに相互と連結
され、かつ相互から除去することができる、雌キャップ３００２および雄キャップ３００
４を含むことができる。具体的には、雌および雄キャップ３００２、３００４は、密封機
構３０８９を介して相互と連結することができる。図示した実施形態において、密封機構
３０８９は、密封スリーブ３０９１を備える。「連結される」という用語およびその変化
形は、それらの通常の意味で使用され、図１に図示されたもの等の配設を含む。キャップ
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１０２、１０４の接続幾何学形状、接続界面、またはネジ山１２２、１１４は、アセンブ
リ１００が組立または使用前状態であるときに相互に直接係合する。用語はまた、アセン
ブリ３０００が組立または使用前状態にあるときに、キャップ３００２、３００４が相互
に直接接触しないが、相互に対する固定関係でしっかりと保持される、図５９に図示され
たもの等の配設も含む。言い換えれば、キャップ３００２、３００４のそれぞれは、密封
スリーブ３０９１に別個に固定され、したがって、キャップ３００２、３００４は、相互
から離間され、それにもかかわらず、相互に間接的に固定される。
【０１８４】
　図６０は、アセンブリ３０００の分解図である。雌キャップ３００２は、その中へ消毒
剤貯留部またはパッド３０３２が受容される筐体３０１０を含むことができる。雄キャッ
プ３００４は、その中へ弾力性支持材３０７７、消毒剤貯留部またはパッド３０７０、お
よび密封部材３０９０が受容される筐体３０５０を含むことができる。以下でさらに論議
されるように、弾力性支持材３０７７およびパッド３０７０は、雄キャップ３００４の近
位端に向かって密封部材３０９０を押し進めるように構成される、マルチパート付勢部材
３０７６として見なされてもよい。前述のように、「近位」および「遠位」という用語は
、キャップに対して本明細書で使用されるときに、医療デバイスがキャップの近位端に挿
入され、キャップの遠位端に向かって前進させられるように、医療デバイスとのキャップ
の連結に対して使用される。したがって、図示した実施形態において、キャップ３００２
、３００４の近位端は、相互に向かって方向付けられ、キャップ３００２、３００４の遠
位端は、アセンブリ３０００が使用前構成であるときに相互から離れて方向付けられる。
キャップ３００２、３００４の近位端と遠位端との間にある位置において、それぞれ、雌
キャップ３００２は、１つ以上の陥凹３０１６を画定することができ、雄キャップ３００
４は、１つ以上の陥凹３０６２を画定することができる。
【０１８５】
　スリーブ３０９１は、それぞれ、雄および雌キャップ３００４、３００２と相互作用す
るように構成される、端面または縁３０９６、３０９８を含むことができる。スリーブ３
０９１は、雌キャップ３００２の１つ以上の陥凹３０１６の中に受容されるように構成さ
れる１つ以上の突起部３０９９を画定することができる。各突起部３０９９／陥凹３０１
６のペアは、分断特徴、解放機構、または分離支援３００７として協働することができる
。同様に、スリーブ３０９１は、雄キャップ３００４の１つ以上の陥凹３０６２の中に受
容されるように構成される、１つ以上の突起部３０９７を画定することができる。各突起
部３０９７／陥凹３０６２のペアは、分離支援３００８として協働することができる。突
起部３０９７、３０９９および陥凹３０１６、３０６２は、相互に対する回転移動を促進
することができる丸みを帯びた縁（例えば、丸みを帯びた、または半径状のくぼみおよび
頂点）を有することができる。
【０１８６】
　図６１に示されるように、各突起部３０９９は、スリーブ３０９１の縁３０９８の一部
分を含むことができる。また、各突起部３０９９は、反対方向に角度を成す一対の面３０
９９ａ、３０９９ｂを画定することができる。ここでは、「角度を成す」という用語は、
スリーブ３０９１の中心軸を垂直に通過する横断面（図示せず）に対する、任意の好適な
非ゼロ、非１８０度の角度を指す。（縁３０９８に向かって見たときに）時計回り方向へ
縁３０９８に沿って追跡される経路については、経路は、面３０９９ａに沿ってスリーブ
３０９１の長手方向中心から離れるように移動し、経路は、面３０９９ｂに沿ってスリー
ブ３０９１の長手方向中心に向かって移動する。
【０１８７】
　同様に、各突起部３０９７は、スリーブ３０９１の縁３０９６の一部分を含むことがで
き、各突起部３０９７は、一対の反対方向角度を成す面３０９７ａ、３０９７ｂを画定す
ることができる。（縁３０９６に向かって見たときに）時計回り方向へ縁３０９６に沿っ
て追跡される経路については、経路は、面３０９７ａに沿ってスリーブ３０９１の長手方
向中心から離れるように移動し、経路は、面３０９７ｂに沿ってスリーブの長手方向中心
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に向かって移動する。
【０１８８】
　突起部３０９７、３０９９は、スリーブ３０９１の長手方向中心からより大きい距離で
延在し、したがって、それに対してより長いモーメントアームを画定するため、比較的可
撓性となり得る。一部の実施形態において、スリーブ３０９１は、構造的完全性をスリー
ブ３０９１に提供することができ、使用中のスリーブ３０９１の大きな変形、および／ま
たはそこからのキャップ３００２、３００４のうちの１つ以上の除去後のスリーブ３０９
１の破砕を防止または阻止することができる、中央バンドまたは補強リブ３０８８を含む
。図示した補強リブ３０８８は、スリーブ３０９１の中央領域で半径方向内向きに突出す
る。他の実施形態において、補強リブ３０８８は、外向きに延在してもよく、または省略
されてもよい。例えば、一部の実施形態において、スリーブ３０９１は、その全長に沿っ
て均一な厚さを画定してもよい。
【０１８９】
　スリーブ３０９１は、外面３０８２および内面３０８３を画定し、そのそれぞれは、縁
３０９６、３０９８から離れるように延在する。内面３０８３は、その中へ雄および雌キ
ャップ３００４、３００２の近位端を受容することができる、空洞、開口部、または管腔
３０８４を画定することができる。「外面」および「内面」という用語は、使用前状態（
例えば、図５９に示された構成）であるときのアセンブリ３０００に対して使用される。
したがって、アセンブリ３０００が組立状態であるときに、内面３０８３は、アセンブリ
３０００を包囲する環境に暴露されないように、アセンブリ３０００の内部にあり、外面
３０８３は、環境に暴露され、ユーザによって把持または別様に接触されてもよいように
、アセンブリの外部にある。本明細書の先述の部分では、「内部」および「外部」という
用語は時折、アセンブリが使用前状態であるときに、あるキャップの内向きに方向付けら
れた表面および外向きに方向付けられた任意の部分が、これらのキャップを含むアセンブ
リの実際に内部にあるかどうかにかかわらず、これらの表面に関して使用されてもよいこ
とに留意されたい。スリーブ３０９１の内面３０８３はまた、以下でさらに論議されるよ
うに、それによってそれぞれキャップ３００４、３００２をスリーブ３０９１に連結する
ことができる、接続界面３０９３（図６１）および接続界面３０９５を画定することがで
きる。
【０１９０】
　図６２Ａ－６２Ｃおよび６４を参照すると、雌キャップ３００２の筐体３０１０は、閉
鎖遠位端と開放近位端との間に延在することができる。閉鎖遠位端は、それを通る流体流
動を可能にせず、筐体３０１０の内部と外部環境との間の障壁としての機能を果たす。筐
体３０１０の開放近位端は、雌キャップに関して上記で説明された医療用コネクタのうち
のいずれか等の医療用コネクタの少なくとも一部分をその中に受容するように構成される
。筐体３０１０は、開放近位端を画定する側壁３０１２と、閉鎖遠位端の少なくとも一部
分を画定する基礎壁３０１３とを含むことができる。
【０１９１】
　筐体３０１０は、図示した実施形態において、実質的に円筒形に成形される、その近位
端の付近の本体領域３０３６を含むことができる。ハンドル３０３７は、キャップ３００
２の遠位端に載置されるために、本体領域３０３６から延在することができる。ハンドル
３０３７は、上記で論議される把持特徴１０３のうちのいずれか等の任意の好適な把持特
徴３００３を備えることができる。図示した実施形態において、把持特徴３００３は、キ
ャップ３００２を保持する、および／またはねじるために、ユーザが押し付けることがで
きる便利な表面を提供するように構成される、対向グリップ領域または把持プラットフォ
ーム３０３８を備える。
【０１９２】
　図６２Ｂに示されるように、図示した把持プラットフォーム３０３８は、筐体３０１０
の中心長手軸Ａ（図６２Ａに示される）に沿って延在する、長手方向面ＬＰに対して類似
している。各把持プラットフォーム３０３８は、近位から遠位の方向へ、長手方向面ＬＰ
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に向かって本体領域３０３６から半径方向内向きに角度を成す。把持プラットフォーム３
０３８は、それらの遠位端よりも、それらの近位端で急な角度を成す。角度付きプラット
フォーム３０３８、特にその急な角度を成す部分は、遠位から近位の方向へ力が引加され
てもよい、便利な表面を提供する。図示した実施形態において、プラットフォーム３０３
８は、丸みを帯びた遷移部において相互に円滑に接合される、２つの実質的に平面的な領
域を画定する。プラットフォーム３０３８は、近位方向に向けられる指先を実質的の補完
する外形を画定することができる。
【０１９３】
　図６２Ａに示されるように、図示した把持プラットフォーム３０３８はまた、近位から
遠位の方向へ筐体３０１０の中心長手軸Ａに向かって内向きにテーパ状になる。示されて
いる立面図では、プラットフォーム３０３８は、実質的に卵形である。プラットフォーム
３０３８は、ユーザの親指および別の指（例えば、人差し指）の指先の間で保持されるよ
うにサイズ決定および成形されるが、他の把持構成もまた、図示した配設とともに効率的
に採用されてもよい。プラットフォーム３０３８は、長手軸Ａの周囲でキャップ３００２
を回転させるために、トルクが引加されてもよい、便利な表面を提供する。
【０１９４】
　図６２Ａ－６２Ｃを参照すると、キャップ３００２は、本体領域３０３６の近位端にお
いて半径方向内向きに延在する、リップ、周縁、またはフランジ３０１５を含むことがで
きる。フランジ３０１５は、スリーブ３０９１の縁３０９８に接触して、キャップ３００
２がスリーブ３０９１に過剰に深く挿入されることを防止することができる。フランジ３
０１５は、上述の１つ以上の陥凹３０１６を画定することができる。
【０１９５】
　図６２Ｂを再び参照すると、各陥凹３０１６は、反対方向に角度を成すフランジ３０１
５の一対の面３０１６ａ、３０１６ｂによって少なくとも部分的に画定することができる
。角度は、筐体３０１０の中心軸Ａを垂直に通過する横断面ＴＰに対する、任意の好適な
非ゼロ、非１８０度の角度となり得る。具体的には、面３０１６ａは、横断面ＴＰに対す
る角度αを画定することができ、面３０１６ｂは、横断面ＴＰに対する角度βを画定する
ことができる。図示した実施形態において、角度α、βは同じであるが、他の配設が可能
である（以下でさらに論議されるように）。（フランジ３０１５に向かって見たときに）
時計回り方向へフランジ３０１５に沿って追跡される経路については、経路は、面３０１
６ａに沿って近位に移動し、経路は、面３０１６ｂに沿って遠位に移動する。面３０１６
ａ、３０１６ｂは、その少なくとも一部分を覆って実質的に平面的となり得て、スリーブ
３０９１の面３０９９ａ、３０９９ｂにそれぞれ相補的に接触するように構成することが
できる。面３０１６ａ、３０１６ｂの付加的な論議が、図６５Ａ－６５Ｂに関して以下で
提供される。
【０１９６】
　筐体３０１０は、外面３０１８および内面３０１９を画定し、そのそれぞれは、フラン
ジ３０１５から離れて延在する。キャップ３００２の内面３０１９は、側壁３０１２の外
向きに方向付けられた表面、側壁３０１２の近位端３０２４、および側壁３０１２の内向
きに方向付けられた表面を含むことができる（図６２Ｃおよび６４参照）。内面３０１９
の外向きに方向付けられた部分は、キャップ３００２をスリーブ３０９１に接続するため
に、スリーブ３０９１の接続界面３０９５と相互作用または係合するように構成される接
続界面３０４０を画定することができる。図示した実施形態において、接続界面３０４０
、３０９５は、摩擦嵌合式係合を介して相互と連結する。例えば、スリーブ３０９１の接
続界面３０９５の内径は、キャップ３００２の接続界面３０４０の外径よりもわずかに小
さくなり得る。摩擦嵌合は、キャップ３００２とスリーブ３０９１との間に流体密密封を
提供するように十分強力となり得るが、（例えば、補助ツールを使用することなく）ユー
ザによる操作を介して、キャップ３００２がスリーブ３０９１から除去されることを可能
にすることができる。流体密密封は、使用前構成であるときにアセンブリ３０００の内部
からの消毒剤の蒸発損失を防止することができ、および／またはアセンブリ３０００の内
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部部分の滅菌状態を維持することができる。他の、またはさらなる実施形態において、接
続界面３０４０、３０９５は、ネジ山および／または他の好適な取付け特徴を含むことが
できる。図示した実施形態において、接続界面３０９５の近位部分は、キャップ３００２
をスリーブ３０９１に接続するときにスリーブ３０９１に対してキャップ３００２を中心
に置くのに役立つことができる、面取り３０２０を含む。
【０１９７】
　筐体３０１０の近位端３０２４（内面３０１９の近位端、より一般的には側壁３０１２
の近位端でもある）は、上記で論議される密封阻止物質２８２５等の密封阻止物質３０２
５を画定することができる。具体的には、密封阻止物質３０２５は、上記で論議される接
触領域２８２６および排出領域２８２７等の１つ以上の接触領域３０２６および１つ以上
の排出領域３０２７を含むことができる。図示した実施形態において、密封阻止物質３０
２５は、相互とは正反対である２つの接触領域３０２６を含み、また、相互とは正反対で
あり、接触領域から角度離間している、２つの排出領域２８２７も含む。例えば、上記で
論議される密封阻止物質２６２５等の、密封阻止物質３０２５の他の構成も可能である。
【０１９８】
　図６２Ｃおよび６４を参照すると、側壁３０１２の内面３０１９の内向きに方向付けら
れた部分は、接続界面３０３０を含むことができる、消毒チャンバ３０２２を画定するこ
とができる。上記で論議されるように、任意の好適な接続システムが接続界面３０３０に
使用されてもよい。図示した実施形態において、接続界面は、ネジ山３０３１を含む。接
続界面３０３０は、確実であるが選択的に取外し可能な方式で、キャップ３００２を医療
用コネクタに取り付けるように構成することができる。例えば、キャップ３００２は、雌
キャップの他の実施形態に関して上記で説明されたものを含む、任意の好適な医療用コネ
クタと任意の好適な方式で接続することができる。他の実施形態において、接続界面３０
３０は、コネクタの外向きに延在するリブを覆ってスナップするように構成されるラッチ
または突起物を含んでもよく、またはそれを覆って医療用コネクタの１つ以上のラッチま
たは突起物がスナップしてもよい、１つ以上の外向きに延在するリブを含んでもよい。
【０１９９】
　消毒チャンバ３０２２の近位部分は、チャンバの遠位延長部３０２３より大きくなり得
る。図示した実施形態において、消毒チャンバ３０２２は、３つの実質的に切頭円錐形の
領域を画定する。近位領域は、遠位方向に断面積が減少する、わずかにテーパ状の外側境
界を有し、中間領域は、遠位方向に断面積がより急速に減少する、より顕著なテーパ状の
外側境界を有し、遠位領域または遠位延長部３０２３は、近位領域と同じ割合で遠位方向
に断面積が減少する、わずかにテーパ状の外側境界を有する。中間および遠位領域は、そ
れぞれ、把持プラットフォームの近位および遠位領域と対応する。
【０２００】
　消毒チャンバ３０２２の収縮した中間領域は、キャップ３００２が医療用コネクタに固
定されたときに、反力をパッド３０３２の遠位端に提供することができる。反力は、パッ
ド３０３２が遠位延長部３０２３の中へ押し進められることを防止するように十分となり
得る。図示した実施形態において、ネジ山３０３１はまた、抵抗力も提供する。キャップ
３００２が医療用コネクタに連結される際のパッド３０３２の軸方向圧縮は、コネクタを
拭き、上記で説明されたような方式で、医療用コネクタと接触するようにパッド３０３２
から消毒剤３０３３を送達することができる。一部の実施形態において、パッド３０３２
は、医療用コネクタがキャップ３００２から分断された後に使用前の形状を回復するため
に、弾力的に変形可能であってもよい。他の実施形態において、パッド３０３２は、代わ
りに、塑性的に変形可能であってもよい。
【０２０１】
　図示した実施形態において、パッド３０３２は、パッド３０３２が弛緩配向であるとき
に、その長手方向長さに沿って断面が実質的に正方形である（図６０参照）。そのような
配設は、パッド３０３２の製造と関連付けられる材料費を促進および／または削減するこ
とができる。パッド３０３２の少なくとも一部分（例えば、その角）は、パッド３０３２
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が筐体３０１２内に載置されたときに半径方向に圧縮されてもよい。他の長方形の断面も
パッド３０３２にとって可能であり、他の、またはさらなる実施形態において、パッド３
０３２は、その長手方向長さの一部分のみに沿って長方形の断面を画定してもよい。他の
実施形態において、パッド３０３２の少なくとも一部分は、円形、楕円形、または他の卵
形の形状等の丸い断面を画定してもよい。例えば、パッド３０３２は、円形断面を有する
よう円筒形となり得る。パッド３０３２は、任意の他の好適な形状を画定してもよく、ア
センブリ３０００が使用前状態であるときに半径方向に圧縮されてもされなくてもよい。
【０２０２】
　図６３Ａ－６３Ｃを参照すると、雄キャップ３００４の筐体３０５０は、閉鎖遠位端と
開放近位端との間に延在することができる。閉鎖遠位端は、それを通る流体流動を可能に
せず、筐体３０５０の内部と外部環境との間の障壁としての機能を果たす。筐体３０５０
の開放近位端は、その中に医療用コネクタの少なくとも一部分を受容するように構成され
る。具体的には、筐体３０５０の開放近位端は、医療用コネクタの雄突起部の少なくとも
一部分を受容するようにサイズ決定および成形される。例えば、筐体３０５０の開放近位
端は、上記で説明された雄ルアー２０２０等の雄ルアーの少なくとも一部分を受容するよ
うに構成することができる。筐体３０５０は、開放近位端を画定する側壁３０５２と、閉
鎖遠位端の少なくとも一部分を画定する基礎壁３０５４とを含むことができる。
【０２０３】
　（例えば、図６３Ａおよび６３Ｂで）外部から見ると、筐体３０５０の遠位端の形状お
よび／または構成は、上記で論議される、雌キャップ３００２の筐体３０１０の遠位端と
同様または同一となり得る。例えば、図示した実施形態において、筐体３０５０は、外部
から見ると、キャップ３００２の同等に番号を付けられた特徴と同一である、本体領域３
０３６、および把持プラットフォーム３０３８を有するハンドル３０３７を含む。したが
って、図５９および６４で見ることができるように、アセンブリ３０００が使用前状態で
あるときに、その外部は、３つの相互に垂直な面に対して対称となり得る。他の配設も可
能である。
【０２０４】
　図６３Ａ－６３Ｃを引き続き参照すると、筐体３０５０は、本体領域３０３６の近位端
において半径方向内向きに延在する、リップ、周縁、またはフランジ３０６１を含むこと
ができる。フランジ３０６１は、スリーブ３０９１の縁３０９６に接触して、キャップ３
００４がスリーブ３０９１に過剰に深く挿入されることを防止することができる。フラン
ジ３０６１は、上述の１つ以上の陥凹３０６２を画定することができる。
【０２０５】
　図６３Ｂを参照すると、各陥凹３０６２は、反対方向に角度を成すフランジ３０６１の
一対の面３０６２ａ、３０６２ｂによって、少なくとも部分的に画定することができる。
角度は、キャップ３００４の中心軸を垂直に通過する横断面ＴＰに対する、任意の好適な
非ゼロ、非１８０度の角度となり得る。具体的には、面３０６２ａは、横断面ＴＰに対す
る角度α’を画定することができ、面３０６２ｂは、横断面ＴＰに対する角度β’を画定
することができる。図示した実施形態において、角度α’、β’は同じであるが、他の配
設が可能である（以下でさらに論議されるように）。また、図示した実施形態において、
角度α’、β’は、キャップ３００２の面３０１６ａ、３０１６ｂによって画定される角
度α、βと同一である。（フランジ３０６１に向かって見たときに）時計回り方向へフラ
ンジ３０６１に沿って追跡される経路については、経路は、面３０１６ａに沿って近位に
移動し、経路は、面３０１６ｂに沿って遠位に移動する。面３０１６ａ、３０１６ｂは、
その少なくとも一部分を覆って実質的に平面的となり得て、スリーブ３０９１の面３０９
７ａ、３０９７ｂにそれぞれ相補的に接触するように構成することができる。
【０２０６】
　雄キャップ３００４は、外面３０６５および内面３０６６を画定し、そのそれぞれは、
フランジ３０６１から離れるように延在する。キャップ３００４の内面３０６６は、側壁
３０５２の外向きに方向付けられた表面、側壁３０５２の近位端、および側壁３０５２の
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内向きに方向付けられた表面を含むことができる（図６３Ｃおよび６４参照）。内面３０
６６の外向きに方向付けられた部分は、キャップ３００４をスリーブ３０９１に接続する
ために、スリーブ３０９１の接続界面３０９３と相互作用または係合するように構成され
る接続界面３０８０を画定することができる。接続界面３０８０、３０９３は、上記で論
議される接続界面３０４０、３０９５に類似することができる。加えて、接続界面３０８
０の近位端にある側壁３０５２の一部分は、これらの構成要素の接続中に、スリーブ３０
９１に対してキャップ３００４を中心に置くのに役立つことができる、面取り３０６７を
含むことができる。
【０２０７】
　キャップ３００４の側壁３０５２は、接続界面３０８０から近位に延在する、延長部、
細長い部分、または突起３０５５を画定することができる。突起３０５５は、雄突起部を
含む医療用コネクタと連結するように構成することができる。突起３０５５は、連結を達
成するように構成される接続界面３０４２を含む。図示した実施形態において、突起３０
５５は、実質的に円筒形であり、接続界面３０４２は、円筒の外向きの表面に載置される
、１つ以上のネジ山３０４３を備える。上記で説明されたもののうちのいずれか等の、任
意の他の好適な接続界面３０４２が可能である。図６４に示されるように、アセンブリ３
０００が使用前状態であるときに、突起３０５５の近位端は、アセンブリ２６００に関し
て上記説明されるような方式で、雌キャップ３０２２の消毒チャンバ３０２２の近位端の
中へ延在することができる。図示した実施形態において、スリーブ３０９１の補強リブ３
０８８は、アセンブリ３０００の長手方向中心にあり得て、突起３０５５は、補強リブ３
０８８を通って延在することができる。
【０２０８】
　図６３Ｃおよび６４を参照すると、側壁３０５２の内面３０６６の内向きに方向付けら
れた部分は、突起３０５５の近位端（すなわち、キャップ３００４の開放近位端）から基
礎壁３０５４まで延在することができる、消毒チャンバ３０５８を画定することができる
。消毒チャンバ３０５８の近位部分は、医療用コネクタの雄突起部分との流体密密封を形
成するように構成することができる、近位密封領域３０７１を含むことができる。例えば
、密封領域３０７１は、それとともに雄キャップ３００４が使用されるように構成される
、医療用コネクタの雄突起部の外面に相補的に成形されてもよい。図示した実施形態にお
いて、近位密封領域３０７１は、雄ルアーの一部分が密封領域３０７１との密封を形成す
ることができるように、上記で論議されるようなＩＳＯルアー標準に準拠する、実質的に
切頭円錐形の表面３０７２を備える。切頭円錐形の表面３０７２は、遠位方向に直径が減
少するようテーパ状となり得る。他の実施形態において、消毒チャンバ３０５８の近位部
分は、医療用コネクタの雄突起部との流体密密封を形成するように構成されなくてもよい
。
【０２０９】
　消毒チャンバ３０５８は、さらに中間密封領域３０７３を含むことができる。図示した
実施形態において、中間密封領域は、遠位方向に直径が増加する、側壁１０５２の短い実
質的に切頭円錐形の部分によって画定される、周縁、隆起、リップ、または棚３０７４に
よって形成される。密封部材３０９０の近位表面の外縁は、棚３０７４が密封部材３０９
０をチャンバ３０５８内で維持することができるように、棚３０７４の最小内径よりも大
きい外径を画定することができる。棚３０７４はまた、以下でさらに論議されるように、
アセンブリ３０００が使用前状態であるときに、チャンバ３０５８を密封するように密封
部材３０９０と協働することもできる。
【０２１０】
　図示した実施形態において、消毒チャンバ３０２２の長い遠位延長部３０７５は、棚３
０７４から遠位に延在することができる。遠位延長部３０２３は、遠位方向に断面積が次
第に減少する、わずかにテーパ状の外側境界を有する。消毒チャンバ３０２２は、その遠
位領域内に支持支柱３０６８を含むことができる。支持支柱３０６８は、基礎壁３０５４
および側壁３０５２の両方と一体的に形成することができ、かつ弾力性支持材３０７７が
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寄り掛かることができる剛性表面を提供することができる。支持支柱３０６８は、弾力性
支持材３０７７が支持支柱３０６８の近位端を通り過ぎてチャンバ３０２２内で遠位に延
在することを防止する、停止部の役割を果たすことができる。しかしながら、場合によっ
ては、弾力性支持材３０７７の遠位部分は、医療用コネクタがキャップ３００４と連結さ
れたときに、支持支柱３０６８の近位端をわずかに通り過ぎて遠位に延在するよう変形し
てもよい。支持支柱３０６８は、そうでなければキャップ３００４のハンドル３０３７部
分を形成するために使用される場合がある、材料の量を削減することができる。
【０２１１】
　支柱または基礎要素と呼ばれ得る弾力性支持材３０７７は、そこから消毒剤３０３３を
押し進めるよう消毒剤貯留部またはパッド３０７０を圧迫することができる、基礎を提供
するように構成することができる。したがって、弾力性支持材３０７７は、パッド３０７
０よりも硬質、剛性、または低柔軟となり得て、パッド３０７０が同じ力を受けて圧縮す
るよりも小さい程度に所与の力を受けて圧縮するように構成することができる。例えば、
種々の実施形態において、弾力性支持材３０７７は、パッド３０７０よりも約２、３、ま
たは４倍以上硬質となり得る。
【０２１２】
　弾力性支持材３０７７は、弛緩配向からの支持材３０７７の圧縮が復元力を生じるよう
に弾力的に変形可能となり得る。弾力性支持材３０７７は、圧縮力の除去時に弛緩配向に
自然に戻ることができる。弾力性支持材３０７７は、任意の好適な弾力的に変形可能な材
料を含むことができる。一部の実施形態において、弾力性支持材３０７７は、シリコーン
等のエラストマー材料を含む。ある実施形態において、弾力性支持材３０７７は、パッド
３０７０から放出される消毒剤３０３３が弾力性支持材３０７７の中へほとんど受容され
ないか、または全く受容されないように、閉鎖構成（例えば、独立気泡発泡体）を含むか
、またはそうでなければ非吸収性である。他の、またはさらなる実施形態において、弾力
性支持材３０７７は、バネ（例えば、圧縮コイルバネ）を備えてもよい。
【０２１３】
　図示した実施形態において、弾力性支持材３０７７の遠位端が、側壁３０５２の内面３
０６６に対してしっかりと着座する。弾力性支持材３０７７は、パッド３０７０から放出
される消毒剤３０３３が消毒チャンバ３０５８の遠位領域から移動することを防止しても
よい、側壁３０５２との流体密密封を形成してもよい。むしろ、消毒剤３０３３は、医療
用コネクタの雄突起部と接触するようにそれを押し進めることができる、消毒チャンバ３
０５８の近位領域に拘束することができる。
【０２１４】
　パッド３０７０は、他のパッド（場合によっては塑性的に変形可能な材料を含む）に関
して上記で説明されたもの等の任意の好適な材料を含むことができ、弾力的または弾力性
的に変形可能であってもよい。一部の実施形態において、パッド３０７０は、任意の好適
な接着剤または他の取付け機構を介して弾力性支持材３０７７に取り付けられるが、他の
実施形態において、そのような取付け機構は使用されない。例えば、パッド３０７０およ
び弾力性支持材３０７７は、いったんキャップ３００４が組み立てられると（例えば、い
ったん支持材３０７７、パッド３０７０、および密封部材３０９０が支持支柱３０６８と
棚３０７４の間に載置されると）、これらの構成要素のうちの１つ以上のわずかな長手方
向圧縮により、相互に接触して維持されてもよい。同様に、パッド３０７０は、密封部材
３０９０に取り付けられてもよく、または、わずかに圧縮状態にある、パッド３０７０お
よび／または支持材３０７７の弾力性により、そのような取付けを伴わずに、密封部材３
０９０に対して実質的固定された配向を維持してもよい。
【０２１５】
　図示した実施形態において、パッド３０７０が弛緩配向にあるときに、パッド３０７０
は、その全長手方向長さに沿って断面が実質的に正方形である（図６０参照）。そのよう
な配設は、パッド３０７０の製造と関連付けられる製造費を促進および／または削減する
ことができる。パッド３０７０の少なくとも一部分（例えば、その角）は、パッド３０７
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０が筐体３０５２内に載置されたときに半径方向に圧縮されてもよい。他の長方形の断面
もパッド３０７０にとって可能であり、他の、またはさらなる実施形態において、パッド
３０７０は、その長手方向長さの一部分のみに沿って長方形の断面を画定してもよい。他
の実施形態において、パッド３０７０の少なくとも一部分は、円形、楕円形、または他の
卵形の形状等の丸い断面を画定してもよい。例えば、パッド３０７０は、円形断面を有す
るよう円筒形となり得る。パッド３０７０は、任意の他の好適な形状を画定してもよく、
アセンブリ３０００が使用前状態であるときに半径方向に圧縮されてもされなくてもよい
。
【０２１６】
　前述のように、パッド３０７０および支持材３０７７は、一部の実施形態において、二
部品付勢部材３０７６として協働することができる。上記で説明されたもの等の、任意の
他の好適な付勢部材３０７６が利用されてもよいことを理解されたい。付勢部材３０７６
は、棚３０７４と密封接触するように、密封部材３０９０を近位方向に押し進めることが
できる。したがって、密封は、流体密であってもよく、液体であろうと蒸気形態であろう
と、消毒剤３０３３が、医療用コネクタへのキャップ３００４の連結前に、キャップ３０
０４の近位端を通して消毒チャンバ３０５８から退出することを防止してもよい。この近
位密封は、アセンブリ３０００が使用前構成であるときに、ならびにアセンブリ３０００
が開かれたときの雄および雌キャップ３００４、３００２の分離後に、適所にあってもよ
い。
【０２１７】
　図示した密封部材３０９０は、円筒形領域および円錐形領域を含む、単一の材料を含む
。円錐領域は、上記で説明されたような方式で、雄医療用コネクタの突起の先端と密封を
形成することに良く適することができる。場合によっては、円錐領域の頂点は、医療用コ
ネクタがキャップ３００４と連結されたときに、ルアー２０２０の管腔２０２２内に受容
することができる（例えば、図６６Ａ参照）。密封部材３０９０は、例えば、シリコーン
および／または他の密封に関して上記で論議される材料のうちのいずれか等の、任意の好
適な材料で形成することができる。一部の実施形態において、密封部材３０９０は、パッ
ド３０７０よりも硬質、剛性、および／または低柔軟となり得る。
【０２１８】
　図６５Ａおよび６５Ｂは、アセンブリ３０００から雄キャップ３００４を除去する方法
における段階を図示する。一部の実施形態において、除去過程で分離支援３００８を使用
することが特に有利となり得る。例えば、場合によっては、キャップ３００４とスリーブ
３０９１との間の流体密密封は、比較的緊密となり得て、および／または分離支援３００
８がキャップ３００４の除去を容易にすることができるように、わずかな真空がアセンブ
リ３０００内に存在してもよい（および／またはキャップ３００４がアセンブリ３０００
から除去されるにつれて発生してもよい）。
【０２１９】
　図６５Ａは、相互と接触している表面３０６１、３０９６の面３０６２ａ、３０９７ａ
および３０６２ｂ、３０９７ｂを有する、使用前状態にあるアセンブリ３０００を図示す
る。それぞれの対になった一式の表面は、分離支援３００８を構成する。図示した実施形
態において、アセンブリ３０００は、約９０度の間隔で相互から回転方向に離間された４
つの分離支援３００８を含む。ここで、面３０６２ｂ、３０９７ｂを含む、上部分離支援
３００８に焦点を当てると、面３０６２ｂは、約２０度の角度β’（図６３Ｂ参照）を画
定することができる。スリーブ３０９１の面３０９７ｂは、同じ角度であるが、反対に方
向付けられる。
【０２２０】
　スリーブ３０９１からキャップ３００４を分離するために、キャップ３００４をスリー
ブ３０９１に対して回転させることができる。図示した実施形態において、キャップ３０
０４は、反時計回りに回転させられ、それは面３０６２ｂ、３０９７ｂを相互に相互作用
させ、相互を通り過ぎて摺動させることができる。したがって、図６５Ｂの矢印によって
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示されるように、回転運動が、スリーブ３０９１から離れる方向のキャップ３００４の並
進移動に変換させられるにつれて、キャップ３００４は、スリーブ３０９１に対してカム
作用することができる。
【０２２１】
　表面３０６２ａ、３０６２ｂの角度α’、β’（図６３Ｂ）が同一である場合、キャッ
プ３００４が時計回りまたは反時計回り方向のいずれに回転させられようと、同じ機械的
利益が存在し得る。他の実施形態において、分離支援３００８は、キャップ３００４が１
つの所定の方向（例えば、時計回りまたは反時計回り）に回転させられたときにのみ、ス
リーブ３０９１からキャップ３００４を分離することに役立つように構成することができ
る。例えば、一対の面３０６２ａまたは一対の面３０６２ｂが、図６３Ｂに示されるよう
な分離を可能にするために、それぞれ、２０度の角度α’またはβ’を画定してもよい一
方で、他方の一対の面３０６２ａ、３０６２ｂは、キャップ３００４の回転および分離を
防止するために、約９０度の角度であってもよい（すなわち、キャップ３００４の中心軸
とほぼ平行であるか、または中心軸を通って延在する）。他の実施形態において、面３０
６２ａ、３０６２ｂのうちの１つ以上は、α’、β’よりも大きいか、または小さい角度
であってもよい。例えば、角度α’、β’のうちの１つ以上は、約１５、２０、３０、４
５、６０、または７５度以下、あるいは約１５、２０、３０、４５、６０、または７５度
以上であってもよい。分離支援３００８の他の構成も可能である。例えば、一部の実施形
態において、陥凹３０６２および突起部３０９９の補完的な表面は、前述のような角度を
画定することができるが、表面は、丸みを帯びるか、または別様に非平面的であってもよ
い。
【０２２２】
　分離支援３００７に関する先述の論議は、分離支援３００８に等しく該当する。図示し
た実施形態において、分離支援３００７、３００８は、実質的に同一である。スリーブ３
０９１は、そのいずれか一方の端部がキャップ３００２、３００４と接続してもよいよう
に、可逆的であってもよい。他の実施形態において、分離支援３００７、３００８の配設
は、相互に異なってもよい。例えば、分離支援３００７の平面は、異なる量の分離力を提
供するために、分離支援３００８の平面よりも大きい、または小さい角度であってもよい
。また、一部の実施形態において、アセンブリ３０００は、分離支援３００８の数に等し
い、いくつかの分離支援３００７を含むが、他の実施形態において、アセンブリ３０００
は、分離支援３００８の数と比較して、より多い、または少ない分離支援３００７を含ん
でもよい。アセンブリ２７００に関して上記で論議されるものを含む、分離支援３００７
、３００８の他の配設が検討される。他の実施形態は、分離支援３００７、３００８が欠
けていてもよい。また、場合によっては、ユーザは、（例えば、相互に対してキャップ３
００２、３００４を回転させることなく）実質的に長手方向のみにアセンブリ３０００か
らキャップ３００２、３００４のうちの１つ以上を除去してもよい。
【０２２３】
　図６６Ａ－６６Ｄは、図示した実施形態では雄ルアー２０２０である、雄突起部２０１
９を含む医療デバイス２０００と連結されているキャップ３００４の連続段階を図示する
。上述のように、雄突起部２０１９の他の配設も検討される。突起部２０１９の先端２０
２１は、密封部材３０９０に接触する前に消毒チャンバ３０５８内に受容することができ
る。言い換えれば、密封部材３０９０は、雄ルアーが密封部材３０９０に接触する前に、
雄ルアー２０２０の少なくとも一部分が側壁３０５２内に受容されることを可能にするよ
うに十分大きい距離だけ、側壁３０５２の近位端に対して陥凹することができる。
【０２２４】
　手技の図示した段階では、ルアー２０２０は、密封部材３０９０に接触するように、お
よびそれとの密封を形成するように、消毒チャンバ３０５８の中へ十分遠く前進させられ
ている。キャップ３００４の接続界面３０４２は、この段階では、まだ医療用コネクタ２
０００の接続界面２０１２に係合されておらず、密封部材３０９０は、密封部材３０９０
と棚３０７４との間の近位密封を破るために、消毒チャンバ３０５８内で遠位に移動し始
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めている。
【０２２５】
　図６６Ｂでは、ルアー２０２０は、消毒チャンバ３０５８の中へわずかにさらに遠く前
進させられており、それにより、パッド３０７０をいくぶん圧縮し、パッド３０７０から
消毒剤３０３３を押し出す。密封部材３０９０は、流体経路が密封部材３０９０の外部の
周囲に存在するように、消毒チャンバ３０５８のこの部分の内径よりも短い外側距離を画
定することができる。言い換えれば、密封部材３０９０は、開口部、間隔、または間隙が
密封部材２４９０と側壁２４５２との間に延在するように、密封部材３０９０の周囲また
は最外周が側壁３０５２から離間している位置まで遠位に押し進められている。この開口
部は、流体ポートとして機能してもよい。
【０２２６】
　したがって、消毒剤３０３３は、側壁３０５２の内面３０６６と、弾力性支持材３０７
７、パッド３０７０、密封部材３０９０、およびルアー２０２０の外面との間に存在する
、密封部材３０９０および／または開放領域の任意の他の部分の周囲を流れることができ
る。消毒チャンバ３０５８の中へのルアー２０２０のさらなる前進は、消毒剤３０３３に
、この開放領域を充填させることができる。しかしながら、消毒剤３０３３は、ルアー２
０２０と密封部材３０９０との間の密封により、ルアー２０２０の管腔２０２２の中へ進
入しない。消毒チャンバ３０５８の中へのルアー２０２０のさらなる前進はまた、パッド
３０７０が圧縮されるにつれて、増加する復元力により、ルアー２０２０と密封部材３０
９０との間の密封を強化することができる。
【０２２７】
　パッド３０７０は、弾力性支持材３０７７よりも軟質または柔軟であるため、パッド３
０７０は、この段階では、弾力性支持材３０７７よりも大きい程度に圧縮されている。確
かに、一部の実施形態において、弾力性支持材３０７７は、この段階では、わずかのみ圧
縮してもよく、または全く圧縮しなくてもよい。
【０２２８】
　図示した実施形態において、界面３０４２、２０１２は、この段階では、まだ相互と連
結していない。しかしながら、他の実施形態において、界面３０４２、２０１０は、ルア
ー２０２０を消毒チャンバ３０５８の中へ引き込むために、この段階で、または以前の段
階で、相互とすでに協働していてもよい。
【０２２９】
　図６６Ｃでは、ルアー２０２０は、消毒チャンバ３０５８の中へさらにもっと前進させ
られており、それにより、より大きい程度にパッド３０７０を圧縮し、消毒チャンバ３０
５８の内部領域の中へ付加的な消毒剤３０３３を押し進める。図示した実施形態において
、弾力性支持材３０７７は、図６６Ｃに示された段階で、その構成に対してわずかに圧縮
されているものとして示されている一方で、パッド３０７０は、消毒剤３０３３の全てま
たはほぼ全てがそこから押し進められるように、ほぼ完全に圧縮されている。接続界面３
０４２、２０１２の間の協働は、パッド３０７０および／または弾力性支持材３０７７の
圧縮を促進することができる。
【０２３０】
　ルアー２０２０の外面は、側壁３０５２のルアーテーパ状表面３０７２とほぼ平行かつ
接触しているように見えるが、この領域では、流体密密封はまだ形成していない。したが
って、消毒剤３０３３は、チャンバ３０５８内にあるルアー２０２０の部分を覆うことが
許可されてもよい一方で、一部の実施形態において、消毒剤３０３３のわずかな部分も、
消毒チャンバ３０５８から退出することが許可されてもよい。したがって、消毒チャンバ
３０５８内にあるルアー２０２０の部分チャンバ３０５８内にあるルアー２０２０の部分
は、それにより消毒されるために、消毒剤３０３３に接触してもよい。
【０２３１】
　図６６Ｄは、ルアー２０２０が側壁３０５２のルアーテーパ状表面３０７２との密封を
形成するように、ルアー２０２０が消毒チャンバ３０５８の中へさらにもっと前進させら
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れている、最終または完全連結段階、あるいはストローク終了配向を図示する。消毒剤３
０３３は、ルアー２０２０および密封部材３０９０によって形成される密封と、ルアー２
０２０および側壁３０５２によって形成される密封との間にある、消毒チャンバ３０５８
の全ての開放部分の中で保持することができる。図示した実施形態において、先端２０２
１の全体または大部分を含む、ルアー２０２０の比較的大部分が、消毒剤３０３３の部分
と継続的に接触しており、したがって、保持される。ルアー２０２０のこの部分は、消毒
剤３０３３によって浸し、それにより、消毒することができる。他の実施形態において、
ルアー２０２０の大部分を浸すことができる。
【０２３２】
　弾力性支持材３０７７の変形可能な性質は、パッド３０７０が完全に圧縮された後でさ
えも、パッド３０７０の遠位移動を可能にすることができる。そのような配設は、ルアー
２０２０の一連の許容長さを可能にすることができる。例えば、図面に図示されたものよ
りも短いルアー２０２０が、そこから全ての消毒剤を放出するために、依然としてパッド
３０７０を完全に圧縮できてもよい。
【０２３３】
　他の実施形態において、医療用コネクタ２０００は、上記で論議されるようなルアー２
０２０以外の雄突起部を含んでもよい。一部の実施形態において、表面３０７２は、それ
との密封を形成するために、そのような突起部の外面に相補的に成形されてもよい。なお
も他の実施形態において、側壁３０５２は、突起部との密封を形成しなくてもよい。
【０２３４】
　ルアー２０２０がチャンバ３０５８から除去されると、パッド３０７０および／または
弾力性支持材３０７７（すなわち、付勢部材３０７６）の回復力が、ルアー２０２０と密
封部材３０９０との間の密封を維持することができ、それは、消毒剤がルアー２０２０の
管腔２０２２の中へ進入することを防止することができる。
【０２３５】
　図６７－６９のそれぞれは、図３２－３４のキャップ１９０２に関して上記で説明され
たもの等の方式で、異なる無針注射部位２０４０、２０６０、２０８０と連結された雌キ
ャップ３００２を図示する。より一般的には、雌キャップ３００２は、他の雌キャップに
関して上記で論議される方式等の、各種類の医療用コネクタを消毒する確実な様式で、種
々の異なる種類の医療用コネクタのうちのいずれかと連結することができる。
【０２３６】
　図６８に示されるように、いくつかの配設では、密封阻止物質３０２５の一部分が、無
針注射部位２０６０の外向きに突出する表面２０６９に接触することができる。具体的に
は、キャップ３００２の近位端３０２４は、キャップ３００２が無針注射部位２０６０と
完全に連結されたときに、２つの別個の接触領域３０２６における表面２０６９に接触す
ることができる。排出領域３０２７（図６８には示されていない、図６２Ａおよび６２Ｂ
参照）では、キャップ３００２の近位端３０２４を表面２０６９から離間することができ
る。
【０２３７】
　本明細書で説明されるキャップ、およびその構成要素は、種々の着色材料または被覆で
形成または被覆することができる。一部の実施形態において、キャップはそれぞれ、同じ
色を含むことができる。他の実施形態において、キャップは、異なる色を含む。キャップ
を着色することにより、場合によっては、キャップの種類の即時の識別、特定の種類の医
療用コネクタとの特定の着色キャップの即時の合致、および同等物等の利点を提供するこ
とができる。
【０２３８】
　先述の開示は、一対の分離された医療用コネクタとともに使用するために構成されるシ
ステムを含む、種々の実施形態を記載する。雄キャップを第１の医療用コネクタと連結す
るための第１の手段の実施例は、キャップ１００４、１１０４、１３０４、１５０４、１
８０４、１９０４、２２０４、２３０４、２３０４’、２６０４、および３００４の接続
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界面１０４２、１１４２、１３４２、１５４２、１８４２、１９４２、２２４２、２３４
２、２６４２、および３０４２を含む。第１の医療用コネクタの雄ルアーを消毒するため
の第１の手段の実施例は、パッド１０７０、１１７０、１３７０、１５７０、１８７０、
２１７０、２２７０、２３７０、２４７０、２６７０、および３０７０を含む。雌キャッ
プを第２の医療用コネクタと連結するための第２の手段の実施例は、キャップ１００２、
１１０２、１５０２、１８０２、１９０２、２２０２、２６０２、および３００２の接続
界面１０３０、１１３０、１５３０、１８３０、１９３０、２２３０、２６３０、および
３０３０を含む。第２の医療用コネクタの少なくとも一部分を消毒するための第２の手段
の実施例は、パッド１０３２、１１３２、１３３２、１５３２、１８３２、２１３２、２
６３２、３０３２を含む。使用前構成にある雄および雌キャップを連結するための手段の
実施例は、接続界面１０４０および１０４２、１１４０および１１８０、１２４０および
１２８０、１３４０および１３８０、１４４０および１４８０、１５４０および１５８０
、１８４０および１８９１、１８４２および１８９２、２６４０および２６９５、２６８
０および２６９２、ならびに３０４０および３０９５、３０８０および３０９２を含む。
雄ルアーの管腔を密封するための手段の実施例は、密封部材２２９０、２３９０、２４９
０、２５９０、２６９０、および３０９０を含む。雄ルアーの管腔を密封するための手段
を付勢するための手段の実施例は、付勢部材２２７、２３７６、２４７６、２５７６、２
６７６、および３０７６を含む。
【０２３９】
　本明細書に提示される基本原理から逸脱することなく、上記の実施形態の詳細に多くの
変更を行ってもよいことが、当業者によって理解されるであろう。例えば、上記で説明さ
れたアセンブリの種々の実施形態の特徴の任意の好適な組み合わせが検討される。
【０２４０】
　本明細書で開示される任意の方法は、説明された方法を行うための１つ以上のステップ
または動作を含む。方法のステップおよび／または動作は、相互に入れ替えられてもよい
。言い換えれば、ステップまたは動作の特定の順序が、実施形態の適正な動作のために必
要とされない限り、特定のステップおよび／または動作の順序および／または使用が修正
されてもよい。
【０２４１】
　上記の実施形態の説明では、本開示を簡素化する目的で、種々の特徴が、単一の実施形
態、図、またはその説明の中で一緒にグループ化されることがあることを理解されたい。
しかしながら、本開示のこの方法は、任意の請求項が、その請求項で明示的に記載される
ものよりも多くの特徴を必要とするという、意図を反映するものとしては解釈されない。
むしろ、以下の請求項が反映するように、発明の側面は、任意の単一の前述の開示された
実施形態の全てよりも少ない特徴の組み合わせにある。したがって、この発明を実施する
ための形態に続く請求項は、この発明を実施するための形態に明示的に組み込まれ、各請
求項は、別個の実施形態として自立する。本開示は、それらの従属請求項とともに、独立
請求項の全ての順列を含む。
【０２４２】
　近似値への言及は、「約」または「およそ」といった用語の使用等によって、本明細書
の全体を通して行われる。それぞれのそのような参照について、一部の実施形態において
、値、特徴、または特性は、近似値を伴わずに特定されてもよいことを理解されたい。例
えば、「約」、「実質的に」、および「概して」等の修飾語句が使用される場合、これら
の用語は、それらの範囲内に、それらの修飾語句がない場合に適格な言葉を含む。例えば
、「実質的に平面的な」という用語が特徴に関して記載される場合、さらなる実施形態に
おいて、特徴は、正確に平面的な配向を有することができると理解される。
【０２４３】
　特徴または要素に関する「第１の」という用語の請求項での記載は、第２の、または付
加的なそのような特徴または要素の存在を必ずしも暗示しない。手段プラス機能の形式で
記載される要素は、米国特許法第１１２条第（６）項に従って解釈されることを目的とし
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